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壱◆剣の花嫁
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「な！　……んじゃあ、これは！」
　思わず頓とん狂きような声を上げたのは幸ゆき村むらだった。その目は、机きじ上よう式電脳の表示画面に注がれている。
　柳やぎ生ゆう道場の離はなれ。幸村と又また兵べ衛えが起居しているふた間まほどの草そう庵あん。
　開け放たれた縁えん側がわから、熱い風が吹ふき込んでくる。すでにじりじりと暑さを増している季節。だがいま、幸村の眉み間けんを流れ落ちる汗あせは、気温のせいではなかった。
「な、なんじゃ、なんじゃ！　……株式市場が軒のき並なみ暴落しておる！　大おお江え戸どはもとより、倫ロン敦ドン、紐ニユー育ヨーク市場も……陀ダ羽ウ平均が半値以下ではないか！　なにが起こったのじゃ……な、なに？　亜ア米メ利リ加カの礼れい萬まん兄弟社が破産申しん請せいじゃと！　こ、これは……！」
　幸村の小さな手が握にぎるとやたらに大きく見える鼠ねずみ式画面指示装置、通称「鼠箱」。焦あせりから何度か間ま違ちがいながらも、画面上にいくつもの情報窓を開いていく。
「だ、ダメじゃ……これも……！　くっ、これもじゃと……、い、いったい……これは……」
　窓が開き、あるときは棒グラフが、あるときはいくつかの数字が表示されるたびに、幸村の表情が強こわばり、絶望に曇くもっていく。
　そんな作業を十分も続けたろうか。
　文ふみ机づくえの上の鼠箱を握っていた手が離れる。同時にパタッ、と幸村が背中から床ゆかの畳たたみに倒たおれた。
「やられた……。これではわらわの軍資金が、すべて……」
　呆ぼう然ぜんとした表情で天てん井じようを仰あおぐ。目め尻じりからツーッとひと筋、涙なみだがこぼれたのに、本人はそれすら気づいていなかった。
　その日、平へい誠せい二十某ぼう年ねん夏。のちに、礼れい萬まんショックと呼ばれる金きん融ゆう恐きよ慌うこうが世界を襲おそった。
　亜米利加の大手投資銀行、礼萬兄弟社の事実上の倒とう産さんから始まった信用不安は、瞬またたく間まに全米、さらには世界中に飛び火した。
　このためあらゆる債さい券けん、株式、その他金きん融ゆう商品が軒並み暴落。世界の金融システムが崩壊の危機に直面した。こののち、列強諸国は協同して、事態の収しゆう拾しゆう、再建にあたることになる。だがいまはまだ世界は、混乱と恐きよ慌うこうの坩る堝つぼにあった。
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　そしてこの日。幸村がこれまで投資、運用していた資金、十数億円が電脳網もうの海の中にその価値を消していった。言うまでもなく、世界的な恐慌の波に呑のみ込まれたのだ。
　わずかに残った債券などもその評価額を大きく下げ、外国為替かわせの損失などと相そう殺さいすると、持ち金は限りなく……、
「ゼロ……じゃな……。一夜にして、一文無しじゃ……」
　うわごとのようにぽつりとつぶやく。
　礼萬兄弟社の危機はもちろん幸村もつかんでいた。だが、
「わらわの計算ではあと最低数日……一週間は持ちこたえるはずじゃった……じゃが……」
　天才軍師にもつかみきれない、政治的な判断がどうやらそこに働いたらしい。
　だが幸村の読み誤あやまりを非難するにはあたらない。
　この恐慌で、世界的な大企業までが倒産の危機に追いやられ、地方自治体はおろか、財政破は綻たんする国家までが出る始末だったのだから、ひとりの投資家、幸村の失敗もむべなるかな、であった……。
「わらわの軍資金が……はっ、それだけではない、この道場の……」
　幸村がそのことに気づいて青ざめ、新たにイヤな汗が出てくるころ、頭の向こうのほうから、バタバタと走ってくる物音に気づかされる。同時に、
「ゆっき～！　ねえねえ、入るよぉー！」
　縁側から飛び込んで来た影かげ。もちろん、
「なんじゃ、騒そう々ぞうしいのぉ十じゆ兵うべ衛え、おぬしはいつも」
　柳生十兵衛だ。部屋へ入るなり、ドスン！　両りよ膝うひざを揃そろえて幸村の隣となりにお尻しりを落とす。
「うん！　あれ、ゆっきー、お仕事してたのぉ？」
　机上式電脳の画面を覗のぞき込もうとする十兵衛。幸村はあわてて、
「そ、そうじゃ！　うむ。こら、勝手に見るでない！　いま大事な仕手戦の最中じゃ。用件は手早く済ませい！」
　画面を手で隠かくし、ドキドキしながら十兵衛を見返す。十兵衛はキュルンと首をかしげ、だがすぐにパッと笑って、
「ね、お買い物の時間だよぉ。十兵衛、べーたさんとお夕飯の買い出だしに行ってくるからぁ、お札、貸して？」
　手を差し出す。
　お札。後あと払ばらい札。英語で言うとクレジットカード。
　道場の買い物はすべて、幸村の管理する後払い札によってなされていた。その理由は、幸村いわく、
『現金など持ち歩いては物ぶつ騒そうじゃし粋いきでない。それに、後払い札は使えば使うほど、買い物点数が貯たまるのじゃ！』
　意外とせこい……現実的な理由のようだった。
「買い物じゃと？　わかったわかった。ほれ、持っていくがいい。あ、言っておくが、無む駄だ遣づかいはダメじゃぞ。何を買ったか、この電脳ですぐにわかるのじゃからな」
　そう言うと幸村は、懐ふところから札を取り出して十兵衛に授さずけた。本漆うる塗しぬりに金きん箔ぱくという、無む駄だにピカピカ光った札だ。うれしそうに受け取る十兵衛。
「はーい！　ね、アイスは、いい？」
「アイス？　アイスクリームか。まあ、よかろう。わらわは、波源屋の苺いちご味じゃ」
「わ、高級だね。十兵衛が好きな超乳杯だったらふたつは食べられるよぉ」
「ふん。それはただのラクトアイスではないか。アイスといえばアイスクリームじゃ。種類別、アイスクリームと書いてあるものだけが、乳にゆ脂うし肪ぼう分が……ええい、なにを説明させるのじゃ、いいからとっとと買い物に行ってまいれ！　わらわは……い、忙いそがしいのじゃ！」
「はぁい！　じゃましてごめんね、ゆっきー。アイスはぁ、アイスクリームって書いてあるのだね。じゃあ、行ってきま～す！」
　それだけ言うと、来たときのようにバタバタと廊ろう下かを走って行く十兵衛。
「あ、待て！　まだ……うむ、なにか大事なことを言い忘れたような……、まあよい、しかし、あの乳が真正のアイスクリームなぞ食べて、ますます大きくなったらことじゃ。乳脂肪分の多い少ないなど、教えぬほうがよかったかのぉ。……と！　こんなことをしている場合ではないわ！　ない……が、いったいどうしたら……」
　やはりがっくりと肩かたを落とす幸村だった。


２


　平誠二十某年。
　大だい日につ本ぽん国は徳とく川がわ幕府のもと、四百年以上もの無む為いに平へい穏おんな日々を過ごしていた。
　明治の大改革ののち封ほう建けん制度は廃はい止しされ、武士や町人の身分も改められた。憲法が定められ議会が発ほつ足そくし、民主主義の世が到とう来らいした、ように見えた。
　しかし、徳川将軍と幕府は行政府として圧あつ倒とう的てきな権力を独どく占せんし、議会は名ばかり。幕府に伺うかがいを立てなければなにもできなかった。
　現在の将軍は、第二十五代徳川義よし康やす。
　一見、自由で平等な社会を謳うたっていても、幕府の要職は依い然ぜん、徳川家とその親しん藩ぱん、譜ふ代だいの家臣たちに独占されていた。
　その結果。
　社会は停てい滞たいし、民衆の不満は高まり、それは抵てい抗こう運動ともなって幕府と徳川将軍に向けられていく。
　この事態に幕府は強権的な姿勢で臨のぞみ、抵抗には苛か烈れつな弾だん圧あつを加えた。反幕府活動に身を投じた者は容よう赦しやなく捉とらえられ、収しゆ監うかんされた。中には行方ゆくえ不明になる者も相次ぎ、それがまた人々の抵抗意識を燃え上がらせた。
　民衆の中に、ある伝説が息づいていた。
　豊とよ臣とみ待望論。桃もも山やま時代に全盛期を迎むかえた豊臣政権。それが続いていれば……。関せきヶが原はらで豊臣方が敗れなければ……。大おお坂さかの陣じんで豊臣家が滅ほろびなければ……。徳川とは異なる、豊かな豊臣の世が続いていたのではないか。
　それは空想に近いものだったのかもしれない。だが長すぎる徳川の世に飽あき、倦うみ、出口を求める人々の意識は、自然、反徳川のシンボルとも言える豊臣家や豊臣恩おん顧この武将たちに惹ひかれていく。
　抵抗運動もまた、そんな人々の豊臣待望を意識してか、豊臣家をシンボルのように戴いただいたり、自ら関連づけていく。
　いつしか反徳川を名乗る者は、「豊臣派」と呼ばれるようになっていた。


　武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく。
　来きたるべき大日本の指導者層を育成するべく、幕府が開いた武士の学園である。
　身分制度上の武士階級はなくなったが、この学園に入学できるのは武家の子女のみと限られていた。その証あかしのように、生徒には帯刀が許され、士道に適かなうならば真剣けんでの決けつ闘とう、仇あだ討うち等も許される。
　富ふ士じの裾すそ野のに広大な本校舎を持ち、中等部から大学院までを併へい設せつしている。その他に初等部、幼よう稚ち舎しや、保育舎を全国に持っていた。
　いわばこの本校舎は、初等部までの競争に勝かち抜ぬいたエリートだけが集つどうことを許された、あこがれの学舎と言える。
　本校舎は全ぜん寮りよ制うせいで、学生たちのみならず、基本、職員たちも寄宿生活を送る。中等部、高等部などそれぞれに生徒会があるものの、全学生徒会として学園を治めているのは高等部の、通つう称しよう「旗はた本もと生徒会」だ。
　生徒会長の徳川慶よし彦ひこは、現将軍義康の嫡ちや男くなんに当たり、いずれは将軍家を継ついで幕府を、ひいては大日本を治めることとなる身。その周囲は、選よりすぐりの親藩・譜代の子女たちで占しめられていた。
　旗本生徒会の力は大きく、教師や職員たちでさえその決定に異を唱えることはできなかった。


　が、世の反徳川弾圧は、ここ武應学園にも及およんでいた。
「豊臣派」と目される生徒たちへの弾圧、逮たい捕ほ、収監は、生徒会の風紀委員会、旗本親衛隊などによって日々行われていた。
　柳やぎ生ゆう宗むね朗あきらはこれに反発し、ついに生徒会とたもとを分かつに至る。そしてその過程で、多くのサムライ少女が宗朗のもとへ集うこととなった。
「士」＝サムライ、それは現代に現れた異能の剣けん士しである。
　かつての侍さむらい、武将の名を持ち、恐おそるべき剣けん技ぎをものとする。サムライは必ず十代の少女に顕けん現げんし、「将」と契けい約やくすることで剣けん姫き＝マスターサムライとなる。マスターサムライの戦せん闘とう力りよくは言うまでもなくサムライを大きく凌りよ駕うがしていた。
　サムライが少女に現れるのと反対に、「将」は男子に現れる。それも、徳川家の男子、将軍職継けい承しよ者うしやにのみ現れる、とこれまではされてきた。
　柳生宗朗。
　その名の通り、江え戸ど柳生家嫡男にして、武應学園高等部一年。代々、将軍家剣けん術じゆつ指南役の家いえ柄がらを買われ、ここ武應学園でも柳生道場を任されている。
　しかし宗朗は「将」としての徴しるしを現し、その力はときに、同じ「将」たる慶彦をも驚おどろかせるものとなっていた。
　おりしも、「豊臣派」を名乗る真の敵、淀よど君ぎみとその一派を、地下に再現された大おお坂さか城じように追おい詰つめたかに見えた。
　が、淀君はその真の姿、天あま草くさ四し郎ろうを現し、宗朗と剣姫マスターサムライたちを嘲あざ笑わらうかのようにかき消える……。
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「わーい！　お魚いっぱいだねー！　こっちはお野菜！　果物食べた～い！」
　学生街のマーケットを歩きながら、あちこちの店、売り場に目を奪うばわれ、大はしゃぎな十兵衛。
　その傍かたわら、黙もく々もくと荷物を持って歩く後ご藤とう又兵衛。長身のため、後ろにいても頭半分抜け出している。そしてメモを片手にあれこれ店を飛び回っているのは、
「この鯵あじ、少々お高いですわ。向こうの鮮せん魚ぎよ店てんなら二割はお安くてですわよ。でもこっちの烏い賊かはお安いですわね。いかがです？　烏賊を十ぱい買いますから、鯵も負けてくださるというのは？」
　直なお江え兼かね続つぐだった。嬉き々きとして交こう渉しようなどをしている。
　これには鮮魚店の店主も、
「いやぁ～、お嬢じようちゃんにはかなわねえなァ！　いいよ、鯵は半額だァ！」
「まぁ！　本当ですの!?　ステキですわ。鯵と烏賊に幸あれ、ですわ！　ご主人にも愛あい染ぜん明みよ王うおうのご加護がありますように、ですわぁ！」
　じつに楽しそうだった。いや、うれしそうだ。それになかなかの交こうし渉よう力りよくなのだった。実際十兵衛も、
「ほへ～ぇ、ぐつぐつってすごいんだァ。お魚、いっぱい安く買えちゃったの。いつも又兵衛さんと来るけど、こんなに安いの初めてだよぉ」
　感心し、又兵衛も後ろで、うんうん、と首を縦に振ふっている。
「まぁ、こんなものですわ。この兼続、伊だ達てに米よね沢ざわ校舎で出すい納とう係がかりをやっていたわけではございませんわ！　限られたお金を無駄なく有効に使ってこそ、賢かしこい家事、というものなのですわ」
　得意満面の兼続。
　幸村とはまったく違ちがった、生活力あふれる才能と言えるようだ。
「ワワワワワワワン!!」
　突とつ然ぜん、近くで犬の吠ほえ声ごえが沸わき起おこった。
「きゃっ！」
　驚く十兵衛。その足元を、首輪もしていない中型犬が走はしり抜けていく。
「な、なんですの？　野の良ら犬いぬですの？」
「……！」
　とっさに身がまえる又兵衛だが、野犬はもうかなり遠くへと走り去っていた。
「ワンちゃん、お腹なか空いてるのかな」
「さあ。最近野犬が多いと聞きますわ。あなたもじゅうぶんお気を付けなさいませ」
「うん！　そうだ。あのね、十兵衛も、ときどきお菓か子しとか、おまけでもらったりするよ」
　さっきの値切り話へ戻もどる十兵衛。すでに緊きん張ちようは解けている。
「あなたの場合はなんだか危ないですわよ。お菓子あげるから、とか言われてそのままどこかへ連れて行かれないようになさいませ」
　こちらもすっかり保護者気取りの兼続。
「えー、十兵衛そんなことしないよぉ。知らない人についていっちゃいけない、ってお兄ちゃんがいつも言ってるもん」
「あなたは……まあいいですわ。その乳の大きさくらいもう少しアタマをはたらかせていただきたいものですわね」
「乳……胸のことぉ？　そういえば、いつもお菓子負けてくれるお店の人、十兵衛の胸ばっかり見てるのぉ」
「それ！　それが危ないって言うんですの！　まったくあなたは！　もうそのお店へ行ってはいけませんことよ！　これだから乳ばかり大きくて、中身は赤あかん坊ぼうと同じだというんですわ。又兵衛さんも、気をつけていただかないと」
　小言爆ばく発はつの兼続。
「ええ～、でもぉ、いつもニコニコしてて、すごいいい人だよぉ。お菓か子し屋やのおじいさん。中等部の子どもたちもいつも来てて、人気なんだよ」
　十兵衛が言うと、又兵衛がまたも背後でうなずいている。
「ま！　おじいさん？　職員のかたがやっている店ですの？　と、とにかく、今後はお菓子もわたくしといっしょに買いに行くこと、ですわ！」
「はぁ～い！　ぐつぐつと行けば、もっとオマケしてもらえるかも、だね！」
　学生街、と名が付くのはふつう、学生が集う街のことなのだが、ここ武應学園塾では、学生が出している店、となる。
　なぜか。全寮制の武應学園塾では衣食住が保証されているものの、それだけでおさまらないのが人間の常。また、個別に日常品を購こう入にゆうするため、学園塾内でしか通用しないチケットが、毎月一定額、学生には支給される。
　このチケットで、通常支給品以外の物を買いたい学生と、チケットをもっと貯めたい学生の思おも惑わくが一いつ致ちし、始まったのが学生ビジネスだ。
　最初はガレージセール、フリーマーケット程度の規模だったのが、どんどん高度化、専門化し、いまでは学生街はちょっとしたものならなんでもそろう商店街にまで成長。仕入れや商品管理、新商品開発にも余念がないという。
　そのせいで、ビジネスがすっかり楽しくなって、授業にも出ずに商売に精を出す学生も多く、いっしゅの学内問題になっているほどだった。
「まあいいですわ。あとでそのお菓子屋さんにも行ってみるとして……あ、支し払はらいはこの後払い札でお願いいたしますわ。あのオデコチビの札で少々気分が悪いですけれど、なにしろあの道場の会計が全部この札払ばらいになっているから仕方ありませんわね。道場の家計も、どうせどんぶり勘かん定じようで適当にやっているのでしょうから、いずれこのわたくし、兼続がきっちり管理して無駄をなくさなくては……え、なんですの？」
　とうとうと口上を述べている兼続に、くだんの魚屋の店主が漆うる塗しぬり金きん箔ぱくの札を手に奥おくから戻ってきた。そしてひとこと。
「あー、お嬢ちゃん、この後払い札はダメだ。支払い不能になってるよ」
　そう言うと、札を兼続に返す。
「え、え？　なんですの？　なぜこの札が使えませんの？　漆うるし金きん箔ぱく札ですのよ？　限度額無制限の、家でも買えるという信用があるんじゃございませんの？」
　兼続は抗こう議ぎするが、
「ふつうならねえ。が、その札はダメだ。電脳勘定機で照会したら、取引停止状態みたいだな。つまりただの札ってわけだ。漆うるしと金箔そのものの価値しかねえ。残念だが、うちの魚を売るわけにはいかねえなぁ」
　こうなると店主にもまったく取り合ってもらえない。
　なすすべもなく店を出るしかない兼続ら一行。
「どうしたのぐつぐつ？　お魚買えないのぉ？」
　十兵衛が不思議な顔で覗き込む中、兼続は札を握にぎりしめてワナワナと震ふるえていた。
「あ、あのオデコチビ！　こんな使えない札よこしやがっでぇ、オラが恥はじかいたでねえがー！　……はっ！」
　怒いかりのあまり、お国言葉がつい出てしまう。赤くなって口元に手を当てると、
「と、とにかく！　もう買い物は終わりですわ！　というより、この札では何も買えませんわ！　急いで帰って、あのオデコチビを問とい詰めてやりますわ！」
　高らかに宣言する。
　なにしろ現金、もといチケットがなく、すべてを札払いにしているので、肝かん心じんの札が使えなくてはまったく買い物などできない。
　消しよ沈うちんして道場へ戻るしかないのだった。
「え～ん。アイス、食べたかったよぉ～」
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「……だいたい、このままじゃいけないと思うのよね！　いつまでもちゃんとキスをしないなんて、千せんのことバカにしてるわけ？　ほんとうの妹かどうかもわからないのに、十兵衛とは何度もキスして！　キ ──── ！　悔くやしいぃぃ！　それにあのおチビちゃんに無口のノッポに、最近じゃトンカチまで……。この道場の人口がどんどん増えてるじゃない！　男一に女六よ！　男と女は一対一じゃなきゃいけないのに……これじゃハーレムじゃない！　なによハーレムって！　宗朗のくせに！　やっぱり千をバカにしてるんだわ！　出て行って！　出て行きなさいよ！　宗朗と千をふたりきりにして！　そうしたらあの超ニブちんだって少しは……」
　場面は柳生道場に戻って、千姫の居室。といっても、もともとはふた間続きの道場の客間を、押おしかけた千姫たちが独占しているのだが。そして「たち」と言うにはもうひとり、
「あ、あのぉ……御お姫ひいさま……。全部、聞こえていますけれど」
　声を上げるのは半はん蔵ぞうだった。
「なによ、ちゃんと支えてなさいよね！」
　ドン！　千姫が座すわり直す。
「ひぃ！　は、はぃぃ……」
　半蔵が情けない声を上げた。けんめいに力を入れて支える。
　千姫が腰こしを下ろしている場所、それは半蔵の背中なのだ。
　畳たたみの上に四よつん這ばいになった半蔵。その背中の上に千姫が座り、組んだ脚あしを投げ出している。
「なんで椅い子すのおまえがしゃべるのよ。千のひとりごとを盗ぬすみ聞ぎきするなんて、まったく行ぎよ儀うぎの悪い椅子ね。そういうことだから、またお仕置きしなくちゃならないのよ」
　ドスン。わざと腰を上げて、また落とす。千姫の体重が半蔵を苛さいなむ。
「ぐっ、ぁああ……お許しください。出過ぎたことを……あ、また、そんなに重く」
「なによ、千が重いって、そう言いたいわけ？」
「あ、いえ！　御姫さまが重いというわけでは決して……ふぅ、ふぃぃ……どんなに重くてもこの半蔵、最後まで耐たえ抜く所存で……」
「だったらおまえは椅子じゃなくて馬よ！　千を乗せてこの部屋を回りなさい。落としたら、罰ばつを与あたえるわよ」
「は、はいぃ！」
　それまで横よこ座ずわりだった千姫が、文字通り背中の上に馬乗りになると、半蔵はもそもそと動き出す。
「そら！　遅おそいわよ。もっと……きびきび早くよ！」
「ひぃ、はぁあ、は、はい……ふぇええ」
　歩く、というより這はい回まわる半蔵。八畳ほどの部屋をグルグル回る。たかが人ひとり。背中に乗せて這うくらいサムライの体力ならばまったくの余よ裕ゆう。
「まだ一周しかしてないじゃない。ほら、まだ行くわよ！」
「はぁ、はぁ、はぃ、はぁ……」
　のはずなのだが、なぜか別の理由で半蔵は息も絶え絶えのようす。
「飽きた」
　突然、立ち上がる千姫。
「は、はい、ぃ……」
　ドッと崩くずれる半蔵。しっとりと汗あせばんだ肌はだと、まだ荒あらい息のせいで上下している背中をしばらく眺ながめていた千姫は、
「なによ、見せなさい」
　急にしゃがみ込むと、半蔵の脚を覗のぞき込む。膝ひざに触ふれる。畳に擦すれたのか、赤く腫はれてわずかに血が滲にじんでいた。
「あ、御姫さま、いけませ……んっ！」
「血が出てるじゃない。ほら」
　千姫が膝に顔を近づけると、ペロッとなめ上げた。
「きゃぁああ！　あ、あ……だめ、です……それ以上……不ふじ浄ようですから、そんな……わたし……」
[image: 画像]
「冗じよ談うだんよ」
　うろたえる半蔵と、パッ、と離はなれる千姫。
「あ、はい……」
「まったく、なにやってるのかしら千ってば！　もう、おまえをいじめて、肝心のところを忘れちゃったじゃない。いい？　そもそもどうして宗朗は……」
「宗朗くんなら……道場でひとり、稽けい古こをすると言っていましたけれど」
「稽古？　……ふぅん、それはいいわね」
　急に何かを思いついたらしい千姫。瞳ひとみがキラッと光る。が、そういうときはたいてい面めん倒どうなことが起こるのを、半蔵も経験から知っていて、
「半蔵、おまえも手伝うのよ！」
「は、はいい」
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「……んっ！　っ！」
　道場の庭。懸けん命めいに素す振ぶりを続ける宗朗がいた。
　素振りと足捌さばきだけでもう一刻以上。すでに玉の汗にまみれている。
　道着の上はとっくに両肌脱ぎにはだけた、上半身裸はだかの姿。木刀をひと振りするごとに、汗の飛沫しぶきが散った。
「ダメだ、まだまだ……！」
　上段、中断、下段、八相、脇わき構え……大上段、次々に試ためしていく。一いち巡じゆんするとまた最初から。
　だがそれは、剣の腕うでを上げるためというよりも、ひたすら己の肉体を痛めつけるため、としか見えない。
　なんのため、そしてそこまで自分を痛めつけてなにが得られるのか。だが宗朗は黙々と、身体が壊こわれるまででもやりかねない。そんなせっぱ詰まった気合いに満ちていた。
　それは、恐おそれだった。
　宗朗の中の恐れ、それはとりもなおさず……、
（あのとき、淀君……いや、天草四郎の構築した地下の大坂城で、ぼくたちは全ぜん滅めつしてもおかしくなかった……）
　崩れ落おちる天てん井じよう。梁はり、柱……。こぼれ落ちる、粉となって爆発するように噴ふき出だす漆しつ喰くい。大坂城崩ほう壊かいのシーンが脳のう裏りによみがえる。
　まだ大天主の中にいた宗朗たちは、間かん一いつ髪ぱつ、幸村の導きによって脱だつ出しゆつを果たす。だがそれもいま考えてみれば、
（見み逃のがしてもらった、のか……）
　脱出そのものは、地下の大坂城がかつての大坂城と細部まで同様に作られていたせいで成功した。脱だつ出しゆ路つろまでが同じ隠かくし戸から通じていたのだ。
　気づいた幸村にしても、普ふ段だんから古文書の研究に余念がなかったせいで、大坂城の構造を熟知していたからこその僥ぎよ倖うこうだ。いわば偶ぐう然ぜん。あるいは、
「あのときの、天草の物言いといい、あんなミスを犯おかすとは思えない……」
　最初から用意されていた目こぼしの穴だったのではないか。それに気づけば、脱出させてやってもよい、という天草の余裕。
　最後の瞬しゆ間んかん、天草の背後に現れたサムライたち、宮みや本もと武む蔵さし、佐さ々さ木き小こ次じ郎ろう、宝ほう蔵ぞう院いん胤いん舜しゆん、荒あら木き又また右衛え門もんといった面々が放つ恐ろしいまでの闘気。
　剣姫マスターサムライと化した十兵衛でも、その勝利を絶対と信じることはできなかった。そんなあの場面を思い出すたびに、宗朗の疑念はますます大きくなる。
（ぼくたちなんかいつでも倒たおせるというのか。ただ倒すだけじゃ物足りない？　戦いを楽しんでいるとでも……）
「くっ……！」
　宗朗が唇くちびるを噛かむ。木刀を振る腕に、さらに力がこもった。
　敵を侮あなどるのは禁物。だが恐れ過ぎるのもよくない。
　だがあのとき、天草配下のサムライたちが襲おそい来たとき、「将」としての宗朗にできることはあったのか。
　十兵衛含ふくめ七人もの剣姫マスターサムライとその場にいながら、勝ちが見えないとは。
（ぼくは……ぼく、は……！）
　ザッ！　向きを変えながら利きき足あしを運んだ、ときだ。
「ぅ！」
　突然、足を踏ふん張ばりきれず、崩れる。危あやうく倒れるところをなんとかこらえた。
　見ると、草ぞう履りの鼻はな緒おが切れている。それで足が滑すべったのだ。
「ふぅ、替かえを……いや」
　草履などなくてもそのまま。宗朗はもう片方の草履も脱ぬぎ捨すてる。素す足あしの足裏を地面につけると、再び木刀を振りかぶった。そこへ、
「それまで！」
　よく通る鋭するどい声が飛んで来た。宗朗が顔を上げる。
「……千姫、さま」
「がんばりすぎよ、宗朗。そのくらいになさい。一度にそんなに根を詰めても、身体を壊すだけなんだから」
　千姫だった。半蔵もいる。庭の向こう、垣かき根ねの戸を開けて近づいてくる。
「はい。わかってはいるんだけど」
　宗朗がかまえを解いた。木刀を下ろす。
　両肌脱ぎの宗朗の上半身。たったいままで酷こく使ししていた全身の筋肉はほの赤く火ほ照てって、かすかに湯気さえもゆらめかせている。
　千姫は気づくと、サッと顔を赤くして、目を逸そらせた。
「宗朗にしては……けっこう鍛きたえてる、のね……。知らないうちに、稽古、してたんだ」
　ドギマギして言う千姫に、
「御姫さま……」
　半蔵が少しだけ心配そうな視線を向ける。宗朗と見比べるようだ。当の宗朗は、
「稽古っていっても、ぼくなんかじゃけっきょく大した足しにもならないんだけど。どうにも、じっとしていられなくて。稽古でもしてたら、なにか思いつくかも、って」
　そう言って苦くし笑ようする。
「あっ、と。失礼、しちゃってました」
　千姫の前で半はん裸らを曝さらしていることに気づいて、道着を引っ張り上げる。肩かたを通した。
　ようやく宗朗が胸むなもとを合わせたのを見て、千姫が向き直る。まだわずかに赤い頬ほおのまま、
「それはそうと、いい機会でもあるわね。勝負なさい！」
　千姫が言うと、傍らの半蔵が薙なぎ刀なたをうやうやしく差し出す。受け取ってかまえると、薙刀の切っ先が輝かがやいて宗朗の顔を映す。
「え！　ど、どういうことです。ぼくと千姫さまが勝負だなんて」
　思い切り退く宗朗。だが千姫は薙刀を収めるそぶりを見せない。
「だからよ。ひとりで稽古するより、誰だれかと手合わせしたほうが実戦のためになるでしょう。相手になってあげる。『剣けん姫き』の力は使わないから、それでいいわよね！」
　千姫が言うと、半蔵が薙刀の刃はに稽古用の袋ふくろをかぶせた。これならば刃でケガをすることもない。
「あ、そういうことですか。なら、稽古のお相手、願います」
　宗朗も納なつ得とくして、木刀をかまえる。稽古試合が始まるか、というところ、千姫が、
「ただ稽古するだけじゃつまらないわ。もうひとつ真しん剣けん味みに欠けるのよね」
「では、どうしたら」
「賭かけをすればいいのよ。この稽古に千が勝ったら……」
「千姫さまが勝ったら？」
「んん！　……キス、してもらうわよ！　こんどこそ、正式に！」
　わざと大きな声、視線を外すのは照てれ隠しなのか。いちどは醒さめた頬がまたしっかり染まっている。
「キス!?って、いったいどうして」
「どうして、じゃないわ！　わかってるでしょう。あんな……転んだひょうしに、なんて、キスのうちに入らない！　ずっと、がまんしてきたんだから！　今日こそ、言いい逃のがれは許さないわよ！」
　宗朗の「将」としての能力。「士」＝サムライと契けい約やくすることで、そのサムライを自らの剣姫＝マスターサムライとすることができる。
　しかしてその契約方法は、キス、だった。
　千姫と宗朗はキスによって契約、互たがいを「将」、剣姫マスターサムライとしているが、そのきっかけはまったくの偶然。まだ生徒会の副会長だった頃、従わない柳生道場を襲ってきた千姫は、こんなふうに宗朗と闘たたかっている最中、お互いにもつれあって倒れ、唇を重ねていたのだ。
　いわばアクシデント。
　確かに唇が触れあったのだからキスには違いなく、千姫は宗朗の剣姫マスターサムライになった。その結果には不満はない。が、
「大いに問題だわ！　ものごとには過程が重要でしょう？　まして千の、ファーストキスよ！　起こったことはしかたないとしても……誠意あるやり直しを、要求するわ！」
「御姫さま、あの……そのようなことはあまりはっきりと……」
　隣となりに控ひかえる半蔵が、自分が言ったことのように頬を染めながら言うと、
「わかってるわよ！　でも、このニブちんにはハッキリ言わないとわからないじゃない。だから、だからなのよ、千がここまで言ってあげてるってのにぃ！」
「ニブ……、ちょっと、待ってください。正直その……キスと稽古を結びつけるのは強ごう引いんじゃないかって……」
　宗朗がけんめいに抗弁する。が、
「強引じゃない！　さあ、どうなの!?　千と勝負するの？　しないの？」
　ここまで言われて勝負しないわけにもいかない。
「わ、わかりました。でも、あくまで稽古試合ですよ。それに、ぼくが勝ったら、どうなるんですか」
「ふふん、宗朗が勝つなんてこと、ありえないけど、そうね、なら約束してあげる。宗朗が勝ったら、この千にキスさせてあげる！」
　……。数秒間が数時間にも感じられた。
「あ、あの……えと」
「御姫さま、それでは」
　さすがに見かねて半蔵も口を出す。千姫はプッ、と口を尖とがらせて、
「なによ！　なにか問題でもあるっていうの？　この千が、唇を許すって言っているのよ！　男ならよろこんで拝領すべきでしょお！」
　千姫が勝ったら、宗朗にキスをさせる。宗朗が勝ったら、千姫にキスしてもいい。してもいい、といっても、する、以外の選せん択たく肢しはないわけで。
「勝っても負けてもキスって、どういうことで……うぁあ！」
「うるさいうるさいうるさぁい！　もう始まってるんだから！　行くわよぉおお！」
　言うが早いか、もう薙刀を振ふり立たてて飛び込んでくる千姫だった。
「わわっ！」
　ビュッ、と空気が鳴る。宗朗の脇近くを、薙刀の穂ほ先さきがかすめる。
（さすが……速い！）
　たとえ、刃を覆おおっていても、直ちよ撃くげきすればあばらくらい簡単に折れてしまいそうな勢いだ。
（それだけ千姫さまは本気……。条件は……だけど、だったら、ぼくも……！）
　大きく跳とび退のいて間を開けると、宗朗は中段にかまえた。体勢をしっかり建て直す。
「ふん。やるじゃない。一刀目を避さけたのはほめてあげる。でもこれなら、どうかしら……！」
　二刀目。リーチにものをいわせて大きな軌き道どうで迫せまる薙刀の刃。これも宗朗はすんでのところでかわした。
（向こうは得え物ものが長いうえに、回転の遠心力をたっぷり乗せている。うかつに受けたら衝しよう撃げきで木刀が弾はじき飛ばされるか……）
　衝撃だけで、木刀の動きが止められてしまいそうだ。それが一いつ瞬しゆんでも、手て練だれの千姫相手に命とりになるのは間ま違ちがいない。
「ほらほら、逃にげてばかりでいいの？　後がないわよ！」
　かわされても、そのまま薙刀を振り抜ぬき、足捌きでクルッ、と一回転して千姫は次の攻こう撃げきを繰くり出してくる。
　そう広くない庭だ。かわすには下がるほかなく、宗朗はたちまち背後を外塀べいに塞ふさがれるところまで来てしまった。
（次が、来たら……）
　どうかわす？　が、考えているヒマもなかった。千姫は猶ゆう予よをあたえず、こんどは、
「壁かべを気にして長い薙刀が振るえないなんて、考えてないでしょうね。むしろ狭せまいところは得意よ！」
　さっ、と持もち替えると突ついてくる。
　薙刀は鑓やりよりは水平面、垂直面の攻撃に適している。が、どうして、突き、つまり一次元の攻撃も得意中の得意なのだ。
「うわぁっ！」
　繰り出された穂先を、身を沈しずめて避ける宗朗。が、すぐに薙刀は戻もどされ、また繰り出される。その速さ。鑓の又兵衛にこそ一を譲ゆずるが、薙刀でこれだけの刺突は見事と言うしかない。
（くっ……！　千姫さま、剣姫マスターサムライの能力を使わなくてもこれほど……！）
　それでもかろうじて身をかわす宗朗に、千姫が、
「いつまで逃げているの。それじゃ、勝てっこないわ。ふん、遊びは終わり……そろそろ、決めるわよ！」
　スッ……。薙刀を音もなく戻した千姫が、間かん髪はつ入いれず必中の刺突を繰り出す。
「……っ！」
　が、そのまえに宗朗が猛もう然ぜんと踏み込んでいた。
　刺突を繰り返かえす薙刀は、繰り出されたのち必ず戻る。次の刺突の「溜め」を作るためだ。が、それを繰り返せばタイミングがわかってくる。宗朗は、薙刀が戻るのに合わせて突っ込んだ。
「な……んですって？」
　薙刀の穂ほと宗朗の眉み間けんは数センチもない。このとき、千姫が薙刀を再び繰り出す、あるいは戻すのを止めるだけで、宗朗の額は本来なら刃で切きり裂さかれる。
　が、完かん璧ぺきな刺突はまた、完璧な反復によってなされる。千姫が気づいて薙刀を戻す手を止めたときには、すでに宗朗は木刀の間合いまで踏み込んでいた。
「ぬぉおお！」
　まっすぐ木刀を伸のばす。千姫ののど元へ、木刀の切っ先が突き刺ささる、刹せつ那な、
「ぇえぃ！」
「そこまで、ですっ！」
　半蔵の声が飛ぶ、とともに捨て身で割って入り、ふたりを分けていた。
「ぁ……、だ、だいじょうぶ、ですか。千姫さま」
　我に返ったように宗朗が言う。
「お、おまえこそ、平気なの？　額が……」
　覆いをかけていてもなお、鋭い薙刀の切っ先が宗朗の額をわずかに切り裂き、血が滲んでいた。
「ぼくは……あ、だいじょうぶです。これくらい。それより」
　額を拭ぬぐいながら宗朗が言うのと、同時だった。半蔵が、
「この勝負、引き分け、です」
　宣言する。
「引き分け……」
「ですって！」
「はい。わたしが……半蔵が止めなければ、宗朗くんの木刀は御姫さまののど笛を突いていました」
「あ、でも」
「ええ、もちろん寸止めするつもりだったのはわかっています。けれど御姫さまもまた、最後の瞬間には踏みとどまって、宗朗くんへ薙刀を突こうとしました。つまり、ご自分から木刀の突きへ向かう形。その結果、御姫さまの薙刀は宗朗くんの額を割り、宗朗くんの木刀は御姫さまののど笛を潰つぶす可能性があったんです」
「そんなふうに……」
「ええ。どちらも戦っているうちに真しん剣けんになっていた証あかしだと思います」
　たしかに、半蔵が止めなければ互いに手傷を負っていたかもしれない局面だった。千姫は、ふーっと息を吐はき出すと薙刀を引いて持ち替える。
「見直したわ。なかなかやるのね。最後の瞬間、宗朗が踏み込んできたとき、思わず千は、剣姫マスターサムライの能力を使っていたかもしれない」
「それは……」
「そこまで千を追い込むなんて、おまえも……んんっ！　悪くない太た刀ち筋すじ、ということね。今日のところは、引き分けを認めてあげる」
「千姫さま……はい！」
　宗朗もまた、木刀をあらためて腰へと戻すと、蹲そん踞きよの姿勢で軽く一礼した。そうしておいて、
「ところで……引き分けの場合はどうなるんですか、その……」
　千姫が負ければ、宗朗がキス。宗朗が負ければ、千姫にキス。まるで選択肢のないように見えたこの勝負。それが、
「あ……」
「そうですね、引き分けの場合は……」
　つい半蔵も考え込んでしまうなか、
「じゃ、じゃあ、またこんど、ということ、ですよね？　そ、それじゃあ、ぼくは……！」
　もう一度礼をすると、クルッと背中を向ける宗朗、そのまま母おも屋やへと早足で歩み去る。
「あ！　待ちなさい宗朗！　引き分けなんて、そんなの想定外よ！　こんなことで……なにホッとしてるのよ！　待ちなさいってば！　もおおお！」
「御お姫ひいさま……」
　どうやら二度目のキスはまたもおあずけ。
　いちばんホッとしていたのは、半蔵かも知れない。
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「……いかがしたものかのぉ。う、うーむ」
　いっぽう、こちらは道場離れの幸村。
　腕うで組ぐみをし、頭を抱かかえ、あるいは髪かみを自分でくしゃくしゃにしながら、さっきから部屋の中を歩いている。六畳ほどの狭い部屋だから、もう一刻以上、何百周したかわからないほどだ。
「まだいろいろと研究途とち中ゆうじゃというのに……うぬぬ。それよりも喫きつ緊きんは、天草一派の動き。大坂城戦は辛しん勝しよう……というよりからくも逃れた、というものじゃろうし、あれで天草を破ったなどとはお世辞にも言えまいて。これから先、天草との戦いを見み据すえていかねばならぬというときに、軍資金が！　あ～、ぁぁぁぁあ！　わらわのバカバカバカ！　ぅぅぅううう!!」
　ばったりと倒れて手足をジタバタする幸村。
　主の振る舞まいに驚おどろいた佐さ助すけは、遠巻きに見ていたものの、手足バタバタがおさまると、
「ウキ！　ウキャ！」
　その背中に飛び乗ってくる。
「こ、こら！　離れぬか！　やめい！　髪を引っ張るでない！」
　イライラした幸村に、払はらいのけられてしまう。
「ゥキュゥゥ……」
　寂さびしそうに部屋の隅すみへ歩く佐助に、
「すまぬ。いまは少々忙いそがしいのじゃ。十兵衛と遊んでおれ。……ん、そういえば十兵衛は……」
　言い訳じみた幸村の言。それとタイミングを合わせるように、渡わたり廊ろう下かからドタドタと勢いよく足音が近づいてくる。それも複数だ。それはとりもなおさず、
「ゆっきー!!」
　十兵衛だった。兼続、又兵衛もいる。買い物組が戻ってきたのだ。
「なんじゃ、騒そう々ぞうしい！　わらわは大事な研究の途中で……」
「このお札、使えないよゆっきー！　お買い物に行ったら、お店の人が使えないって。だからアイス買えなかったよぉー！」
「どういうことですの？　すっかりばつの悪い思いをしましてよ。だいたいこんな札、ハナから怪あやしいと日ごろ思っていたのですわ。やはり安心なのは現金！　現金ですわ！」
　兼続も言い、又兵衛も小さく、コクコクとうなずいている。
　幸村はしかし、十兵衛の手から金色の札を乱暴に受け取ると、
「何を申しておる！　これは亜米利加の最大手信しん販ぱん会社の、金色札じゃぞ！　信用度も最高級じゃ。出かけるときは忘れずに、じゃ！　現金などなくとも、これ一枚で高級外車じゃろうと不動産じゃろうと……」
　そこまで言って、急に幸村の口が止まる。みるみる顔が青ざめ、また赤くなった。
「……そうか。さっきイヤな予感がしたのは……大事なことを忘れていたのはこのことじゃったのか」
「なんですの？　オデコチビは、顔を青くしたり赤くしたり、信号機ですの？　とにかく、その札が使えないのですから、現金をよこしなさい、ですわ。でないと今晩の夕食もないのですわよ。……と、わたくしは、わたくし専用のコテージで優ゆう雅がにディナーをいただくつもりですけれど」
　兼続も後半勢いがなくなったのは、けっきょくほぼ毎日、道場の食事を分けてもらっているからなのだった。
　柳生道場の世話にはならない、と宣言して自作の、自じし称ようコテージで暮らしているものの、米沢からの仕送りもなく、十兵衛や又兵衛がこっそり持ってきてくれる食事のお裾すそ分わけに頼たよっている、とは幸村の手前、言えない。
「……？」
　が、ここがチャンスのツッコミどころなのに、肝かん心じんの幸村がちっともツッコんでこない。どころか、脂あぶ汗らあせまで出始めている。
「もし？　オデコチビ……さん？」
　兼続までが心配してその顔を覗のぞき込もうとする。
「ゆっきー？」
　ここへきて幸村もとうとう、限界だった。
「……す、済まぬ。じつは……」
「……ぇえええええ!?」


「え、じゃあ、お金ないの？　ゆっきー」
「どういうことですの！　あの札が使えなくてもけっこうですわ。オデコチビの個人資産になぞ興味はありませんの。でも、現金か、学園発行チケットがなくては、夕食の買い物もできませんのよ！」
「幸村さま……」
　十兵衛と兼続が言いつのるなか、又兵衛が心配そうに見つめる。
「ぅ～……」
　幸村は小さくうなっていたが、いよいよと口を開こうとした。が、そのまえに、
「聞いたわよ！　どういうことなの、おチビちゃん！」
「幸村さん」
「幸村、だいじょうぶなのか」
　新たにやってきた千姫、半蔵、それに宗朗の三人で、離はなれは立りつ錐すいの余地もない満員状態になってしまう。
　ここへ来て、幸村もとうとう口を開いた。というよりも開き直った。
「ふむ。そうじゃ。もはや隠すまでもあるまい。おぬしらも例の、礼萬兄弟社のことは聞きき及およんでおろう」
「礼萬？」
「平誠の金きんゆ融うき恐よう慌こう一歩手前ですとか。幸い、列強七カ国蔵ぞう相しよう会議で対策が合意されたために、なんとか恐きよ慌うこうは回かい避ひできそうだ、とのことですが」
　半蔵が解説する。聞いていた千姫が、
「でも、それとこれと、どう関係あるのよ。世界的な金きん融ゆう不安と、おチビちゃんのお財さい布ふの不安が……あ、まさか」
「まさか？」
「そのまさか、のようですわね」
「あ」
　ついに気づいた。兼続や半蔵、又兵衛、宗朗が次々と気づく。
「兄弟で会社なの？」
　ひとりわかっていないのは、十兵衛と、
「ウキ？」
　佐助くらいだった。
「じゃあ、まさか礼萬ショックで、日ごろおチビちゃんが言っている莫ばく大だいな軍資金が？」
「う、うむ。雲うん散さん霧むし消よう、したと言ってよかろう。幸い、負ふ債さいを負うのはかろうじて避けられた。わらわの高度な金融テクニックの所作じゃな。おほん」
　見けん当とう違ちがいのところで胸を張る幸村。微びみ妙ような空気が流れるなか、
「でもおかしいですわね。そこのオデコチビの資産が溶とけたのは自じ業ごう自じ得とく、しかたないといえ、この道場の資産、とまでは言わないまでも、貯金や生活費くらい、あるはずじゃございませんの？」
「う」
　明らかに答えにつまる幸村。その代わりのように宗朗が、
「そういえば一カ月くらいまえに、十倍にしてやるからって幸村が道場の貯金を全部……もしかして、あれも入ってたのかな……」
　恐おそる恐る切り出す。幸村は、
「……否定はせぬ」
　ということは肯こう定てい。
「じゃあ、本当に一文無しですの？」
「うむ。そうとも言うのお」
「お金ないの？　ゆっきー」
「まあ、そういうことじゃの」
　……。
「冗じよ談うだんじゃないわよ！　なにやってんのよこのチビ助すけはぁ！」
　一拍ぱく置いて、猛然と食ってかかったのは千姫だった。幸村ののど元をぐいぐい締しめ上あげる。
「う、うぷぷ！」
「お、御姫さま、冷静に！」
「これが冷静でいられるかっていうのよ！　お金がないって、どういうことよ！　ご飯も食べられないってどういうこと？　千たちに餓が死ししろっていうの？」
　ガクガクと揺ゆすられて目を回す幸村。
「じゃ、じゃから、ご飯がなければ、代わりの物を……」
「ぁ、そうね。ご飯がなければ、お菓か子しを食べればいいのよね……って、どこの仏ふ蘭らん西す王おう妃ひよー！」
　いちおう、ボケに対して正確なツッコミは心得ているようだ。
「ま、まあ千姫さま！　幸村も悪気でやったわけじゃないんだ。それに、道場の通帳を預けたのはこのぼくだし。でも！　今月はしかたないとして、来月になればいちおう道場の運営費が生徒会から……」
　そこまで言って、気づく。
「運営費なんて、出るんですの？　いちおうわたくしたち、生徒会を敵に回してるんですのよ」
「……そうだった」
「申し上げにくいのですが、元風紀委員長のコネクションを使って調べたところ、すでに生徒会予算から柳生道場の運営費は正式に削けずられた、とのことです。つまり、来月以降、もうお金はもらえません」
　半蔵が言う。心苦しそうに眼鏡めがねに手を当てるのは、すでに離り脱だつしているとはいえいちおうは元生徒会執しつ行こう部ぶの一員だったから、だろう。
「しかたないわね。だったら千がなんとかしてあげるわよ」
　ようやく幸村を離した千姫が、立ち上がろうとする。が、それも半蔵が制した。
「御姫さま、残念ながら……」
「なによ。千が自分のお小こ遣づかいを出だしてあげる。七人と一匹ぴきが三度のご飯を食べるくらい、それでなんとでも……」
「いえ、じつは……申し上げにくいのですが、千姫さまも生徒会を離脱したことで、副会長の職を辞しています。そのため毎月のお小遣い……もとい副会長機密費などが削さく減げんされて、つまり……」
「じゃあ、もう自由になるお金はないというの？」
「はい」
「少しも？　ほら、いままでの分が少しは残って……」
「いえ、御姫さまはいつも、残るどころか足りないくらいで……わたしの個人的な支給分で補ほ填てんしていたくらいなので……」
　恐きよう縮しゆくする半蔵。しかし学園から支給される自分の生活費まで密ひそかに差し出していた、というのは泣かせる。
「で、でも！　それなら、すべての学生に支給される生活費があるじゃない。何人か分を合わせれば……」
　だがそれにも半蔵が首を振る。
「いまや、反生徒会派と目されているせいで、この道場はもとより、わたしや宗朗くん、御姫さまの生活費も支給をストップされています」
　当然といえば当然かもしれない。
「そ、そうなんだ」
　宗朗も言いながら、消しよ沈うちんするのは否いなめない。
「お兄ちゃん？　ゆっきー？　千姫さん？　……平気だよぉ、十兵衛がいるの！　ぐっちゃんもいるよ。ぐっちゃん、いつも雑草とか煮にて食べてるんだから、平気だよね？」
「なんですの、そのムチャ振り！　わたくしはそんなもの、食してなどいませんわ！　……それは、少しは、食べてますけれど、それも、春の七草とか、ちゃんと食べられるものだけですわ！」
「ほら！　食べてるー！　ね、雑草だったら土手にいっぱい生えてるし、だいじょうぶなの！」
「ちょ！　毎日雑草ですの？　それはわたくしでも勘かん弁べん願いますわ！」
「だいたい千が雑草なんて食べられるわけないじゃない！　バカ！」
「バカとはなんですの！　あれはなかなか食べるのに工く夫ふうが要いりますのよ。灰あ汁く抜ぬきしたり、初めての雑草をあれこれ試し行こう錯さく誤ごしてようやくそこそこ美お味いしく食べられるようになったときの感激といったら！　バカではできませんことよ」
「……七草以外の雑草も召めし上がってるみたいですね」
「そ、それは……！　試食ですわ！　まだメインでは……」
　ふぅ……。誰だれともなくため息が漏もれて、場をなんとも言えない消沈とあきらめが支配しかけていたとき、だ。
　だがそれまで黙だまって聞いていた幸村が、むくっと顔を上げた。
「そこで、じゃ！　わらわとてただ転んだままでおるわけではない」
「ゆっきー？」
「何か策があるのですか」
「もう雑草は願い下げよ。川で魚を釣つるなんてのもやめてよね」
「愚おろか者もの、そんなことではないわ。もっと本格的なビジネスじゃ」
「ビジネス……？」
　嫌いやな予感にいまから顔が引きつる宗朗。幸村は得意そうに続ける。
「そうじゃ。ビジネスとは需じゆ要ようと供給の邂かい逅こう点から生まれるのじゃ。となれば、この道場には……んん！　わらわを筆頭に、まあそこそこ見み栄ばえのいい女子がそろっておるしの。どうせ無む駄だに乳を膨ふくらませておるのじゃ。ここが使いどきというものじゃぞ」
「なんだか黙って聞いてるとイラッと来るのはなんなのかしら。でもまあいいわ。いまはおチビちゃんのビジネスプランとやらを聞かせてもらおうじゃない。で、けっきょくなんだって言うの？」
　焦じれたように千姫が言う。
「うむ。それはじゃな……」
「……ぇぇぇえええ!?」
　一瞬の間ののち、伝統ある柳生道場にピンク色の悲鳴が響ひびいた。
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「こ、これで、いいのでしょうか」
「やっほー、ゆっきー！　十兵衛は用意できたの！」
「幸村さま……」
「う、うむ。これで、よいはずじゃが……」
　そして数日後の今日。
　いちおうの準備を整え、今まさに開店しようとしているそれは、柳生道場を本当に薄うすピンク色に染め上げていた。
『メイド喫きつ茶さ、だってぇええ!?』
　幸村の案を初めて聞いたときの宗朗の反応だった。続けて、
『ダメ！　ぜったいダメ！』
『ならばどうせよというのじゃ！　城を枕まくらに討うち死じにならともかく、わらわたちがここで全員餓死してもいいとでも？』
『そ、それは……ぼくが、バイトするよ！　そうだ、ぼくが働けば』
『それで、いくらになるのじゃ。いくら稼かせげるか、と聞いておる』
『ええ、と……』
『男子の場合、時給五百チケットが学園の相場ですから……一日五時間、三十日働いたとしても、七万五千チケットですね。それではこの道場を維い持じするのもかつかつ、かと……』
　半蔵が素す早ばやく計算する。
『授業のない日曜は、もっと働けるよ。それに、みんなだって』
『愚か者。「将」たるもの、バイトにかまけて勉学がおろそかになってどうするのじゃ。それに、バイトバイトで道場にいるヒマもない、では、いざ天草一味が襲おそってきたときに、いかがする！』
『そ、それは……』
『わらわたちとて同じじゃ。ゆえにもっとも効率よく、なおかつわれら剣けん姫きがひとつとなって働く、そういう職場を作らねばならぬ。それが……』
「メイド喫茶……だっていうのか？　なんだかすごーく、騙だまされてる気がする！」
　宗朗は頭を抱えるが後の祭り。
　すでに電脳網もうをはじめ、チラシ配りやポスター貼はりなど、事前の広報宣伝活動によって告知もじゅうぶん。
　道場の前にはすでに、開場時間を待つ学生たちの長ちよ蛇うだの列ができていた。
「おい、まだかー！　早く開けろぃ！」
「この千姫って、ほんとにあの元副会長の千姫さまなのか!?」
「いやいや、やっぱり十兵衛ちゃんだろ、ＪＫ！」
「なにげにこの又兵衛さんが！」
　すっかり前評判でヒートアップしていたのだから、もはや宗朗にも止められない。
（いまさら開店を取りやめたりしたら、暴動が起こりそうだし……でも、これは、この現状は……！）
　その現状、とは。
「ちょっと、宗朗、ぼーっとしているならエプロンの紐ひも、結んでちょうだい！」
　クルッ、と背を向ける千姫。その姿は、黒と白のまごうかたなきメイドドレスだ。
　大きく開いた胸むなもと。ふっくら膨らんだ肩かたとフレアーの超ちようミニスカート。
　いずれも袖そでや裾すそにはたっぷり白のフリルが奢おごられている。スカート下のパニエと合わせて、フワフワのバニラクリームのようだ。白のオーバーニーソックスとストラップ付きのエナメルシューズが足元を引き立てる。
「これでいいのかなー」
　カチューシャ型のヘッドドレスを頭に付けた十兵衛が言う。
「それじゃ赤あか頭ず巾きんちゃんですわ！　耳の後ろに、こう、ですわ」
　カチューシャのサイドを耳の前へ出していては、兼続の言うとおり頭巾を被かぶったようになってしまう。
「そっか。ありがと！　ぐつぐつ！」
　なんだかんだと面めん倒どう見みのいい兼続である。
　かたや更こう衣い室しつでは、
「又兵衛さん、ドレスの下は、ふつうのショーツを穿はいていただかないと」
　今日のメイドドレスや小物一式を手配した半蔵が、又兵衛の着き替がえを見て言いにくそうに苦言を呈ていす。
「でも……持っていない」
　そう言って又兵衛が自分からスカートを持ち上げると、気の遠くなるようなフリルのパニエの向こうに、いつもの下帯が。
　ふだんから制服のボトムは下帯だけ、の又兵衛だから、こんなふうにデコレートされたコスチュームを着るのも初めて。ましてふつうの下着の用意などあるわけがない。
　半蔵はちょっと考えたあげく、頬ほおを染めて、
「わかりました。今日はわたしの下着を……あ、もちろんまだ使っていないものですけれど、それをお貸ししますので、穿いてください。……これ、です」
　そして差し出されるショーツは、淡あわいターコイズブルーのボーダー柄がら。
「……でも、キュンキュンするから」
　やはり頬を染めて辞退する又兵衛。
「え、じゃあ、メイドコスチュームで、下帯……」
　メイドコスチュームの下着が下帯、つまりは褌ふんどし。これは前ぜん代だい未み聞もん……かなりマニアックな組み合わせと言えるかもしれない。
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　半蔵もそれに気づいたのか、急に頬を染めてかけていたメガネを直す。咳せき払ばらいをひとつすると、
「わ、わかりました。でも、決して下帯が、その、バレないようにしてくださいね」
　念を押おす。
「……はい」


「これで準備完かん了りよう、なのか」
　宗朗が見回すその光景。居並んだ十兵衛、兼続、千姫、半蔵、それに又兵衛はいずれもメイドドレスにきっちりと身を包つつんでいる。
　ふだんはいずれ劣おとらぬ宗朗の剣姫マスターサムライたちだ。鋭するどい切れ味を持つ刃はが、いまは、甘あまいスイーツになった、そんな華はなやかさと香かぐわしさ。
「な、なに見てるのよ！　あんな非常事態でもなければこんなかっこう、しないんだからね！　……もっと、見なさいよ！」
　とは千姫。
　見られたいのか見られたくないのか。
「御姫さま、とってもきれいです。かわいいです。キュートです。可か憐れんで……ぁぁあ！」
　さっきから見とれているのは半蔵のほうだ。
　ふだんからメイドスタイルなので、このメイドコスチュームもいちばんそつがない。ただし、いつもよりずっとスカート丈たけが短いのには赤面していた。
「まあ、こんなものですわね。メイドコスも、着てみればなんということはありませんわ。なんでも着こなしてしまうわたくしの才能が、怖こわいですわぁ！」
　兼続は身長こそ他の四人に較くらべて低いが、どうしてロリータファッションふうに似合っている。そして、
「わーい！　ね、お兄ちゃん、似合う？　すっごくかわいいお洋服着られて十兵衛、うれしいよ！　ゆっきーがお金なくなって、よかったの！」
　とは十兵衛。
「ウキュッ！」
　その肩に乗る佐助も、首にカラーとボウタイをしてどことなく得意顔だ。
「う、うん。みんなすごく似合ってるんじゃないかな、その……かわいい、と思う……んだけど」
　なぜかそれだけを言う間にも顔を真っ赤にしている宗朗。
「なによ、はっきり言いなさいよ。千のこと……かわい……」
「十兵衛もかわいい？　ね、お兄ちゃん、かわいい？」
　十兵衛の声にたちまちかき消される千姫の言葉。
「この……どきなさいよ。宗朗、見るならこの千を……」
「御姫さま……」
「……股またがキュンとします」
「そんなことよりこの兼続を、もっと視線で愛めでてもいいんですのよ」
「わ、ちょ、ちょっと、みんな……あれ、誰か忘れてるような」
　ここで宗朗も気づいた。そしてそれに呼号するように、奥おくの襖ふすまが開く。
「……誰を忘れておるというのじゃ！」
「幸村！」
　そこに姿を現したのはもちろん幸村。それもメイドドレス姿に身を包んでいる。そこまではみんなと同じ、なのだが。
「ゆっきー！　わぁーい、ゆっきーもおそろいだよ！　おそろいの……あれ、なんだかちょっと、変、かも」
　十兵衛でなくとも、その違い和わ感かんには気づく。全員の視線が幸村の、ある部分に集まる。
「な、なんじゃ！　どこを見ておる！　見るでない！」
　頬を染めてかき合わせる胸もと。その胸もとが、
「変ですわ。どうしてそんなに膨らんでおりますの……ぶっ!?」
　けげんな顔を近づける兼続に、幸村がいきなりグーパンチを見み舞まったのだ。あやうくかわす兼続。
「な、なにをすっだァ！　……と、なにをなさいますの！」
「やかましいわ！　みなも見るでない……いや、何を隠かくすことがある。これしき……！」
　改めて幸村が胸を張る。その胸……ふっくらと、いい形に膨らんでいるのだが……。
「ゆっきー、変なものでも食べたの？」
「なぜじゃ！　わらわの胸は自然に、じゃな……ふむ、このところ、成長期であるうえ、ふだんから乳製品を多く摂せつ取しゆしておるゆえ……」
　ペコ……。
　自じ慢まんげに説明する幸村の胸を、十兵衛が指で突ついたのだ。じつに不自然に凹くぼむうえ、もとに戻もどらない。
「ね！」
　ニコッ、と笑う十兵衛。ここは笑えない回りの面々。
「幸村さま……」
　又兵衛が気き遣づかうなか、
「こ、これは……違……だから見るなと！　こ、この、愚か者めらぁあああ！」
　道場に幸村の叫さけびが木こ霊だました。


「……だから、わらわがコスチュームを選べばよかったのじゃ。このように胸もとが開いたメイド服では、なにか物足りない気がしてくるではないか。それゆえ、ちょっと……戯たわむれじゃ！　戯れに、みんなを驚かそうとしてみただけじゃ。いわばサプライズじゃ！　わらわの思ったとおり、楽しめたじゃろう。はは！　ははははは……ふぅ……」
　ひとしきり幸村の言い訳が終わり、すっかりその胸もなだらかな平常モードに戻っていた。ちなみに取り出されたのは、
「んぐ……おいしいよ、ゆっきー！　このパン！」
「あんパンを胸に入れるなんて、おチビちゃんもベタなことするわね。ま、気持ちはわかるし、それ以上は言わないけど」
　いまは十兵衛がすっかり平らげてしまった二個のあんぱんだった。
「まったく、どうしたらわずか一日でＣカップ並に胸が膨らむというのですの？　それこそ秘術ですわ」
「まあ、いいじゃないか。それより……」
　宗朗が気にする。半蔵が言った。
「ええ。すでに開店時間を回っています。お客様から苦情が出始めていますので……」
「なら、いいわよね。開店よ！」
　千姫が宣言する。
「メイドカフェ・トゥルーシャドー（真しん陰かげ）、グランドオープンよ！」
「……そのネーミング、なんとかならないですか……って、うぁあ！」
　だがもはや宗朗が苦言を呈する余よ裕ゆうはなかった。開け放たれた櫓やぐら門からは、並んでいた客の学生たちが大量になだれこんできたからだ。
「お、お、お帰りなさいませ……」
「ご主人さま～！」
　十兵衛が笑え顔がおとともに声を上げる。
「だいじょうぶ、なのか、これ……」
　メイド喫茶の初日はこうしてスタートした、のだった。


「おかえりなさいませ、ご主人さま。ご注文はいかがなさいますか？」
　半蔵がそつなくオーダーをとっていく。出で迎むかえ、席への誘ゆう導どう、オーダー、配はい膳ぜん、片づけ、見送り、ともに完かん璧ぺきで、メイドくノ一として千姫に仕えているのは伊だ達てではないと思わせる。
　当の千姫はといえば、
「よく帰って来たわね。こっちよ、来なさい。そこ、早く座すわりなさい。で、なにを注文するの？　え？　ロイヤルミルクティーにブレンドコーヒー、オレンジジュースにアイスココア？　バラバラじゃない！　注文はひとつになさい！　四人とも、コーヒーでいいわね！　なにか不満が？　そう、ないわよね。いいわ、待ってなさい。千が直々に運んであげるんだから、感謝なさいよね！」
　まったくメイドとして客につくすという姿勢がゼロ。本来はメイド失格なのだが、
「うぁ、千姫さま、間近に見られるなんて！」
「千姫さまが手ずから運んでくださったコーヒーだぁ！　もったいなやもったいなや！」
「千姫さまのメイド姿……眼福、眼福なり！」
「我わが生しよ涯うがいに悔くいなし！　がく……！」
　そのツンケンぶりに異常な人気が盛り上がってしまう。かと思うと、
「お兄ちゃんたち、おかえりなさいなの！　コーヒーにミルク入れるの？　ぁ～！　ごめんなさい、ミルクこぼしちゃった！　拭ふいてあげるね。……あれ？　そっちのお兄ちゃんも？　えー、待って待って、いま拭いてあげ……え、向こうのお兄ちゃんもぉ？」
　ふだんの粗そ忽こつがドジっ子属性になって人気の十兵衛。
　率そつ先せんして自分の服や顔にミルクをこぼす客の生徒が続出したという。
「ご注文は以上でよろしくて？　では繰くり返かえしますわよ。……以上ですわね。少々お待ちくださいませ、ご主人さま！」
　意外や、はつらつとメイドウェイトレスをこなしている兼続。コスチュームも気に入って、仕事が楽しいらしい。元来、やり始めるとついがんばってしまうという性せい質しつもあって、評判も上々だ。
「……お待たせ、いたしました……。以上、でご注文の品は……そろいましたで、しょうか」
　かたや、寡か黙もくな又兵衛のかたことの接待も不思議なほど好評。
「背が高くてモデルみたいなんですけど、プロポーションいいなぁー」
「恥はずかしそうな姿がまた萌もえ！」
「オレ、今日から豊臣派になるし！」
　などなど、あきらかに間ま違ちがった方向にまで人気が高まる始末。
　では、肝かん心じんの幸村は。
「う～、注文はなんじゃ。早く決めよ。あとがつかえておろう。こ、こら！　どこを見ておるのじゃ！　わらわのおでこばかり見るでないわ！　なに、コーヒーじゃと？　もっと高いものを頼たのまんか、愚か者！」
　どうにも調子が上がらず。
「あ、子どもだ」
「子どもメイドさんだな。お嬢じようちゃん、初等部はお江え戸どの校舎だよ」
「すごい、真っ平ら……。逆に新しん鮮せんではある、か……」
　評判は……微妙であった。
「わ、わらわは小学生ではないわ！　飛び級で高等部にも入っておる、れっきとした高校生じゃ！　ふんっ！　おまえたちも乳がよいのか。乳さえあれば誰でもよいのであろう。まったく節操がないにもほどがある。見下げ果てたヤツばらじゃ！」
　あげく、客にケンカを売る始末。そのうえ、
「きゃぁああっ!!」
　ガシャァアアアン！　大きなクラッシュ音にメイドたちも客も振ふり向むけば、そこにはトレーとともに倒たおれ伏ふした幸村が。
「だいじょうぶ？　ゆっきー」
　心配そうに助け起こそうとする十兵衛の手を払はらって、
「ぅぅぅ……だ、だいたいわらわは、頭脳労働担当なのじゃ。ふだんから携けい帯たい電脳くらいしか持ったことがないというに！」
　得物の大鉄扇×２のことはこういうとき都合良く忘れるらしい。
「わらわはそもそも研究の途とち中ゆうじゃったわ。来る天草一派との戦いに備えるためにも、こんなところでメイドごっこなどしておる場合ではなかったのじゃ。ふんっ！　メイド喫茶遊びは、おぬしらに任せる」
「でも、ゆっきーが」
「自慢の乳で客にサービスするとよいぞ！」
　捨てゼリフのように言うと、ひとり、奥へ引っ込んでしまう。そのままいつもの離れへ戻ると、ピシャ！　襖をすべて閉じてこもってしまった。
「あ、ゆっきー！」
「なによ。おチビちゃんのせいで千たちがこんなことしてるんじゃない」
「まったく、こらえ性しようがございませんわね。これだからお子様は困りますわ」
　あきれ顔の千姫や兼続に混じって、
「え、幸村が、部屋へ戻っちゃったのか」
　厨ちゆ房うぼうで忙ぼう殺さつされていた宗朗までが出てくる。
「幸村さま……」
　後を追いたい又兵衛だったが、
「すいませーん！　こっち、コーヒーおかわりで！」
「さっきから注文、お願いしてるんだけど」
「お水ください、水ー！」
　フロアの忙いそがしさは、それを許してくれない。
「は、はい、ただいま！　みなさん、仕事に戻ってください。幸村さんのことはお店がひけてからいくらでも」
　半蔵の言葉に、残った全員がうなずく。
「よぉーし、十兵衛がんばるの！」
「こういうことは初日が肝心ですの。いかにお客さまに心証よく、リピーターを獲かく得とくできるかが勝負ですわ」
「そうね。おチビちゃんにはあとでうんと文句を言ってやるわ。いまは、やるしかないんだから！　ほら、そこの四人、飲み終わったらとっとと席を立ちなさい。ウェイティングがまだまだ百人近くいるのよ。お代わりは倍額なんだから、ね！」
「お、御お姫ひいさま、それは……」
「……メイド喫茶って、いいかも……い、いや、よくない！　早くいつもの道場に戻さないと……それにはここでがんばるしか……ええい！　いらっしゃ……じゃない、お帰りなさいませ！」
　宗朗ももはや迷いを捨てるしかないようだ。
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「まったくなんじゃ！　バカにしおって！　どいつもこいつも男子というのは乳ばかりじゃ。そんなに乳がよければ、乳になってしまえ、じゃ！」
　乱暴なことを言いながら幸村がストンと腰こしを落とす。そのまま倒れるように畳たたみの上に横になった。
　頭につけたヘッドドレスが畳とこすれて、
「なんじゃ、こんなもの！」
　乱暴にむしり取ろうと頭に手をやる。が、ヘッドドレスのフリルがやわらかく手に触ふれてきて、思いとどまった。
　ヘッドドレスを何度かなでると、また手を畳の上へ投げ出す。
「……わらわとて、このようにかわいらしいかっこうをしておるのじゃぞ。かわいい、かわいらしい……かわいい、じゃろうか……」
　ムクッ、と急に起き上がる。部屋の隅すみに置かれている鏡台の前へと歩くと、鏡に自分の姿を映してみる。
「かわいい……ものかの。西洋女中の衣装というものは。わらわには、似合っておるじゃろうか」
　さっき触れたおかげでズレたヘッドドレスを直す。その手で自分の頬をなで、肩へ、胸へとなで下ろす。
　大きく開いて剥むき出しになった首回りと胸もと。十兵衛や千姫たちなら、たっぷり盛り上がったバストがはみ出しそうで、深い谷間が刻まれるところだ。
「……ぅ」
　なにもない。見事なまでになにもなく、胸に置いた手がつかもうとしても生き地じしかつかめない。いや、つまめない。
「あの兼続めでさえ生意気にも、こう盛りあがっておるというに。いったいわらわの胸はどうなっておるのじゃ。立派に成長期じゃというに、ちっとも膨らんで来ぬとは、いいかげん怠たい慢まんであろう。敵ならば、わらわの大鉄扇の露つゆと消えておるところじゃ」
　自分の胸の成長を敵視するとは、そうとうだ。
「ふぅ……もう胸はよい。これで胸だけ膨らんでいても変じゃろう。全体じゃ、全体。全体に……」
　なだらか、ストン、ぺたん……。胸から全体に評価の範はん囲いを広げてみても、そこに当てはまる形容の擬ぎ音おんは変わらないようだ。
「頭にばかり栄養が行っておるのか。やはりいちばん使うところに栄養が偏かたよるのかのお。もう少しこう、全体にふっくらと……い、いや、十兵衛やあの千のような出っ張りすぎは願い下げじゃ！　じゃが、もう少し……」
　胸とほとんど高低差のないウエスト。心なしかぽっこりとお腹なかが出ているのは別に幸村が太っているからではない。
　幼児体型。
　くびれ、やメリハリとは対極にある、きょくたんなところ、キューピー人形のそれに近い子ども体型だ。
　幸村の手が、ウエストから下へ、スカートの裾に触れる。たっぷりのパニエで盛り上げられ、裾はフレアーに広がっている。
　その裾をつまむと、持ち上げる。シックな黒のスカートがまくりあげられるとそこは、繊せん細さいなレースと幾いく重えにも重なったパニエのフリルの海だ。
「かわいい、かの……」
　付け根まで露あらわになった両りよう脚きやく。膝ひざの上まで白のニーソックスに包まれている。
　いまは黒のエナメル靴ぐつはない。が、みずみずしい魅みり力よくは伝わる。みずみずしい……棒のような、脚あしの……。
「かわいい……そう思ってくれるのかの。あの、バカは……。バカ、宗朗……」
　ポッ、と頬が染まり、胸の奥がキュゥンと疼うずく。スカートの裾を押さえた手を、ギュッと握にぎりしめる。
「愚おろか者ものが……それはわらわのこと、かもしれん……」
　いつのまにか手の平に爪つめが食い込むほどに握りしめていた。気づいて手を離はなす。ファサ……、スカートの裾が降りる。
「……やめ！　やめじゃ！　わらわにはやはり似合わぬ。悪いが、メイドカフェのほうは十兵衛や千たちに任せて、わらわはわらわの得意分野をすべきじゃったのじゃ。来るべき天草との戦いに備えて、の。それがわらわのすべきこと……」
　そこまで言うと、幸村はメイドコスチュームを一気に脱ぬぎ捨すてる。いつものスク水ふうスーツの上に羽織を羽織った。烏え帽ぼ子しをかぶる。
「うむ。やはりこのほうがよい。なんだか頭が冴さえてきたようじゃ。ならばさっそく……」
　休む間もなく、机きじ上よう式電脳の電源を入れる。浮うかび上あがってきた画面を注視し、鍵けん盤ばんを指で叩たたいて入力していく。
「……天草一派の妖よう術じゆつのうち、いままでにわかっているのは式神の技わざじゃ。最初に兼続の身に仕込まれた蛸たこ型の式神しかり、十兵衛や千たちを襲った粘ねん土ど、ゼリー状のものしかり。いずれもおそらくはもとの生物、元素に命を与あたえる、その命を変質、活性化させる術式と見た。そしてそれは……」
　幸村は手元の筆入れを開けると、袱ふく紗さに包まれた呪符を取りだした。折りたたんだ和紙に、墨ぼく書しよも鮮あざやかな梵ぼん字じが書かれている。また、篆てん書しよを崩くずしたような、いくつかの図形も描えがかれていた。
「形はおそらくこれでよいはず。しかし何かが足りぬ。何か……人体実験をしてみるわけにもいかぬし、はて、いかに確かめる、か」
　電脳の画面にも、いくつかの梵字が浮かび上がっては、曼まん荼だ羅らを形成していく。
「六ろく道どう輪りん廻ね……金こん剛ごう界、胎たい蔵ぞう界……、いずれのマントラで発動するかじゃ。ううむ。方向性はこちらで合っておるはず。あとは……」
　画面にさらに手を加えようと、鼠ねずみ式画面指示装置を動かす。そのときだった。
　渡わたり廊ろう下か側の襖を叩く音がした。
「なんじゃ、わらわはいま忙しい！　用向きなら……」
「ぼくだよ幸村、入っていいか」
　宗朗の声だった。幸村は驚おどろきとともにあわてて画面を閉じようとする。が、そのまえに襖が開いた。
「お、愚か者！　勝手に開けるでない！　わらわはいま研究の最中で……」
「なんだ、もう着き替がえちゃったのか。メイドさんのコスチューム、あれ、かわいかったのに。十兵衛たちが心配してたよ。急に部屋へ引っ込んじゃうから」
　なにげなく漏もらした宗朗のひとこと。が、幸村はとたん、極限まで真っ赤になる。
「な、な、なんじゃ、と。いまなんと申して……」
「え？　もう着替えたのか、って」
「その後じゃ！　その後！　いま一度、申してみい！」
「その後？　十兵衛たちが心配して……」
「その前じゃ！　その前！」
「前？　えっと……なんだっけ」
「愚か者ぉぉおお!!　肝心のところをなぜ忘れるのじゃ！　この愚か者、甲か斐いし性ようなし！　バカ宗朗！」
「な、なんだよ。そんなに言わなくてもいいじゃないか」
「人として最底辺じゃ！　アメーバ以下の原生生物じゃ！」
「原生……。あ、いや、とにかくさ、大だい丈じよ夫うぶなのか。その、みんなちょっと言いすぎたんじゃないかって、気にしてるんだ」
「そうじゃ！　だいたいがおぬしたちが……いや……」
　これは幸村も気づいていた。
　天然の十兵衛などは別として、天敵の千姫や兼続と言い合うのは日にち常じよ茶うさ飯はん事じ。むしろツッコまれなければ拍ひよ子うし抜ぬけするというもの。
「わかっておる。言いすぎたのはわらわのほうじゃ。そのことは……あやまる」
「そっか。よかった」
　幸村が言うと、宗朗は笑ってその頭をなでた。
「こ、こら！　なにをする。子ども扱あつかいするでないわ！」
「あ、ごめん。その、素す直なおな幸村を見てると、なんだかかわいくて、つい、さ」
「な、な、なに!?　いままた、なんと！」
「え？　いや、最近わりと素直じゃないか。まえは絶対にあやまったりしなかったのに」
「違ちがう！　その後を……ええい、もうよいわ！　……ときに、どうなのじゃ。その……おぬしもやはり、こう、すらー、と背が高くて胸が大きい女がよいのか」
　憮ぶ然ぜんとして顔を赤らめながら、幸村が問う。その視線はわざと宗朗の顔を避さけていた。
「なんだい、急に……んー、まあ、そうだなあ、確かに、そういうスタイルのいい女子は、ステキだと思うよ」
「……やはり、そうなのか。おぬしも、やはり……」
　ここは猛もう烈れつな反発が、と思いきや、早くも消しよ沈うちんしている幸村。膝の上に置いた拳こぶしを、キュッと握りしめる。
　が、宗朗は続けて、
「でも、それは外見じゃないか。どこまでも外見だけに惹ひかれるなら、お互たがいを深く知る必要なんてない。相手の内面を知りたいって思うから、人は人に惹かれるし、長くつきあえるんじゃないかな」
　言う言葉に、幸村はハッとして顔を上げる。
「そう、なのか。では、胸の大きさや背せ丈たけは関係ないのじゃな」
　宗朗がうなずく。
「それに、そういう女のコは、いっぱいいるじゃないか、ここには。胸の大きさで選ぶなら、もうとっくに答えが出ていてもおかしくない、だろ？」
「そうか。そう、じゃな！　そうじゃ。なにごとも割合、バランスじゃ。この道場では、わらわのように少々……控ひかえ目めなほうがずっと希少価値じゃ。貴重なのじゃな！　うむ。なかなかよいことを言うではないか。少しは見直し……」
　ポンポン、となでるように頭を叩かれた。
「な、ん……」
「うん。頼むよ」
「なにが、じゃ」
「だって、いまも対天草の研究、対策を考えていてくれたんだろう？」
「う、うむ。そうじゃが」
「いま、それを頼めるのは幸村しかいない。ぼくたちもつねに考えてる。委員長は情報を集めてるし、千姫さまや兼続だって、又兵衛さんだって片時も天草のことが頭から離れることはないはずだ。でもいま、天草対策を頼めるのは幸村しかいない」
　いつしか宗朗の顔が真しん剣けん味みを帯びていた。幸村を見つめる目。
「それは、そう、じゃが……よいのか。こたびのことは、わらわが金きん融ゆう市場で失敗してのこと。いわばわらわのしでかした失敗の後始末じゃ。なのにみんなを働かせて、わらわだけがここで研究など……」
「幸村は遊んでいるわけじゃないだろう？　むしろ、誰だれよりずっと、働いていると思う。それはいままでだって、だよ」
「おぬし、わらわのことをそのように……」
「うん。道場の運営費やぼくらの生活費のことだって、生徒会に打ち切られたのは幸村のせいじゃない。むしろこれまで、お金のことまで幸村まかせにしていたぼくが悪かったんだ」
「じゃが、あずかっていた道場の運営費を、わらわはすべて……」
「それも、ぼくが決めたことだ。ぼくの責任だよ」
「宗朗……」
　幸村の頬ほおがポッと赤らむ。瞳ひとみが潤うるんで、宗朗を見上げる。ハッ、と気づいたように目を逸そらし、
「と、ときに宗朗。おぬし……もう、誰かひとりを選んだのか。この道場の、剣姫マスターサムライたちの中、から……」
「選ぶ、ひとりを？　どうしてなんだ？」
　これには宗朗のほうが面食らう。幸村はやや置いて、
「うむ。じつはわらわの研究によると、じゃな……『将』と契ちぎったサムライ、つまり『剣姫マスターサムライ』をさらに超こえる者がおる。いや、過去に存在したとしか思えぬ証しよ拠うこが見つかってな。まだ誰にも申してはおらぬが、それはどうやら、『将』とただひとり契った『剣姫マスターサムライ』のみがなれるようなのじゃ」
「『剣姫マスターサムライ』のさらに上がある、っていうのか」
「うむ。サムライは『将』と契けい約やくすることで『剣姫マスターサムライ』となる。なりうる。『将』は幾いく人にんものサムライと契約することができ、幾人もの『剣姫マスターサムライ』を持つことができる。理論上は、無限じゃ」
　誰とでも、というわけではない。だがサムライ少女と契約することに数の制限はない。契約するだけ「剣姫マスターサムライ」は増え続ける。
「無限に、『剣姫マスターサムライ』を……」
「じゃが、複数を持つことのできる『剣姫マスターサムライ』と異なり、ただひとり『将』に選ばれた者が……」
「それは……」
「『剣けん妃ひ＝サムライブライド』と、便べん宜ぎ上名付けておる。い、いちおう、ひとり、というところがそれらしいでな」
　妃きさき、という言葉にドギマギするのか、顔を赤らめながら幸村がチラッ、と宗朗をうかがう。
「『剣妃サムライブライド』……」
　だが宗朗は、新たな事実に気を取られて気がつかないようだ。幸村に向き直る。一いつ瞬しゆん、逃にげるように目を逸らす幸村の肩をつかむ。
「ほんとうなのか？　そんなこと、初めて聞いたよ。それに、ひとりって……それが本当だとしたら、いつわかったんだ。どうしていまそんなことを……」
「それは……」
　幸村は躊ちゆ躇うちよしたあげく、口を開く。
「……まだ確信のないことゆえ……といって試ためしてみることもできぬ。それに……このことがもし皆みなに知れたら、おぬしの奪うばい合あいにならぬとも限らぬ。わ、わらわは、そのようなことには、興味はない、がの……。つ、つまりじゃ、それゆえ、まずおぬしの耳にだけ入れようと……」
　チラッ、と宗朗を見る。が、観念したように、
「わ、わかった。それはそれで本心じゃが……、わらわだけが知っていれば……ほかの皆に知られぬほうが、その……有利、であるからで……すまぬ」
　ペコ、と小さく頭を下げる。頬は膨ふくらんでいて、少々不満げだが、それでも頭を下げる素直さ。御ご前ぜん試合からの戦いの結果、幸村が変わったいちばんの点だった。
「いいよ。いずれ言うつもりだったんだろう、幸村は。最初にぼくに教えてくれて、ありがとう」
「宗、朗……」
　宗朗が笑う。幸村は胸の奥がドキドキ、ズキズキするようで、つい顔をうつむけた。
「それにしても、『剣姫マスターサムライ』よりも強いサムライがあるなんて。それも、『将』ひとりにただひとりだなんて……。あ、でも、どうやったら、その『剣妃サムライブライド』になれるんだ？　ぼくがすでに契約している『剣姫マスターサムライ』と、さらに契約するということだよね？　その方法っていうのは……」
　宗朗が言うと、幸村はあわてたように首を振った。またも真っ赤に、頬だけでなく顔中を染めている。
「そ、それは！　まだ、研究中で……」
「そうなのか。でも、幸村のことだから仮説くらいにはたどり着いているんだろう？」
「それは、そうなのじゃが……ま、まだ……」
　言うほどに、顔どころか身から体だじ中ゆうまで桜色に染まっていく。なんだか肌はだから湯気まで出ているふうでもある。
「どうしたんだ。だいじょうぶか、幸村。熱でも……」
　つい宗朗が、その額に手を触れようとする。その手をピシャ、とはね除のける幸村。
「さ、さわるでない！　い、いや……いま、おぬしにさわられると、つまり……」
「つまり……？」
「こういうことじゃ！　おぬしは、キスなどという破は廉れん恥ちな方法で契る『将』じゃからな。それより濃こい契りといえば……ええい、わらわに言わせるでないわ！」
　そこまで言うと、こんどこそプッ、と赤い頬を膨らませて、横を向いてしまう幸村。
「キスより濃い……契り……ぁあ!?」
　宗朗が声を上げる。
「こら！　大声を出だすでない！　わ、わかったであろうが、これで」
「そうか。確かにちょっと……恥ずかしい、よね」
「で、あろう」
　そう言うとふたりともに頬を染め、視線を下へ、うつむいてしまう。
「そうかぁ。胸にさわるなんて、なかなかできないし……」
「……は、ぁ？」
「だって、そうだろう？　だからさっきから、胸の小さいことを気にしていたんじゃ？　でも、だいじょうぶだよ。すぐに大きくなって……だ、ぁ!?」
　このときばかりは幸村が素す早ばやかった。傍かたわらの大鉄扇で宗朗の脳天を一いち撃げきしていた。
「な、なにをするんだ……！」
「愚か者ぉ！　そのようなことではないわ！　というより、おぬしは小学生か！　もっと真ま面じ目めに考えんか！　キスより先じゃ！　キスの次の次の次、くらいじゃ！」
「キスより……あー！」
「遅おそいわ！」
「ハグ！」
「違う！」
　またも大鉄扇が宗朗の脳天を襲おそったのは言うまでもない。
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「……な、なんですの。すごいことを聞いてしまった気がいたしますわ！」
　襖ふすまを隔へだてた廊下。聞き耳をピクピク動かしているのは兼かね続つぐだ。
　じつは兼続なりに心配して、幸ゆき村むらのようすを見に来てみたのだ。メイドカフェの休きゆう憩けい時間なので、メイドコスチュームのままである。
　その五分まえ。
　兼続が渡り廊下を、幸村の離れへ向かって歩く。
「どうせイジけてるだけですわ。本当は誰かが来てくれるのをスネて待っているんですのね。まったく、頭ばかり良くても子どもですわぁ。本来なら、放ほうって置いて頭を冷やさせるのがいいんでしょうけれど、そこはやさしい兼続さんですから、ちょっといじるくらいで勘かん弁べんしてあげますわ。ほほほほ！」
　なんのことはない。ようす見というより、ダメ押おしがメインのようだった。
「まあ、中一にもなってあの胸ですから、将来も限りなく望のぞみ薄うすですわね。気の毒ですけれど、これも現実ですから。せいぜいなぐさめてあげますわ。ええ。優位に立って、下の者にかけるなぐさめの言葉は、とっても甘かん美びですの。もちろん、心からなぐさめますわよ。なぐさめればなぐさめるほど、わたくしの心が晴はれ渡った夏空のようにすっきりさわやかになりますの！」
　というような思おも惑わく、というより思い切り口に出しているのだが。
　いざ、襖をノックする、という段になって、中から聞こえてくる会話に手を止めた。
「なんですの。オデコチビと、宗むね朗あきらですわね。まあ、第六天色しき魔まといえど、いちおうはこの屋や敷しきの主ですし、いじけて引きこもってしまったお子様にも配はい慮りよしなくてはなりませんわね。その辺は同情しますわ。……ん？」
　そこから気にかかる言葉を耳にして、がぜん興味をかきたてられた兼続は、気がつくと襖にぴったり耳をつけて中の会話を聞いていた。これはもう、立派な盗とう聴ちよう。
「いいえ、これは重要な情報収集ですわ。……な、なんですって、『剣姫マスターサムライ』よりもさらに強力な……『剣妃サムライブライド』ですって！　ひとりの『将』にひとり……。そ、その契約方法は……？」
　だがそこから先は、幸村がはっきり言わずとも兼続には察しが付いた。むしろ宗朗よりも理解は早い。
　ふだんから破廉恥なことを許さず、道徳観のむやみに高い兼続は、裏返して言えばそれらの事こと柄がらに過か敏びんなほど興きよ味うみ津しん々しんともなる。
「な……!!　なんてことだべぇ！　……ですの！　キスだけに飽あきたらず……そ、そんなことまで……！　やはり第六天色魔の異名は伊だ達てではありませんのね。というより、手当たりしだいですわ。このままでは……」
　だがそこで思い当たる兼続。
「確かに、あの宗朗とキス以上の……な関係になるのは願い下げですの。でも、『剣妃サムライブライド』の能力には惹かれますわ。その力があれば、この兼続がナンバーワンサムライ、美しさと知ち恵えに加えて、絶対的な力をも手に入れるということですのね。そうなれば、こんどこそあのオデコチビになめた口は利きかせませんわ！　この兼続の圧勝！　完勝ですわ！」
　少々妄もう想そう癖へきのある兼続。うっとりと目を閉じる。そこへ、
「わぁ！　ごめん、幸村！　ごめ……どぁあ！」
　勢いよく襖が開くと、転がるように飛び出してくる宗朗。
「この、愚か者ぉお！　バカぁあ！」
　その後を追うように、幸村の声と、大鉄扇が宙を飛んで来た。
「……か、間かん一いつ髪ぱつ、でしたわ」
　寸前、渡り廊下から下の庭へ、その植木の陰かげへと身を隠かくした兼続だった。そっと窺うかがうその先でまだ、
「と、とにかくぼくは店のほうへ戻もどって……うぁあ!?」
　振り返かえる宗朗に、多くの書物、筆や定規などの文ぶん房ぼう具ぐ、茶ちや碗わんや湯飲み、置き時計や、果ては七輪に植うえ木き鉢ばちなどあらゆる物が投げつけられる。
　さらに、
「ウキ───ッ！」
　興奮して跳び出したのか、幸村に投げつけられたのか、佐さ助すけまでが宙を舞まうと、
「うがあ!?」
　宗朗の顔面に衝しよ突うとつした。
　ガリッ！　偶ぐう然ぜんさかさまになった佐助が後ろ足で宗朗の頭にしがみつくのと、前足が顔面を引ひっ掻かくの、それに両方の顔どうしが密着するのが同時だった。
　瞬しゆ間んかん、ふたり（？）の悲鳴が交差する。
「ぎゃ！」
「ウキィッ！」
　昏倒する宗朗。
　見ていた兼続にも一瞬目が眩くらむような衝しよ撃うげきがあって、思わず瞬まばたきしている間に、
「ひぃぃ!?」
　宗朗から離れた佐助が、こんどは植え込みの中に降ってくる。兼続の頭にぶつかり、転げ落ちた。
「な、なんですの!?　まったく、この猿さるは……」
　だが偶ぐう然ぜん抱だきかかえることになった佐助より、眼前の光景に目を奪われる。
「だ、だいじょうぶか、宗朗……!?」
　自分から投げつけておきながら、あわてた幸村が宗朗を気き遣づかう。廊下に尻しり餅もちをついた宗朗に手を差さし伸のべると、
「ケガは……？」
「いや、平気だよ。ちょっと引っかかれただけだ。ダメだな、油断だ」
　笑う宗朗に、幸村もホッと微びし笑ようを見せる。
「ときに……先ほどのことじゃが」
「うん。そのことは幸村にまかせるよ。みんなに言うのもいい。でもまだ研究の途とち中ゆうで発表する気がないなら、ぼくは黙だまっている」
　宗朗は軽く幸村の手を借りて立ち上がる。
　先ほどのこと、とはもちろん、「剣妃サムライブライド」のことだろう。
「承知、じゃ。じゃが……」
「うん？」
　宗朗が幸村を振り返ったまま、足を止める。幸村は逡しゆん巡じゆんしたのち、
「な、なんでもないのじゃ。なんでも……ただ、『剣妃サムライブライド』がほんとうだったときのことは、おぬしも考えておくのじゃぞ。『将』として……我らを統すべる『将』として……」
　幸村は顔を伏ふせたままだった。宗朗が、うなずいた。
「うん。わかった」
　それだけ言うと、ふたりは別れる。宗朗が去ったあとの廊下を幸村はしばらく眺ながめていたが、
「誰を選ぶのじゃ、宗朗……」
　ぽつり、と漏らすと、また部屋へ戻った。
　だが数分もしないうちにまた襖が開く。
「ダメじゃ。今日はもう気分が乗らぬ。少し風に当たってくるのが、よいかもしれぬな」
　自分に聞かせるように言うと、幸村が部屋を出る。渡り廊下を通って母おも屋やへ、そして道場の門へと歩いていく。
　幸村の姿が見えなくなると、植え込みの上にポコッ、と頭が出た。もちろん、兼続、そして佐助だ。
「ふぅー。なんでわたくしが隠れなくてはなりませんの？」
　が、気づいてみれば、幸村も去って離れはもぬけの殻。チャンスだ。兼続の目が光る。
「ちょうどいいですわ。オデコチビの言っていた、『剣妃サムライブライド』とやらの研究経過を記した資料でもございませんこと？」
　そろりそろりと離れへ上がると、辺りを見回す兼続。
「キュゥ！　キュゥゥ！」
　ついてきた佐助がなにごとか訴うつたえている。勝手に主人の部屋をいじるな、と言っているのか。兼続のニーソックスを引っ張る。
「猿はおとなしくしてなさい、ですわ。……ふん。やっぱりこれですわね」
　兼続が言うのは机の上に置かれた机上式電脳だ。起動したままになっている。
「点つけっぱなしですわ。まったくこれだからこの道場の電気代がかさむのですわ。まあ、手間が省けましたけれど……どれどれ？」
　画面には曼荼羅が怪あやしく蠢うごめいている。
「なんですの、これ。焼き付き防止動画ですの？　気色悪いですわ。どこを押せば消える……ぇ？」
　傍らの佐助がやけにおとなしい、と思って見ると、じっと画面を見つめている。いや、画面に魅み入いられている。
「ちょっと。どうしたんですの？　変ですわよ。お猿さん……？」
　が、佐助は兼続の呼びかけにも反応しない。
「……キュゥゥ」
「まさか、この光の明めい滅めつが？　失神でもされてはかないませんわ。……画面を消すには……ええい！　これ、ですの？」
　兼続がキーを押す。が、それがいけなかった。画面がいったん暗くなった、と思うと、こんどは極ごく彩さい色しきに明滅を繰くり返す。
　曼荼羅が、回りながら光ひかり輝かがやいていた。画面からの光で、兼続も思わず目が眩くらむほど。
「な、なんですの……こんな……！　いけませんわ、早く……！」
　だが曼荼羅に反応しているのは佐助だけではなかった。傍らの文ふみ机づくえの中から、まばゆい灯あかりが漏れているのを見つけた兼続は、
「こっちは、なにが……きゃぁ！」
　文机の引き出しを開けると、中から閃せん光こうが迸ほとばしった。弾はじかれたように転がる兼続。まるで光の圧力に蹴け飛とばされたみたいだ。
「あれは、いったい……！」
　かろうじて顔を上げる。ほぼ畳の高さといっしょの視点では、文机の中は見えない。が、そこから迸る光が、天てん井じように投とう影えいされて文字を描いているのはわかった。
「ゥキュ……キュゥゥ、キュ？」
　そしてその文字は、まるで意志を持つように、画面からの曼荼羅の光を吸い込んでいく。ますます光こう芒ぼうを増した天井の文字が、ゆらめき、回転し出すと、ある部分からほつれて、ひとつの文字列となって滑すべり落おちてくる。その先は……、
「危ない！　避けなさい、ですわ！」
　まだ画面の前で固まっている佐助だった。その頭から背中へと、輝く文字と図形が滑り落ち、張り付く。
「キュゥゥゥゥ……キャゥ、キャッ……!!」
　曼荼羅の画面が、爆ばく発はつするように輝いた。
　佐助の背中に張り付いた文字が、呼応するように七色に輝くと消えていく。いや、光を放ったまま、その身体の中へ埋うもれていくのだ。
「ああっ!?」
　ビクンッ！　兼続が叫さけぶ目の前で、弾かれた人形のように佐助の身体が空中に飛び上がると、雷かみなりに打たれたように青白く輝いた。
　全身の毛が逆立ち、大きく痙けい攣れんする。
「キュ、キュ……キャァアアアア!!」
　もう一度、爆発するような光の放射。目を開けていられずに、兼続が顔を伏せる。と、ドサッ、という音と振しん動どうが伝わってきた。
「……だ、だいじょうぶですの!?」
　ようやく光がおさまったと見て兼続が身を起こす。その前に、煙けむりを放つ物体が。それはうずくまった形の、
「お猿！　お猿さ……ん!?　おまえ、いったい……」
　が、靄もやのような煙が晴れてくると、兼続は戸と惑まどった。明らかに、その影かげが大きい。ふだんは小さな幸村の肩かたや頭に乗っていても平気なほどの小こ猿ざるの姿が、いまは倍ほどに膨れあがっている。成長している？
「キュゥゥ……？」
　小さなうめき声とともに、にゅー、と伸びる手て脚あし。フルッ、と震ふるえるシッポ。別のところもプルン、と揺ゆれる、その姿……。
「あ、あ、あなた……その、かっこう……そ、その……身体、ぇぇえええ!?」
「ウ、キュ……？」
「あ、あなた、♀メス、でしたの……？」
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　佐助が人間になっていた。
　電脳の画面に躍おどる曼荼羅と連動して、文机の中の呪符が光り輝き、書かれていた文字や図形が息づくように浮うかび上がって、佐助の身体に吸い込まれた。
　そのあと、佐助の身体が光る靄に包まれたと見えたら、一気に成長するように、人間の形に。
「どうして猿が人間に。あなた、もともと人間でしたの？　人間……というわけでもないような……でもなんだか、かわいい……ハッ、猿を相手に何を言っているんですの、わたくし」
　目を見張り、戸惑う兼続の前で、
「……キュ、キュ……キュ？」
　佐助もまた自身を不思議そうに、眺める。手や脚あしのにおいを嗅かぐ。身体を掻いてもみる。その仕草は人間というよりは、
「やっぱり猿、ですの？」
　そういえば、さっきから発する声も、いつものまま。
　姿はといえば、身長は倍ほどにも伸びている。が、それでも兼続や幸村よりもそうとうに小さい。百センチくらいだろうか。
　ざんばら、ぼさぼさの長い髪かみ。赤い頬は猿のようだが、小さな顔は兼続も驚くほど愛らしい。
　さらに驚くのは、その胸がふっくらとふたつ、きれいに膨らんでいることだろう。その大きさたるや、主人の幸村を完全に凌りよ駕うがしている。
　すっかり形は人間のように見えて、違うのは意外に長いシッポ。全身は産うぶ毛げに覆おおわれているのだが、そこだけ大きな手脚はもっと濃い、もともとの猿の毛皮だった。
「ウキュ、ウキュ……ウキャ、ウキャー！」
　自分の姿を見ているうちに興奮したのか、佐助がさかんに飛とび跳はねる。もしかすると兼続以上、とも思われる胸がポヨンポヨンと揺れた。
「ちょ、っと、静かになさいませ！　どういうことかはわかりませんけれど、これは大変なことですわ。みんなに報しらせて対処法を考えないと、ですわ。それまでおとなしく……ぁ！　なにをしてますの？　どこへ……！　ちょっと、待っ……!!」
　だが兼続の態度に不ふ穏おんなものを感じたのか、佐助は急に大きく跳とぶとそのまま離れを飛び出していく。
「ウキッ！　ウキュゥゥゥ！」
　庭の木を上ると、簡単に塀へいの上へ。
「お待ちなさい、ですわ！　外へ行ったりしては、ダメ……ぁああー!!」
　だが佐助は一度振ふり返って、
「ウキュ！」
　ひと声鳴くと、そのまま塀の向こうへと身を躍おどらせる。追いかける兼続が塀の上へジャンプで飛び乗ったときには、
「どこへ……行ったんですの？」
　すでに姿はどこにもない。
　兼続は取る物も取りあえず、メイド姿のまま後を追うことに。
「ああああー、猿探しですのぉおお!?」


「キュ、キュキュ～！」
　なんだか急に力が湧わいてきたように思えて、気がつくと佐助は屋敷を飛び出していた。
　ジャンプも、いつもの数倍も跳べる。みるみる空が近くなって、高い木の上にもひと跳びで乗ることができた。
　大きな手はリーチがあるし、太い枝も難なくつかめる。シッポも同じで、ずっと力強い。
「キュキュ！」
　気分よく木々や屋根の上を跳んでいるうちに、佐助はいつのまにか学生街へやってきていた。
　賑にぎわう通りを上から見下ろす。果物屋を見つけた。
「ウキュ！　キュ～！　キュ～！」
　色とりどりの果物が軒のき先さきに並んでいる。こんな新しん鮮せんなものがどうして学生のルートで仕入れられるのか、というものだ。
　果物の中に、黄色も鮮あざやかなバナナを見つけた佐助は目を輝かせる。口からツーッ、とヨダレが滴したたり落ちた。
「ウキャ？」
　佐助は不意にあたりを見回す。こんなとき、怒おこられる幸村はいない。
　ウズウズする手脚がピクピク震える。佐助は狙ねらいを定めると、
「……ュッ！」
　まっしぐらにバナナ目指して降下する。縁えん台だいの上へ降りると、バナナをひと房ふさつかんで、あるいはくわえて、またジャンプで逃とう走そう、というところ……。
　ドシャ！　バキッ！
　派手に縁台が折れ、破れて穴が開く。はまりこむように佐助が尻餅をついていた。
「ウ、ウ、ウキャ？？？」
　さっぱりワケがわからない、という表情。
　もとの身体ならいざしらず、半人間化したこの姿では、身体は数倍の大きさになっている。縦横高さのサイズで倍なら、体積は八倍だ。
　そんな大きな身体と重い体重で飛び降りたから、縁台の板を簡単に踏ふみ抜ぬいてしまったのだ。商品は盛大に飛び上がり、辺り一面に散乱。呆ぼう然ぜんとする佐助。
「くぉらぁあああ！　誰だ、店を壊こわすのは！」
　店の奥おくからさっそく主が飛び出てくる。が、そこに見たのは、縁台の穴から身体を出した佐助。
「な、な、なんだ、おまえは……!?」
　無理もない。佐助は一見、美少女ふう。しかも、まるで何も着ていないように見えてしまう。
　騒そう動どうに、周りの目も集まる。
　なぜか頬を染める店主。手を差し伸べて、
「と、とにかくそこから出ておいで。お嬢じようちゃん、こっちへ……ぁ！」
「キュキュキュ～！」
　だが佐助は、サッと穴から抜け出すとそのままジャンプ！　軒先から別の屋根へと上って、全力で逃げ去さった。
「おい！　おーい！　……パンツくらいはいたほうがいいぞぉ、お嬢ちゃん」
　呆然とする店主が、ぽつりと漏もらした。


「あのバカ猿、どこへ行ったんですの？」
　いっぽうのこちら。佐助を追って街まで来た兼続だ。着き替かえる間などないから、メイドコスチュームにいつもの得物、大鎚づちをかついでいる。
「たかが猿一匹ぴき、どうということはないですけれど、あの場にいたのはわたくし。いちおう監かん督とく責任がありましてよ。もっとも、いちばんの責任は、あんな変なプログラムを電脳に仕込んでいたオデコチビですけれど！」
　文句を言いながらも、見て見ぬふりをするのはできない性格なのだった。
「大声で呼ぶわけにもまいりませんし、かといって、聞き込みというのも……。猿がそのへんを歩いていれば、目立ってすぐにわかりそうなものですのに」
　ちょっとした地方都市のアーケード街くらいはある学生街の賑わいだ。
　この人ひと混ごみにまぎれてしまったら、いかに猿型少女とはいえ、おいそれと見つかりそうにはない。
「まったく、最初から首に縄なわでも付けておけばいいんですわ。ちゃんちゃんこと烏え帽ぼ子しと、鈴すずを首に付けて……そうですわ。それがいいですわ！」
　それは猿さる回まわしの猿だ。
「戻ったら赤いちゃんちゃんこを着せて……」
　そこまで兼続が言ったときだった。ちょうど前のほうから、大きな物音と悲鳴、それに怒ど鳴なり声ごえなどが聞こえてくる。
「騒さわぎ……？　は！　きっとそこですわ！」
　兼続は大鎚を背中に背せ負おうと、走り出す。すぐに騒ぎの大本にたどり着いた。
　そこはもちろん、バナナを狙って佐助がダイブし、縁台を破は壊かいしたあの果物屋である。
「なにがあったんですの！」
　まだ店先にいる店主に話しかける。
「なんだ。裸はだかの女の子の次は、トンカチ背負った小学生かい」
「小学生ではありませんわ！　わたくしはれっきとした中等部一年ですわ！　それより、いま言った、裸の女子というの、もしかしてシッポが生えていて、猿ふうな感じではございません？」
　兼続が言うと、店主は首をかしげる。
「さあなあ。猿ふうって言われても。こう、えらくかわいい……そ、そういや、シッポみたいなのはあったかもな。紐ひもが垂れてるのかとも思ったがよ」
「やっぱり！　それですわ、佐助に間ま違ちがいありませんわ！　で、その猿ふうの裸女子はどこへ行ったんですの？」
「よくはわからねえが、あっちのほうへ跳んで行ったぞ」
　指さす方向へ、早くも駆かけ出す兼続。
「ありがとうですわ！　こんどバナナを買いますわ！　……早くつかまえないと、またなにをしでかすかわかりませんわ！」
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「ウキュゥゥ……」
　こちらは佐助。
　いまはある店の軒のき先さき裏に隠れている。バナナを取り損そこねたせいで、しだいにお腹なかが空いて来ていた。
　が、さっきの失敗があるので、うかつにもう店先の食べ物を取れない、と思っている。
　こんなとき、どうする？　どうする？　いつもは幸村や十じゆ兵うべ衛えがいる。無口だが又また兵べ衛えもご飯をくれるひとりだ。だがいまはいない。誰だれもいない。
「キュ……」
　すっかり消しよ沈うちんして座すわり込む。と、その胸がポヨン、と揺れた。
「キュ、キュッ？」
　自分の手で触さわってみる。やわらかく、弾だん力りよくがある胸。抱かかえるようにして持ち上げると、ポンポンと弾はずむ。
「ウキ！　ウキュッ！」
　なんだか楽しくなる。新たな発見だ。佐助は得意になって胸をポンポン、ポヨンポヨンと弾ませて遊んだ。
「キュキュ～！」
「ガルルルル……！」
　突とつ然ぜん、うなり声が襲ってくる。店と店の隙すき間まの暗がりからだ。びっくりして飛び退のく佐助。そこへ出てきたのは、
「ウゥゥゥゥ！」
　野犬だった。それもかなり大きい。顔に大きな傷があって、いかにも歴戦の強者の面つら構がまえ。
「キュ！　ゥゥゥゥウウ!!」
　思わず後ずさる佐助。
　そのおびえたようすが、さらに野犬の攻こう撃げき性せいを呼び込んでしまう。佐助はせいいっぱい野犬をにらみ返すが、見開いた目に、どんどん涙なみだが溜たまって来る。
「キュゥゥ……」
「ウガッ!!」
　威い嚇かくなのか本気なのか、野犬が大きく吠ほえた。
「キュァァアアア！　キャァアアア!!」
　気がつくと、佐助は悲鳴とともに逃にげ出していた。が、犬は逃げるものを見ると追いかける習性がある。
「ウゥゥゥゥ!!」
「キャッ！　キャァ！　キャァアアア!!」
　逃げる佐助と追う野犬。たちまち学生街のメインストリートを犬と猿が駆け抜ける猛もうレースとなってしまった。
　思わず見入ってしまう者。驚おどろいて避さける者。ぶつかりそうになって転げる者。声を上げる者。
「……」
　ちょっとした騒動の中、ざわつく雑ざつ踏とうからそんな光景を見つめる目。通り過ぎる二匹（？）をやり過ごした、と見えて、素早くその目が動いていた。
「ちょ！　な、なんですの!?　いまの、佐助と……？　お、お待ちなさい！　ですわぁああ！」
　そして佐助に気づいた兼続も追いかける。
　学生街を、猿少女、野犬、それに大鎚を持った兼続が駆け抜けることになった。


「キュ、キュ、キュゥゥゥ!!」
　夢中で駆けていた佐助は、どこかへ跳び移るのをすっかり忘れていた。
「ウゥゥゥゥ！　ガゥゥゥ！」
　なにしろ直後に野犬が迫せまっている。いつお尻しりに食いつかれるか、という状態では、ジャンプするよりもとにかく前へ逃げなくては、となる。
　が、ようやく気づいたとき、そこは建物の裏手の袋ふくろ小路こうじだった。小さな庭のようなスペースが、四方を壁かべや屋根に囲まれている。
「ウキャッ！」
　必死の思いで壁に跳びつく佐助。小さな窓の桟さんに足をかけて、よじ登る。あっと言う間に二階分相当の屋根の上に上がった。
　こうなるとおさまらないのが野犬だ。
「ウゥゥゥ！　ワォ！　バォッ！」
　佐助を目がけて激しく吠える。が、佐助はもう野犬が上がって来れない高さにある。
「キュッ！　キュキュ～！　キュ！」
　一転、余よ裕ゆうで野犬を挑ちよ発うはつする佐助。屋根の上で跳び上がり、歯を剥むいたりする。すっかり猿。いや、もともと猿なのだが。
　これに対して野犬も、さらに激しく吠え立てていたのだが、屋根まで上がることはできないのは、自分もわかるようだ。
　逃げ切きったことを確信した佐助は、
「キュゥ！　キュゥゥ!!」
　お尻を野犬に向けて手でパンパン叩たたく。最高に侮ぶじ辱よくしているポーズ。さらに野犬が激しく吠えるが、どこふく風。
　あとはこのまま屋根伝いにどこかへ逃げれば……、
「キュ？」
　がそこで佐助は、下を見下ろして気づいた。
　袋小路の壁かべ際ぎわ。うずくまっている小さな影。よく見ると、
「ニュ、ニュ……」
　仔こ猫ねこだ。おそらく最初からいたのだろう。壁際のくぼみに身を丸くして入り込み、寝ねていた。
　そこへ飛び込んできた佐助たちにびっくりして、動けなくなってしまった。
　吠える野犬に怯おびえて小さくなっていたが、そろりそろりと家の隙間に逃げ込もうとするところ……、
「グルルル……？」
　野犬のほうが気づいた。とたん、佐助への興味は消えて、仔猫のほうへと近づいていく。佐助に逃げられた腹いせなのか。
「キュ？」
　佐助はそれを見ていたが、自分には関係ないこと、と身を翻ひるがえす。
「ウゥゥゥゥ」
　すっかり仔猫をいたぶることに切り替かえた野犬は、じりじりと仔猫へ迫る。一気に襲わないのも、楽しんでいるふうだ。
「フー！　シャー!!」
　全身の毛を逆立てて、せいいっぱい対たい抗こうする仔猫。だが身体の大きさからして、野犬の十分の一もない。
「ガゥゥ」
　回り込んだ野犬が、すっかり仔猫の退路を断たつ。あとは、わずかひと跳びの間かん隔かくにまで詰つめると、
「ゥガァッ！」
「キャヒィィ！」
　ひと噛かみで仔猫を潰つぶしてしまったか、と思った次の瞬間。仔猫を抱だきかかえて跳び退いたのは、
「ウキュ！」
　佐助だった。その際、野犬に強きよ烈うれつなキックを放っている。
「ゥゥゥ!!」
　だが野犬もすぐに立ち直ると、こんどこそ佐助に狙いを定める。仔猫を抱きかかえた佐助はもう屋根まで跳び上がれない。
「キュ……ゥゥ」
　それでも、佐助もここは退かない。野犬をしっかりにらみ返してかまえた。
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「なんですの？　こっちからバカ猿の声が聞こえたような……」
　声を聞きつけてやって来たのは兼続だ。
　例の袋小路の入り口にたどりつくと、中に佐助と野犬の姿を見つけた。佐助はもう仔猫を抱いている。
「あら、ピンチじゃございませんの。しかたありませんわね。わたくしが助たすけて……んっ？」
　助すけ太だ刀ちに入ろうと兼続が大鎚を背中から抜き出してかまえた。が、その目の前で、
「ガァァ!!」
　いまにも噛みつきそうに迫ってくる野犬に対して、佐助は、
「ウキュゥ!!」
　逃のがれるかと思いきや、逆に向かっていく。真正面からぶつかる勢いだ。
「ガゥ？」
　これには野犬が戸惑った。習性で、逃げる相手には徹てつ底てい的てきにくらいつくが、まっすぐ向かってくる敵には慣れていない。
　一いつ瞬しゆん、隙すきができた。そこへ、
「キュ！」
　何かを佐助が投げた。それが鼻先にぶつかりそうになって、野犬が急ブレーキをかける。
　佐助の投げたもの。それは抱えていた仔猫しかない。
「ゥニャニャニャゥゥゥ!!」
　仔猫は怯えながら、悲鳴を上げながら、野犬の顔をかすめると、そのまましかし、屋根に通じる庇ひさしの上へ。
「うまい、ですわ！」
　兼続もうなずく。
　佐助は仔猫を投げつけることで野犬の動きを止め、なおかつ仔猫を安全なところへ逃がしたのだ。なおかつ、自身も仔猫という重荷から解き放たれている。
　しかも、それだけでは終わらない。
「ウキュゥゥ!!」
　呆然となった野犬の顔へ、佐助の鋭するどい爪つめが一いつ閃せん。
「ウキャン！　キャゥン!!」
　一転、子犬のような声で転げ回る野犬。鼻はな面づらに見事、三本のひっかき傷がついていた。
「やりますわね、猿さる娘むすめ！　これで勝負あった、ですわね」
　自分が出るまでもない、と兼続が大鎚を背中に戻そうとした、ときだ。
「ガルルルル……」
　逃げ出だしたか、と思った野犬がユラリと立ち上がる。
「まだ、やれるんですの？　ん……、あれ、は……」
　兼続も気づいた。野犬のようすがおかしい。
　硬かたい毛が逆立っているのはいいとして、ユラユラとゆらめいている。よく見ると相そう貌ぼうも赤く輝いて、やはり炎ほのおのように揺れていた。
「キュゥゥ？」
　佐助も戸惑っている。たったいま佐助が爪で引ひっ掻かいた深い傷が、みるみる小さくなって毛皮の中に消えてしまった。
「まさか……式神、ですの!?」
　兼続は気づいた。何度も敵の式神とは闘たたかっている。自身の身体に仕込まれたこともある。そのときの、あの嫌いやな感じが伝わってくるのだ。
「さっきまではたしかにただの野犬でしたのに。どうして……」
　大鎚をかまえ直す兼続。その視線の先で、
「ゥゥゥ……」
　低くうなっている野犬の身体は、いつのまにか倍ほどにも伸びていた。その姿がシルエットのように蠢く。と、思うと、
「ゥガァ！」
　ジャッ、と伸びた。佐助に向かって野犬が跳んだ。が、その動きの速さ以上に、野犬の身体が伸びていた。まだ後ろ足は地面を離はなれたばかりなのに、もうその牙きばが佐助の目前まで迫ってきている。
「キュゥゥ！」
　転げるように逃れる佐助。が、その肩かた口ぐちを野犬の爪がかすめた。
「キャゥ！」
　薄うすい産毛しかまとっていない肌はだが破れて、パッと鮮せん血けつが飛び散る。
「いけませんわ！　式神相手に、あんな猿娘では、あっと言う間にやられてしまいますわ！」
　こんどこそ大鎚を手に、兼続が式神に向かおうとした。が、
「キュゥゥゥ……ウキュ……」
　佐助のようすがおかしい。へたりこんでいる、と見えて、全身から闘気が放射されていた。それが兼続の足を止める。
「なにが起こるんですの。猿娘、どうしようというんですの？」
　ユラリと立ち上がるのは、こんどは佐助だった。低い姿勢で両手をほぼ地面につけ、膝ひざをたわめる。いつでも飛びかかれる、戦せん闘とう体勢だ。
「肩の傷が……」
　さっきまで血が滴っていた肩の傷が、もう血が止まっている。傷口そのものがふさがっているように見えた。
　佐助の変化に、野犬の式神もまた、気づいた。
「ガルルルルォオオ!!」
　大きく吠えると、身を低くする。同じく、いつでも地面を蹴けって突とつ進しんできる姿勢だ。
「……！」
　佐助はもう無む駄だに声を発しなかった。ただ全身に闘気をみなぎらせて、低くかまえる。
　シッポだけが上を向き、わずかに揺れている。産毛にいたるまで全身の毛が逆立って、身体がひと回り大きくなったように見える。
　顔つきまでが変わっていた。
　両手の爪が大きく長く、伸のびて鋭さを増している。
「なんですの……まさか……サムライ、いえ……あれは！」
　佐助の身体から、黄金の光が陽炎のように立ち上っている。兼続の位置からは佐助の後ろ姿が見えていて、そのお尻には、
「桜の、徴しるし……そんな！　あの猿娘……剣けん姫きだとでもいうんですの!?」
　兼続自身にもある。それはちょうどお腹の、盲もう腸ちようのあたり。ふだんはうっすらとした痣あざだが、戦いの中、剣姫マスターサムライの力を発揮するときには、鮮やかに浮かび上あがる桜の花。
「サムライならともかく……い、いえ、猿さるがサムライだなんて、それもなんだかとっても変ですわ。あの猿娘……佐助って、まさかほんとうに「猿さる飛とび佐助」ということですの？？？」
　桜の花の痣は、宗朗の剣姫マスターサムライであることの徴だ。
　いわば宗朗の所有物を表す徴が身体に刻まれているようで、兼続としては大いに不満な点である。
　ちなみに兼続が宗朗と契ちぎったのは、式神に生気を吸い取られて瀕ひん死しだった兼続を助けるため、緊きん急きゆ避うひ難なん的な行こう為いだった。
「あ、あんなの認めませんわ！　わたくしが気を失っている間に唇くちびるを奪うばうなんて！　ですから、わたくし的にはノーカウントですの。わたくしのファーストキスが、野や獣じゆう宗朗なんかに奪われてたまるものですか、ですわ！」
　しかし事実として兼続の身には剣姫マスターサムライの徴があり、剣姫マスターサムライの力を振るうことができる。まぎれもない宗朗の剣姫マスターサムライだった。
「剣姫マスターサムライであることは受け入れていますわ。でも、キスだけは、ぜっっっっったい、認めませんわよ！　いずれやり直しのファーストキスを、ステキな殿との方がたと迎むかえますの！」
　ステキな殿方、と口に出したところで、兼続の脳のう裏りにポワンと浮かぶのは、
「はっ！　なんですの！　だから違ちがうと！　で、ですから『剣けん妃ひ』とやらも、その力がほしいだけでわたくしは！　誓ちかって野やじ獣ゆうの宗朗などと……！」
　言えば言うほど顔がどんどん赤くなっていく。それを断ち切るように、
「そんなことを言っている場合ではありませんわ。だいたいあの猿娘、サムライだとしてもいつ剣姫マスターサムライになったんですの？　いつ……はっ!?」
　兼続に思い当たるそのシーン。それはついさっき、とも言える。
　離れから転ぶように出てきた宗朗の顔へ、ちょうど跳び出してきた佐助が身体ごと当たった。顔どうしもぶつかって……、
「ぶつかる……顔と顔がぶつかって、唇も……!?」
　それはまるで、キスするように。
「あのときですわ！　きっと……！」
　その瞬しゆ間んかん、なぜかまばゆい輝きに兼続が目を思わずつむってしまった。そのうえ、すぐに離れた佐助がこんどは自分のほうへ降ってきたのと、幸村の「剣妃サムライブライド」の研究に興味を惹ひかれて、その事をそれ以上に追求しようとはしなかった。
「冗じよ談うだんのような……。でも、千せん姫ひめさまも、アクシデントから、と聞いていますし。というより、唇さえ触ふれればなんでもいいんですの？　もう少し節操というものが！　さすが、野獣宗朗ですわね。さわる者皆みな妊にん娠しんさせる勢いですわ。人外の者でもおかまいなしですわ！」
　兼続は憤ふん慨がいするが、どうやら佐助が剣姫マスターサムライだということに間違いはなさそうだ。サムライだった、ということから驚くべきことなのだが。
「……ゥ」
　生まれたての子こ鹿じかのように、上体を低く、両りよう脚きやくを大きく開いてお尻をぴょこんと掲かかげたかまえの佐助。
「ゥゥゥ……」
　うなりながら、やはり低い姿勢からいつでも跳び出せる体勢の野犬式神。
　佐助の身体がときおりきらめく金色の炎をまとっているなら、野犬のほうは赤黒いゆらめきに包まれている。
「いったい、どうなるんですの」
　割って入ろうかと迷う兼続がもう一度、大鎚の柄えを握にぎりしめた刹せつ那な、場が動いた。
「ガァア！」
「……！」
　両者同時に、動いた。闘気が完全に満ちて、自然に身体が動くように、後ろ足が地面を蹴る。
　真正面からのぶつかりあいは一瞬だった。ほとんどすれ違っただけに見える中、兼続の剣姫マスターサムライの目は戦いをつぶさに捉とらえていた。
　牙を剥きだして突つき出される野犬の顎あごを、佐助はその鼻面を薙なぐように爪を振るう。そうとう正確な一瞬の動きだ。そうでなければ、簡単に噛みつかれてしまう。
「ガッ！」
　これで機先を制された野犬は攻こう撃げきの機会をほとんど失っている。それでも前足の爪を繰くり出すが、佐助は簡単に避けて、その大型化した爪を式神の胸むなもとへ放った。
　深くえぐる爪が、式神の身体を割り裂さいていく。
　この世ならざる身体は肉や骨を持たず、それ自体がひとつの塊かたまりのようで、佐助の爪は土ど塊かいを掘ほり抜くように、野犬の背中から抜けた。
　止まらぬ勢いのまま、お互たがいにすれ違う。が、式神は着地すると間もなく、前足から崩くずれ伏ふした。
「グゥゥゥ……ォォオオオ！」
　断だん末まつ魔まの叫さけびを発した、と思うと、火の点ついたような赤黒い揺らめきの中に燃え上がる式神の身体。そのまま悶もだえながら、黒い炭の塊になり、それも消えてしまった。
「ウキュゥゥ」
　あとには、佐助だけが残される。
「す、すごい、ですわ。ほんとうにあなた、剣姫マスターサムライですのね！」
　戦いを見守っていた兼続がとうとう飛び出すと、
「ウキャ！」
　佐助は驚いて飛び上がった。思わず逃げようとするところを、
「お猿さん！　よくやりましたわ！」
　兼続に抱きしめられる。
「ウキャ、ウキュー！」
　たちまち闘気が抜け、身体もひとまわり小さくなった佐助が、戸と惑まどいながら声を上げる。
「立派でしたわ！　成り立ちが少々ナンですけれど、お猿さんはれっきとした剣姫マスターサムライですわ……はっ！」
　そこまで言って、急になにかを思いついたように手を離す兼続。
「キュ？」
　やはり戸惑いながら一歩退き、兼続を見上げる佐助。兼続はその顔をまじまじと見つめながら、
「『剣姫マスターサムライ』ということは、オデコチビの言う『剣妃サムライブライド』にも正式になれるということですわね。その場合、どうなりますの？　まさか、種族を超こえて……そ、そんなこと、許されますの？　い、いえ、あの宗朗ならやりかねませんわ。というより、可能性があるというだけでクラクラしますわ。しかも猿が『剣妃サムライブライド』にだなんて……！」
　あらぬことをつい思おもい浮うかべたのか、兼続の顔が引きつる。それ以上に真っ赤に染まっている。
「キュゥゥ？」
　そんな兼続を不思議そうに見る佐助。その顔を見ているうちに、兼続が、ふっ、と笑った。
「そうですわね。いまはそこまで考える必要はございませんわ。それよりも、オデコチビのあの不思議な秘術でもって人間体になったあなたが、ちゃんとだいじょうぶなのか、そっちを確かめて、安心するほうが先ですわね」
「ウキ。キュゥ」
　佐助もまた、兼続の言うことがだいたいわかるのか、小さくうなずく。
「あら。そういうふうにおとなしくしていると、ふつうに小さい女の子のようですわ。悪くありませんわよ。ふふ……」
　兼続はニコッ、と笑うと、手を差し出す。
「帰りますわ。みんなが心配しているかもしれませんわね。それに……あなたも外へ出るときはもう少し、なにかを着たほうがいいですわ。なにか、かわいい服を、そろえてあげないと、ですわね」
　赤いちゃんちゃんこに烏帽子、の猿回しスタイルはひとまず忘れている兼続だった。
　兼続の差し出す手に、佐助は首をかしげると、
「……ウキュッ！」
　カプ。噛んだ。手首まで。
「痛っっっっ！　なにをするんですの！　きゃっ！　こら！」
　兼続の手を離したものの、こんどはその肩の上へ駆け上がる佐助。兼続のツインテール髪をぐいぐい引っ張る。
「キャ！　ウキャ！」
「痛い痛い！　重い！　あなたはもう、小さい猿ではないんですのよ。乗られては痛いですわ！　ああ、もお！」
　ふだんから重い大鎚をかついで平気な兼続は、じつは佐助の体重くらいほんとうはどうということもない。
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　文句を言っても降りない佐助に、ため息をつくと、
「しかたない。では、道場までですわよ」
　佐助はうれしそうに、
「ウキュ！　カプ」
　兼続の頭を噛んだ。
「痛ぇ ──── ！　ほんとに痛いっぺえ！　ですわぁ！　この猿！　やっぱりしつけがなっていませんわぁ！」
　訴うつたえながらも、なんとか道場への道を急ぐ兼続。その肩の上に乗って、しっかりツインテールをつかんでいる佐助。なんだかんだいって、けっこう息は合っている。
「ウキュ！」
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「みなさん！　集まってくださいませ！　重大な事実がございますの。手の空いているかたは集まってぇ！」
　道場へ着くなりさっそく、みんなを集める兼続。
「なんでしょう？」
「……」
「わーい、ぐっちゃん！　どうしたの」
「なによ。忙いそがしいんだから早くしてよね」
　集まってくる柳やぎ生ゆう道場の剣姫マスターサムライたち。まだメイドカフェの営業中なので全員がメイドコスチュームのままだ。
「というより、どこへ行っていたのよ。休きゆう憩けい時間はとっくに終わってるはずじゃないの」
　千姫が怒おこるのは、幸村が抜け、兼続もいないカフェのフロアがかなりの賑にぎわいで、休むヒマもなかったからだ。
「そ、それをいまから説明いたしますわ！　いろいろと大変なことが……わっ！」
「兼続。戻もどってきてたのか」
　さらに奥から宗朗が顔を出すにいたって、兼続はいろいろなことを思い出して真っ赤になる。
「野獣の宗朗まで出てこなくても……ま、まあ、あのことはひとまず伏ふせておきますわ。いまは……」
「なにボソボソひとりごと言ってるのよ。早くしなさいってば」
「わ、わかりましたわ！　とにかくもこれを見れば、わたくしの言いたいことがわかるはずですわ！　お猿さん……佐助！」
　兼続は振り向むくと、廊ろう下かの端はしを目で捜す。そこにいるよう、佐助に言っておいたのだ。
「サプライズですわ。みなさん、驚いて……」
「ウキッ！」
　ぴょん、と駆け上のぼるように兼続の肩に飛び乗ってくる、佐助。その姿は……、
「わー、さっちんもいたんだぁ！」
　十兵衛が歓かん声せいを上げる。しかし、
「なによ。猿がどうかしたの！」
　いら立ったような千姫の視線に兼続が思わず怯ひるむ。そーっと自分の肩の上を見やると、
「ウキュ？」
　佐助がいた。そこに。猿の姿で。もとの猿の、姿で。
「ぇえ!?　ちょ……！　ど、どうしたんですの？　さっきまで人間の……女の子の姿でいたじゃありませんの！　どうしてまた猿になってるんですの！　なんで……ぁ、痛！　やめなさ……痛た！」
　混乱する兼続。佐助をつかまえようとするが、逃げ回まわる佐助が兼続の肩かたや頭の上を行ったり来たりして、そのたびにツインテールの髪かみが引っ張られたり噛まれたり。
「佐助さんがどうしたんですか？」
「新しい芸でも見せようっていうの？　そういうの、ヒマなときにしてくれない？　半はん蔵ぞう、行くわよ」
　ぷい、と背を向ける千姫。それに続く半蔵。
「あ！　待って！　そうじゃありませんの！　猿が人で、女の子で、サムライで！　剣姫マスターサムライですのよ！　式神！　野の良ら犬いぬの式神を一いち撃げきで！」
「じゃあ、ぼくも戻るよ兼続。なにかあったら、夜にでも、ね」
「……」
　宗朗、それに又兵衛までもがカフェへ戻ってしまうと、兼続がハァー、と息をついて消沈した。
「なんで、ですの。また猿に……なんでおまえは、また猿になるんですのぉ……い、痛い！　だから痛いと……もおぉおお！」
「ウキャ！　ウキ！」
　相変わらず肩や頭の上ではね回る佐助をなんとかつかまえないとおさまらない兼続。しかしそんな姿を見た十兵衛が、言う。
「へーえ。ぐっちゃん、さっちんと仲良しになったんだぁ」
「仲良し？　これが仲良しに見えますの？　さっきからずっと頭や手を噛まれたり、髪を引っ張られたりで……」
「だってそれ、さっちんが好きな人にすることだよぉ。十兵衛なんて、しょっちゅう」
「え……」
　兼続は知らなかったが、手や頭を噛むのは、佐助の愛情表現なのだった。幸村や十兵衛など、無数にかまれている。
　とはいえ、最近は幸村たちも多た忙ぼうであまりかまってくれない。兼続は佐助の絶好の相手かもしれない。
「そうだったんですの……お猿さん、て、痛っ！　ほんとに痛いんですってば！　やめてくださいませ！　やめ……！　ごらぁエテ公、いいかげんにぃ！」
　しだいに本気で怒いかり始める兼続の肩の上で、しかし佐助はじつに楽しそうなのだった。
「ウキャ！　キュ、キャ！」
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「……気配はある。ひとり、いや、ふたり、か」
　学生街の外れ。人ひと影かげもまばらな辻つじにさしかかったのは、装そう甲こうドレスも鮮あざやかなダルタニアンだった。
　すでにとっぷりと日も暮れている。このあたりには街灯もほとんどないから、曇くもり空ぞらでは、数メートル先の人影さえよく見えない暗さになる。
　今日は満月に近い月明かりのせいで、ドレスが濡ぬれたように光って見えた。腰こしに下げた無骨なクレイモアの刃はが、わずかに光を引いて輝かがやく。
　ダルタニアンはあえて隙を見せるように、歩を進める。辺りにさほど注意を払はらわず、暗いほうへ、人ひと気けのないほうへと歩いた。
　やがて、すっかり建物も途と切ぎれて、広い草原に出る。
「このあたりならおあつらえ向きだろう。そろそろ来ないとこちらも退たい屈くつ……」
　言いかけて、足を止める。クレイモアの柄に手をかけた。
「なるほど。もう来ていたか。これはよい。呼び込むつもりが、我が呼び込まれたのかも知れぬな」
　ダルタニアンの唇が小さく笑いの形になるのと、その身を遠巻きに囲むようにして無数の赤く燃える点が現れるのがほぼ同時だった。
　ガサッ……ザッ……。下草が鳴る。
　膝ひざ下したほどの雑草の間から姿を現すのは、ほぼ全身が漆しつ黒こくの毛に覆おおわれた野犬だった。赤い無数の点と見えたのは、野犬の光る目だったのだ。
　その数、十ではきかない。二十数頭といったところか。ダルタニアンを中心に、ゆっくりと回りながら、少しずつ包囲の輪を縮めてくる。
「グルルルル……」
　小さなうなり声が二十数頭分共鳴して、地の底から湧わいてくるように響ひびいた。
「式か」
　ダルタニアンもまた、その感かん触しよくは知っている。
　実際の野犬に術式を施ほどこしたものなら、その操あやつり手もまた、側にいるはず。それがここまでダルタニアンが追ってきた、敵の気配だった。
「まずは腕うで試だめし、というのだろうが、式ごとき、何百放とうと我がクレイモアの錆さびにも足りぬ」
　そこで思いついたのか、ダルタニアンは左の腰に付けたクレイモアを抜くと、地面に突き立たてた。
「一本でよい。一本で相手してくれよう」
　そう言うと右の腰のクレイモアだけを改めて抜き放つ。長い柄を両手で握る、両手剣けんのかまえだった。
「ゥゥゥゥ……」
　地鳴りのようなうなり声がさらに高まり、ダルタニアンを取り巻く野犬の輪は、もう疾しつ走そうしている速さにまでなっていた。
　二十数頭が、内側と外側、二列の輪になって、それぞれ逆回りに回っている。
「どうした。回ってばかりか。いつまでも来ないなら、こっちから行くぞ」
　ザッ、一歩ダルタニアンが踏ふみ込んだ。それを合図のように、
「ゥグルルル!!」
　数頭がいっせいに跳びかかって来る。それは輪を描えがいて回っていた速度のままに、交差する螺ら旋せんのようにダルタニアンに向かって来た。
　ふつうならば、ひとつの敵が一方から寄せてくるもの。それが複数、前後左右から同時に、それも正逆異なる回転速度を保ったまま襲おそってくる。
　絶対に防げない。そう思わせる襲しゆ撃うげきだった。
「笑しよ止うし」
　ダルタニアンは笑うと、クレイモアをかざす。
　すでに刃のすみずみまでが、うっすらと黄金に輝いていた。
「輪舞ロンド！」
　言うが早いか、クレイモアをかまえたダルタニアンの身体が目にも止まらぬ速度で回転する。
　一回転ではない。何回転も、フィギュアスケートのスピンの、それも最高速度を思わせる高速回転だった。しかも巨きよ大だいで重々しいクレイモアを持って、まるで重さのないもののように軽々と扱あつかい、
「グギャ！　ギャギャ！」
　瞬またたく間まに式神を斬きり捨すてていく。
　ようやく回転が止まったとき、ダルタニアンの周囲には両断された式神の黒々とした身体が……、
「……ない。だと？」
　ダルタニアンが見上げる。そこに、空中に、黒い影かげが無数に漂ただよっていた。
　たったいま斬り捨てたはずの式神だ。野犬の形から、ふたつ、みっつに分断され、それらがカラスかコウモリのように変わって空中に浮かんでいる。
「もとより式に定まった形はない、か。ならば、形を保てぬまでに斬り飛ばし、粉ふん砕さいし、焼き潰すまで！」
　言うやいなや、ダルタニアンめがけて殺さつ到とうする影。こんどは空中からだ。それもダルタニアンの背せ丈たけよりも高い位置、同程度の位置、足元近くまで低い位置、と、あらゆる位置から、ベクトルもバラバラに襲ってくる。
　やっかいなのは位置やベクトルだけでなく、その襲撃速度も異なる点だった。
　さっきまでのように、二重の輪から正反対の攻撃は一見避さけにくいようで、回転している分、速度や襲ってくるベクトルは一定になる。むしろ避けやすく、攻撃しやすい。
　だがこんどのようにバラバラで、しかも素す早ばやい動きの中にノロノロとしたものまで混じっていては、ひと振ふりのクレイモアですべてを捉えることはできない。
「な、に!?」
　同じ「輪舞」の回転防ぼう御ぎよ・攻撃でも、式神はかいくぐり、ダルタニアンの身体へ殺到する。
「ぁああっ！」
　たちまち、装甲ドレスも切り裂く式神の鋭い牙に、ダルタニアンの身が切り刻まれていく。
　動きが止まると、かさにかかったように式神が取りついていく。かすめるように切り裂くのではなく、ダルタニアンの身体に留とどまって、さらに深く牙を振るう。
　たちまちに、びっしりと取とりついた式神のせいで黒い小山ができあがる。その中にいるダルタニアンの姿はもう見えない。
　しばらく黒い山はもがいていたが、やがてなすすべもなくその場に直立したまま動かなくなった。
　カサカサ、バタバタと式神の羽音だけが風に混じって聞こえる。それ以上の動きがもうない、と確信したのか、やや離れた木立から進み出る人影。それも、ふたつだ。
「意外とあっけねーのな」
「まあ。あないな数の式に襲われたら、そないゆうもんではおまへん？」
　ふたりの風ふう体てい。あきらかにサムライである。
　ひとりの少女は、制服をぞんざいに着き崩くずしている。
　たっぷりと開いた胸もとからは日焼けしたバストがこぼれ落ちそうだし、脚の付け根ギリギリまで覗のぞいた超ちようミニからは、やはり小麦色の筋肉質な脚が、しかしそんな露ろし出ゆつにはまったく無関心というように、にょっきりと伸びていた。
　対たい照しよ的うてきなのがもうひとりで、明らかに高い身長とスレンダーな体型のせいですっきり涼すずしげに映る。
　制服ではなく、着物姿。
　黒地に狂くるい咲さく牡ぼ丹たんの柄が白しろ抜ぬきであしらわれた小こ紋もん。その肩口にたっぷりとあしらわれた羽飾り。大きく割れた裾からは、太腿までも素脚が覗いていた。
「あんなのが旗本生徒会一の剣姫マスターサムライかよ。巌がんの字。俺おれはがっかりだぜ」
「仕事が早う片付いてよかったのと違います？　どのみち、骨のある敵やなんて、この四百年、おいやしたためしがあらしまへん。それに、その「巌の字」いうの、やめてくれまへん？　うちの美しさが台無しどす」
「巌流だから巌の字でいいじゃねえか。小次郎、なんてのは唇が寒くていけねえ」
「いいえ、小次郎と呼んでもらいます。武蔵、そういうあんたこそ、弁べん之の助すけ、なんて呼ばれたおすか？」
「それは子どものころの名前だろ。反則だぞ」
「なら、うちも小次郎でたのみます」
「ち。どっちでもいいっての」
　もうわかるとおり、二人の名は宮みや本もと武蔵、それに京なまりの言こと葉ば遣づかいが佐さ々さ木き小次郎。
　武蔵のほうは、赤い髪が硬かたそうに逆立ち、眉まゆも濃こく、野性味あふれる顔立ち。いっぽうの小次郎は、白しろ鑞ろうのような肌に黒くろ髪かみが長くなびいている。
　武蔵は幅はば広ひろの大小を腰の左右に。小次郎は反りの大きな長い刀を背中に背せ負おっていた。
　だがもっとも目を引くのは、ふたりの頭というか顔に付けられたある器具、機械だろう。
　武蔵の両耳をすっぽり覆う半球形の器具は、ふたつを繋つなぐパーツによって頭にかぶる構造になっている。
　ようは耳当てなのだが、どこか機械的な形状はヘッドフォンに限りなく近い。
　また小次郎のほうは、両目を器具によって覆われていた。ひと繋がりの器具はこれもまた、目め隠かくしというよりゴーグルというふうだ。
「ならもう行きますえ。生風にあたっているとお肌に悪いさかいに。それにここはヤブ蚊かが多おます。うちのきれいなお肌が虫に刺さされて赤くなったりしたら、げんなりしてしまいますよってに」
「げんなり、は、おまえの顔だけでじゅうぶんだぜ」
「なんどすって！　あんたこそお肌の手入れもせいで、ガサガサやおまへんの。そないなことでは女のコ失格どす」
「失格でも合格でもかまやしねえ。ようは敵を叩っ斬れりゃいい。俺たちがやれること、やらなきゃならねえことはそれだけだ。が、あんな式ごときにやられてるようじゃあ、西洋武者もてんで……」
「我がどうかしたか」
　武蔵の言葉の途とち中ゆうだった。背後から、ヌッと現れる黒影。
　ふたりが振り向く間を与あたえず、鋭い刃の切っ先がその背中に向かって突きつけられる。どちらへも、間かん髪はつを入れずに貫つらぬく、それが可能なことを物語っていた。
「やべえ。超ちよう楽たのしくなってきたぜ！」
　だが後ろを見ずに、武蔵が笑う。
　その表情は高こう揚ようし、目は見開かれてギザギザの太い眉がさらに逆立った。楽しくてたまらない、というように口も大きく切れ上がる。
「言葉遣いは女のコらしゅう、ていねいに。美しあらしまへんで。……ときにあんさん、どないしてあの式から逃にげはったん。それだけ聞かせてもらえまへんか」
　小次郎がやはり背後を見ずに言う。
　ふたりの後ろの影、ダルタニアンはその巨大なクレイモアを掲げたまま、口を開いた。
「簡単なことだ。あの式どもがたかっているもの。それは我のドレス、それにクレイモアのみ」
　ダルタニアンの視線の先で、まだ黒い塊のような式神が、ガサガサと蠢うごめいていた。が、動きが明らかに鈍にぶい。
　それまでの、高速で飛来し、鋭い牙で切きり裂くようなものではまったくなかった。
「あれなるクレイモアは我が分身。我のドレスとともに、我が剣姫マスターサムライの力を十分に帯びている。かように下等な式どもが惑まどわされ、我と思ってたかる間に、ジワジワとその力を奪われていくのだ」
　ダルタニアンの説明に、小次郎が「ふぅ～ん」とうなる。
「最初に武器を地面に突き立てたんは、そないな意味がおしたのね。単に武器を一本にどしたやきに、おへんどしたか」
　両手のクレイモアの一本を地面に突き立てて、ダルタニアンは残り一本のクレイモアで戦う。
　式神が大量に回りながら襲ってくると、ダルタニアンは逃げると見せて、突き立てたクレイモアのところへ戻った。クレイモアにかぶせるようにドレスを一いつ瞬しゆんで取り外すと、ダルタニアンは鋭く跳とんで上方へ脱出し、瞬間、木々の枝に身を隠かくす。
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「我のドレスは装甲の内張りで三十キロもの重さがある。脱ぬぎ捨ててしまえば、ふだんの倍の速さで動くも可能」
　そう言うダルタニアンは、言葉どおりにドレスを脱ぎ捨てた、身に最低限の下着だけをまとった姿だ。しかし頭に羽根飾かざり付きの帽ぼう子しだけは忘れていない。
「奇きじ術ゆつ師しかと思ったぜ。が、案外うまくやるもんだな」
「感心したはる場合やおへんなあ。見るのはうちの役目おしたわ。騙だまされるなんて情けおへん」
　武蔵が感心して見せ、小次郎が自じち嘲よう気味に笑う。
　ダルタニアンが続けた。
「動くな。貴公ら、宮本武蔵、佐々木小次郎と見受ける。あの御ご前ぜん試合、大坂城以来というわけだな。こんなところで名高い剣けん士しにまみえるとは、我も運がよい。気脈を通ずる天あま草くさのこと、隠さずしゃべれば命はとらぬ。が、そうでなければ……ここで我がクレイモアの露つゆとする！」
「早い話が、やろうって言うんだな。願ってもねえぜ。式だのなんのとまどろっこしいものはもともと俺の性に合わねえ。西洋武者の剣、見せてもらおうじゃねえか」
　武蔵は迷わず対決を所しよ望もうする。ダルタニアンは、
「ふたり一度でもかまわぬ。かまえを取りたければ、そのくらいの猶ゆう予よは与えよう」
　剣を一度引きかけると、
「俺にかまうな。いつでも来な」
　武蔵が背中を向けたまま言う。その手が、腰の刀へと伸びる。
　瞬間、ダルタニアンが動いた。
「動くなと言ったはず！」
　ふたりに向かってかざしていたクレイモアを戻さず、そのまま刺突する。
　武蔵は背中を向けているし、刀へまだ手もかけていない。ダルタニアンはすでにじゅうぶんなかまえから剣を繰り出している。
　加えて剣姫マスターサムライのスピード、威いり力よく。間ま違ちがいなくダルタニアンの圧勝と思われた。が、
「遅おそい遅い！」
　振り向いたときには、もう武蔵の刀はダルタニアンのクレイモアをとらえていた。分厚い刃の大刀、それに小刀が、交差しながらクレイモアを受け止める。
「な、に……！」
　ダルタニアンの顔に驚おどろきが浮かんだ。
　武蔵は下がってもいない。そのままの位置で回転し、大小を抜き、振り上げてクレイモアを受ける。
　書き記してもそれだけの動作がある。対してダルタニアンは、すでにかまえた剣を突き出すのみ。
　なのに、武蔵に受け止められた。装甲ドレスを脱ぎ捨てた、通常の倍の身軽な動きであるにもかかわらず。
「剣も、軽いな！」
　武蔵が笑う。ギラギラとたぎっているような瞳ひとみがさらに歓かん喜きに燃える。
　それ自体、鍛きたえられた大人の男でさえ、一本を両手で持つのがやっとのクレイモア。思い切り連続して振ることなどかなわない重量がある。
　それだけの質量に、ダルタニアンの鋭い刺突のスピードを乗せてもなお、軽い、と称しようする武蔵。
　武蔵の両刀に、深い赤のゆらめきが宿っていた。クレイモアの、黄金の陽炎かげろうを侵おかすように燃え広がる。
「この程度か、西洋武者！」
　言うと、両刀を思い切り跳はね上あげる。
「まずい……！」
　動きを察知したダルタニアンがクレイモアを引こうとする。が、間に合わない。
　金属の響きを鋭するどく立てながら、重じゆ厚うこうなクレイモアが弾かれ、軽いナイフのように消し飛ぶ。
　そのまま武蔵の二刀が、ダルタニアンののど元を狙ねらう。ダルタニアンは素早く退くが、それより武蔵が速い。
「勝負、あった」
　武蔵がつぶやき、鋭い刃が突きつけるように迫せまる。
「くっ！」
　大刀の切っ先が白いのど笛を切り裂き、鮮せん血けつが噴ふん水すいのように噴ふき上がる。その「絵」を武蔵が、ダルタニアン自身も覚かく悟ごした、刹那……。
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「ああっ！」
　声が上がって、武蔵はわずかに気を取られた。といってもそれはほんのコンマ一秒にも満たない。
　が、これを逃のがさないダルタニアンは、姿勢をさらに低くすることに成功する。頭にかぶったままの羽根飾り付きの帽子を、頭ず突つきのように突き出した。
　ダルタニアンの帽子は、ドレスと同じく装甲の内張りがされている。優ゆう雅がに見えて、その実、立派な防具でもある。
　ガギ！　再び金属のかち合う音とともに、武蔵が止められた二刀を退いた。かろうじて止めたダルタニアンも、その場に膝を着く。
「……っ！」
　帽子の下から流れ出た鮮血が、額を染めて滴したたり落おちた。下草を赤く染める。
　止めたとはいえクレイモアを弾はじき飛とばす武蔵の剣圧、剣姫マスターサムライといえど無傷で済むわけがない。
　武蔵は視線をダルタニアンに向けたまま、背後の小次郎に呼びかける。
「どうした！」
　応こたえるように小次郎が一歩進み出た。その顔。
「やらはったなぁ……うちの、美し顔を……！」
　ゴーグルと見えた目の覆いが、中心から裂けて半ばなくなっていた。隠されていた小次郎の目が片方だけ露あらわになる。が、その目は閉じられている。
　こちらも鮮血が、ひと筋流れ落ちていた。
　ゴーグルが破は壊かいされた際に、肌はだが傷ついたようだ。ケガそのものは小さいが、顔を傷つけられた小次郎の怒りはおさまらない。
「ち、だっせーなおい」
　武蔵は言うが、しっかりと小次郎をかばう位置取りをしている。
　小次郎の顔面を襲ったのは武蔵が弾いたクレイモアだった。だがむろん小次郎もまた並のサムライではない。恐おそろしい勢いで飛んできたクレイモアを、その長大な刀で難なく受けた。
　が、ここでクレイモアの刃の一部が砕くだけて飛び散った。
　じつは武蔵が受け止めた際、そして弾き飛ばした際の力が強すぎて、クレイモアの刃にヒビが入っていた。それが、小次郎が再度、クレイモアを受けたときに砕けたのだ。
　偶ぐう然ぜんの重なり。しかも武蔵の並外れたエネルギーや、小次郎の正確な剣さばきが逆に呼び込んだ偶然だった。
「……貴公、その、目は……」
　ダルタニアンは自分の傷もかまわず、小次郎の顔に注視した。
　ざっくりと破壊されたゴーグルの下、その目は最初から閉じられていたように見える。目を閉じて、なおかつ目を覆うゴーグルをつける。光線などから目を保護する目的でないことは明らかだ。
　そのときダルタニアンは、ふと、あることに気づいた。
『感心したはる場合やおへんなあ。見るのはうちの役目おしたわ』
　小次郎の言葉。ダルタニアンの、式からの脱だつ出しゆつを見み抜ぬけなかったのを、自分で非難しての言い方だ。
「見るのはうちの役目。その目、その器具は、目を塞ふさぐようでいて、なんらかの形で視力を増ぞう幅ふくするものか」
　そうして閉じられている小次郎の目を見ると、真しん実じつ味みを帯びてくる。
「いったん退くぞ、小次郎」
　武蔵が言う。
「なんでどすか。あんただけでもあの紅毛女にとどめをさしたらよろしおす。うちはかすり傷どすから、問題おへん」
　小次郎が抗あらがう。が、武蔵は首を振った。
「そうでもないようだぜ。もうおまえの目のことに気づいてる。そのうえ……なるほどな」
　武蔵が見るとダルタニアンの位置が変わっていた。
　弾け飛んだクレイモアの代わりに、最初に地面に挿さしたクレイモアをあと一歩で手にできる位置にまで来ている。
　式神に覆われて小山のようだったのが、すでにすっかり溶とけ落ちて、柄えも刀身のほとんども露ろし出ゆつしていた。
「ほんでも！」
「いや、急ぐことはねえ。いろいろおもしれえものも見た。退屈はしなかったぜ」
　武蔵を見み据すえながら、こんどはダルタニアンが口を開いた。いつでも背後のクレイモアを手にできると確信してのことだ。
　そして狙うのはむろん、手負いの小次郎となる。
「その目、機械が代わりに……」
　ダルタニアンが言うと、小次郎は閉じた目ま蓋ぶたをわずかに震ふるわせる。いまにも斬ってかかりそうな表情。
「ならば、そのゴーグルは視力を別の形で増幅するためのものか。同じ理り屈くつならば貴公の……その耳覆いも、聴ちよ覚うかくを強化するために……」
「いい察しだな！　ほめてやる。そこまでわかったんなら、隠す必要ももうねえしな」
　かぶせるように武蔵が言った。ヘッドフォンをわずかに外して見せる。耳はそのままにそこにあったが、その覆おおいが聴ちよう力りよくを増幅するための器具と気づく者は少ないだろう。
「その仕し儀ぎ、もしやあの天草によるものか」
　ダルタニアンが言うと、武蔵はおもしろそうに笑った。
「そこまで思いつくとはな。これだからサムライはおもしれえ！　おまえとこんど会うのが楽しみになって来たぜ。もっとも、頭のいいおまえのことだ。さっきひと当てしただけで、俺に勝てねえことくらいわかったはずだ」
「うちにも、どす。訂てい正せいしてもらいまひょか。この目の機械が壊れなんだら……」
　いまいましそうに残りのゴーグルを手で押おさえる。
　露出したほうの目。閉じられていた小次郎の目が、不意に、開いた。
「……！」
　真しん紅くだった。白目や黒目のない、眼がん窩かの中がすべて赤い洞どう窟くつのような。それがダルタニアンを凝ぎよ視うししている。
　視線はないのに、凄すさまじい眼圧を感じるほどに。
　ツー、と小次郎の目から、血がひとしずく漏もれ出だす。再び閉じられる。
「目ぇなんてなくとも、そこな西洋武者に遅おくれを取るなどあらしまへん。うちの顔に傷をつけた罪は、絶対に許さへん！」
　長大な刀の柄に手をかける。その小次郎の手を、武蔵が握った。小次郎が顔を向ける。
「なんで止めるん」
「止めてねえよ。やれば小次郎、おまえが勝つに決まってるが」
「当然や」
「決まってるが……もうひとつ、美しくないと思わねえか」
「美し、ない？」
「ああ。顔に傷つけて、血も出てるんだ。そんなおまえの顔は、んん！　俺は見たくねえな」
　なぜか最後のところで、顔をそらす武蔵。小次郎はちょっと不思議そうに、ない視線で武蔵を眺ながめていたが、
「なんや、そやったんか。フフ、そんなら早う言うておくれやす。あんた、武蔵はほんま、いけずやなあ」
　急に明るい声になる。唇くちびるが微びし笑ようの形に変わっていた。
「いけずじゃねーよ！　ち！　しようもねえ……とにかくだ！」
　そう言って武蔵はダルタニアンに向き直ると、
「おまえとはいずれ決着をつける。それまで、せいぜい練習でもしておくがいいぜ。いつも今日みたいに偶然がうまくやってくれるとは、限らねえからな」
「なん、だと……」
　ダルタニアンはすでに、再びクレイモアを握っていた。しかし、いますぐ斬りかかろうという、その闘気がいっこうに湧き出してこない。
「じゃあ、な」
「ほな、さいならどす」
　そう言うとふたりはダルタニアンに背を向ける。あえてなのか、隙すきだらけに見えた。誘さそっているのか、とも思う。
「……」
　が、それでもダルタニアンは動けなかった。暗くら闇やみに赤い髪と長い黒髪が溶けていくのを、黙だまって見ていた。それも、早く消えてほしいと願う気持ちを否定できない。
　闇やみに消える二人の手が、しっかり結ばれているのが見えて、それが最後になった。
「ハッ！　ハァ……ハァ、ハァ……ハァァ……！」
　とたん、地面に手を着くダルタニアン。それまで整えていた呼吸が、限界とばかりに乱れ大きく、荒あらく、息をつく。
　すでにほぼ止まっていた額の血が、まだ一ひと滴しずく、二滴と草むらへ垂れ落ちた。それと同じく、汗あせが滴り落ちる。
「……見み逃のがされた……してもらった、ということか。我は……！」
　堅かたく握った拳こぶしが、地面を叩たたく。爪つめが手のひらに食い込んだ爪が肌を破って、指の間から血が漏れ出した。
「負けた。敵かなわなかった。相手がふたりだから、ではない。ひとりでも、勝てなかった。このような、屈くつ辱じよく……！」
　長い金きん髪ぱつが垂れ落ちて、ダルタニアンの顔を覆っている。その髪も、血で汚よごれていた。
　……どれほどそのままでいただろう。ダルタニアンはようやくにも立ち上がると、しかしその目には再び闘気が戻り始めていた。
「我を負かしたのはあの者と、ふたり目……」
　クレイモアを握りしめる。
　歩き出す。その脚にしだいに力が戻っていた。
「会いたい。柳やぎ生ゆう、十じゆ兵うべ衛え……！」
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　一度隠れた月が再びすっかり顔を出して、その黄金の光を地上へ投げかけているとき。
　草原を歩むダルタニアンの後ろ姿を、見つめている者がまだひとり、いた。
　高い木の上。
「……」
　その者は最初から、つまりダルタニアンが式神に襲われるところから、武蔵、小次郎のふたりと戦たたかうさままでも、すべて見ていた。
　ひと言も発さず、ただ見るのみ。その姿は、細身の身体をぴったりとした漆黒の衣装に包つつんで、闇にとけ込んでいる。
　いま、月の光を浴びて、黒い髪が濡れたように光っていた。後ろで結び、長い編み込みがムチのように、背中まで垂れ落ちている。
　やや小こ柄がらな身体に似合わないほどの長い鑓やり。片手に携たずさえている。
　だがもっとも変わっているのはその顔で、鼻から口もとにかけて器具で覆われていた。
　このマスクのせいで、言葉をしゃべることができないのでは、とも思わせる。
　そしてその器具は、デザインからして武蔵の耳覆い、小次郎の目隠しと共通するものを連想させた。
　この者こそ、宝ほう蔵ぞう院いん胤いん舜しゆん。宝蔵院流槍そう術じゆつの一の使い手であった。
　また、武蔵、小次郎とも並ぶ、天草四し郎ろう麾き下かの、サムライ軍団のひとり。
　武蔵、小次郎にも手を貸すことなく、ただ見つめていた胤舜は、ダルタニアンが草原を出て見えなくなると、ようやく動いた。木から滑すべり降おりる。
　いましがた、ダルタニアンのいた場所へ歩くと、屈かがみ込む。草をていねいにかきわけると、それを見つけた。
　ダルタニアンの額からこぼれた血がまだついた、雑草。触ふれると、まだ凝ぎよ固うこしていない血が手に付着する。
　月明かりの中、血のついた手を顔の前にかざす。じっと見つめる胤舜。
「……」
　自らの口覆いを取り外した。そこにはごくふつうの、やや幼い少女の顔があった。もう何年も、微ほほ笑えんだことすらないような、表情が。笑うというより、言葉すら発したことがないのかもしれない。
　胤舜は血のついた指を口もとへ運ぶ。唇に紅を塗ぬるように、なぞった。そのうえで、
「……っ」
　口に含ふくむ。指をしゃぶるように口をすぼめる。目を伏ふせ、何度も指を前後させた。
「ん……ん……」
　不意に、胤舜の目が、見開かれた。その顔が、ボォッと輝く。青白い炎ほのおに内側から照らされているような、おぼろな光。
　そして額に、浮うかび上がる五ご芒ぼう星せいの徴しるし。よりハッキリと光って、徴を際きわだたせている。
「ぁ……はぁ、ぁ……」
　苦しそうな、あるいは恍こう惚こつとした表情を胤舜が浮かべた次の瞬しゆ間んかん、額の五芒星は光を失った。同時に顔と身体を包んでいた炎もまた、消きえ失うせる。
　そうして立ち上がる。その脚は震えが強く、手にした鑓を杖つえ代わりにしなくてはならなかった。
「……」
　胤舜の唇が動き、なにか言葉をつぶやくように見えた。だが音のある言葉はひと言も出てこなかった。
　しばらくして胤舜も草原を去る。
　急に生暖かい風が吹ふいて、草原を、雑木林を不ふ穏おんに揺ゆらした。
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「なんじゃ、売り上げが急速に落ちておるではないか」
　机きじ上よう式電脳の表計算ソフトで、メイドカフェの売り上げを見ていた幸ゆき村むらが声を上げていた。
　道場を改造したメイドカフェがオープンしてから一週間。
　最初の二、三日こそ長い入店待ち行列ができるほどだったのが、ここ数日はさっぱりとそれもなくなり、いまではテーブルに空きが目立つようになってきていた。午前中など、客がまばらでメイドウェイトレスたちが退屈するほど。
「このままではいかん。初期投資も回収できぬまま、店が寂さびれてしまうではないか。そうなったら、事業も失敗じゃ」
　なにしろ、飾り付つけなどの装そうし飾よく費、テーブルや椅い子すなど什じゆ器うき、皿やスプーンなどの食器類、それにメイドコスチュームが、ダメージやクリーニングなどを考こう慮りよして、人数分の三倍は必要だ。
　かくして開店のための初期投資は、かなりの額に上っていたのである。
　礼れい萬まんショックでほぼ無一文になった幸村と柳生道場が、どうやってそれだけの開店資金を調達できたかというと、
「街の金きん融ゆう屋への利子返済期限が迫ってきておるというに、このままでは……」
　なんのことはない、街金から借りたのだった。もっと言えば、学生街の高利貸し。年五十パーセントの高金利である。
「いかん。いかんのじゃ、このままでは……ええい、なんとかよい起死回生の手段はないものか」
　幸村は電脳の鼠ねずみ箱を操り、次々と画面を出しては切り替かえた。
「ウキュ？」
　主人のそんな姿に、部屋の隅すみにいた佐さ助すけが首をもたげては、ようすを窺うかがっている。ちなみにあのとき以来、少女型に変身してはいない。
「キュゥゥ」
　ボリボリとお尻しりを掻かく。変身していないから、そのお尻にも剣けん姫きの徴は浮かび上がってはいなかった。
「メニューを増やしたものか。いまは喫きつ茶さだけじゃからのお。軽食でも……いや、けっきょく設備や人にまた金がかかるではないか。材料も仕入れねばならぬ。仕込みに時間も取られるしのお。もっと簡単で金がかからず、すぐにできて効果的な方法は……方法……ん？これ、は……」
　そして幸村がたまたまいきついたのは、首都大おお江え戸どの、ある店のサイトだった。
「うむ、これじゃ！　これなら……！」


　同じ頃ころ。
　柳生道場の表門、あらため、メイドカフェ正面入り口から、脇わきに回ったこちらは勝手口。そこに見覚えのある三人組がいた。
　制服姿の三人の少女。
　毛もう利り勝かつ永なが、明あか石し全たけ登のり、それに長ちよ宗うそ我か部べ盛もり親ちかの、サムライ少女たちである。
　淀よど君ぎみを装よそおった天草四郎に術を施され、操られて、生徒会長徳とく川がわ慶よし彦ひこの暗殺を企たくらみ、ひいては宗むね朗あきらや道場の剣姫マスターサムライたちを敵に回して戦うことになった。その過程で、幸村と又また兵べ衛えを一時仲間に引き入れている。
　そんなわけだったから、千せん姫ひめに敗れて術が解けたあと、微びみ妙ような立場ではあった。
　旗本生徒会は、慶彦襲しゆ撃うげきと暗殺未み遂すいを、最終的に単なる事故として片づけてしまったから、表向き三人に処しよ罰ばつはなかった。
　術にかかっていた間の記き憶おくが曖あい昧まいなこと、すでに地下大坂城は崩ほう壊かいしてしまっているため、それ以上の確かな情報は得られないこと、などから、尋じん問もんの末、放ほう免めんされたのだ。
「そのおまえたちが、なぜのこのこと再びこの道場に現れたのか、っていうのよ。理由によっては、タダで返さないんだから、覚悟なさいよ」
　と言うのは千姫だ。勝手口の縁えんの上に仁に王おう立ちになっているが、まだカフェの営業中のため、その姿はメイドコスチュームのまま。傍かたわらにはやはりメイドコスの半はん蔵ぞうが控ひかえていた。
　そして千姫の目の前、いまは玄げん関かんの三た和た土きに並んで正座させられている三人。道場へ顔を見せるなり、千姫に見つかってこんなふうになっているのだった。
　ひととおり詫わびを入れたあと、三人の中のいちおうリーダー格、勝永が切り出した。
「と、ときに、我ら三人、千姫さまがたに多大なご迷めい惑わくをおかけしたこと、どのように償つぐなったらよいのかとずっと考えておりました」
「しかし、謝あやまるだけならば子どもにでもできること。我ら、この身を以もつていかようにも償いたくある所存である」
「盛親もなのだ。操あやつられていたとはいえ、千姫さまに弓引いたこと、すごく後こう悔かいしてるのだ。悪かったのだぁ」
　三人三様に述べ、また頭を垂れる。が、千姫は、
「無理。いらない。帰れ」
　冷たく見下ろすのみ。言葉少ないのがまた恐ろしい。
「あ、いえ……その、話だけでも！　なんとか、お聞きいただけないでしょうか。お願いです、話だけでも！」
　ギロッ、とにらまれ、失神寸前の勝永だが、必死に言いつのる。
　なにしろ勝永たちは、千姫の強さを身を以て知っている。三人がかりでもまったく相手にならなかった。その体験がまざまざと甦よみがえる。
「御お姫ひいさま、ここはお話だけでも。彼かの女じよたちもじゅうぶん反省していることですし」
　半蔵がとりなして、
「面めん倒どうくさいわねえ。まぁいいわ。忙しいんだから、手短になさい」
　なんとか千姫を引き留めることができた。
　ホッとする勝永たち。が、
「早く！」
「ひぃ！　は、はいぃ」
　さっそくうながされて縮み上がる。かろうじて呼吸を整え、話し始めた。
「我ら三人、いみじくもサムライの端はしくれ。このうえはこの柳生道場の列にお加えいただけないでしょうか」
「おまえたちが？　この道場に？」
「はい。いまとなっては、この身を操られていたことがなにより悔くやしく、我らもまた、あの淀の方、もとい天草に一いつ矢し報むくいる術がないか、と常々考えておりました」
「しかし我らだけでは、やはりあの恐るべき力を持つ天草に抗こうするのは難しいのである。ただ返かえり討うちにあうよりは、力を合わせて……い、いや、この道場の麾き下かに入り、下働きでも使ってもらえればそれがいちばん役に立つのである、と考えるのである」
「この道場の面子は、一度はあの天草を退けているのだ！　天草たち以外でいちばん強いのはこの道場のサムライたちなのだ。盛親は強いサムライが好きなのだ。だから仲間にしてほしいのだ！」
　三人が言い、改めて千姫がつぶやいた。
「弱いのが三人集まっても場所取るだけなのよね」
「御姫さま、まだ弱いと決まったわけでは……。それは、御姫さまにはもとよりかないませんけれど」
　なんとかフォローしようとする半蔵。が、三人はそれでも諦あきらめずに、というよりはこっちが本当に言いたいことらしく、勝永が話し出す。
「その……じつは、この道場の主である柳生宗朗さまは、サムライたちをたばねる『将』たる者であるとか」
「サムライは、『将』と契ちぎることでさらに強くなれるのである。いにしえよりの言い伝え、それが真であったと思うのである」
「『将』は徳川将軍だけだと思ってたのだ！　だけど、柳生宗朗と契れば、盛親ももっと強くなれるのだ！　盛親、うんと強くなって、天草一派をやっつけて……ぎゃっ！」
　最後の「ぎゃっ！」は、盛親が三和土の上で倒たおれ、そのままゴロゴロと転がった声だった。そんなことをするのはもちろん、
「御姫さま！　そのように、脚で……」
「ふん、案の定ね。償いたいだの謝りたいだの、殊しゆ勝しようなことを言ってるかと思えば、やっぱりそういう魂こん胆たんがあったんじゃない」
　千姫だった。ニーソックスに包まれた脚を、二度三度、振っている。
「ご、誤解です。それは……私たちも強くなれれば、より戦力として道場のみなさまに協力できるという意味で……」
「そうなのである！　そのために宗朗どのと契るのもやむなしと……というより、宗朗どのはなにより、このように多くのサムライたちを束ねて、慕したわれているということでもあり、その意味でもぜひ近づきにならせていただければ、なのであって」
「けっこういい男だって聞いたけど、でも、盛親は男に興味ないのだ！　だから、契りだけ結んでもらえれば……うぐ！」
　最後の「うぐ！」は、勝永が盛親の口を塞いだために、言葉を呑のみ込んだ音だ。
「い、いえ、決して契りだけでいいなどとは。あ、強くなりたいというのは本当で……そ、それは、とりもなおさず、道場のお役に立ちたいと……千姫さまのお力に……」
　言えば言うほどイヤな汗がどんどん出てきて、勝永の顔が赤くなったり青くなったりする。
　勝永の言葉は正直なところなのだろう。
　自分たちを弄もてあそび、使い捨てようとした天草には一いつ矢しを報むくいたい。しかしいまのままでは返り討ちというより、簡単に一いつ蹴しゆうされるのがオチだ。
　ゆえに力がほしい。それにはサムライとして「将」と契り、剣姫マスターサムライとなるのがいちばんだ。そして道場の剣姫マスターサムライたちとも姉妹の間あい柄だがら、仲間になれる。
　が、千姫はにべもない。
「ダメよ。だいたい、これ以上この道場の人口が増えてどうするのよ。もう部屋はいっぱいよ。あとは、道場の稽けい古こ場ばに枕まくらを並べて寝ねるしかないんだから。それだって、いまはカフェになっちゃってるんだし」
「そのカフェとは、なんなのである？　我わが輩はい、驚いたのであるが」
　全登に言われて、こんどは千姫が口ごもる。
「な、なんだっていいじゃない！　ちょっとしたサークル活動よ、サークル活動！　お金なんか目的じゃないんだから、ね！」
「はぁ。金目的であるか」
「だから違ちがう！」
「御姫さま、いかがでしょう。この者たち、見習いとして採用するというのは」
　ここで口を挟はさんだのは半蔵だった。
「見習い？　どういうことよ」
「いえ、なにもこの道場と合流すると言っても、必ず『剣姫マスターサムライ』とならねばならないわけではありません。ですが、来きたるべき天草一派との戦いに、戦力は確かに必要。なにをもって十分、とは言わないまでも、多くて困ることはありません。ですからここは試用期間ということでは」
「おお！　お口くち添ぞえいただき、ありがたいのである、半蔵どの！」
「それでけっこう！　いえ、じゅうぶんです！」
　全登と勝永が目を輝かがやかせる。
「盛親、早く強くなりたいのだ！　……そ、それでいい、のだ」
　盛親も声を上げる。が、千姫に一いち瞥べつされて黙る。
　その千姫、腕うで組ぐみして三人を見下ろし、
「そうね。半蔵の言うとおりかもしれないわ。まあ、捨てゴマでもいないよりはマシってことかしら」
「お、御姫さま。いきなり捨てゴマ、は……」
　あわてて半蔵が言う。千姫はふーっ、と息を吐はき出すと、
「まあ、いいわ。見習い、給料なし、なんでも千の言うことには従う、というならね。ちょうどウェイトレスはもっと増やしたいところだし。千の足元にも及およばないけど、おまえたちでもなんとかなりそうじゃない」
「ありがとうございます！　……ぇ、給料なし……？」
「よいのである！　この全登、存分にはたらくのである。西洋女中にも興味があるのである」
「盛親もそのヒラヒラの、着れるのだ？　うれしいかもなのだ！」
　ひとまずは解決。千姫と半蔵が顔を見合わせる。そこへ、
「たのみたい」
　とつぜん現れた人ひと影かげ。それは、
「ダルタニアン、さん……!?」
「どうしたのよ、その姿！」
　ダルタニアンだった。しかし、
「なんでもない。ちょっとそこで転んでな」
　そう言うその姿は。
　いつもの鮮あざやかなドレスはボロボロ。ウエストのビスチェも、スカートも大きく破け、裂さけて、中の下着が覗いている。
　そのうえ、肌は全身あちこちに擦すり傷きず。額から流れた血を拭ぬぐったせいで、顔も汚れていた。
「あ、あ……そんな……なんてことでしょう」
　しかしダルタニアンの姿をつぶさに見て、倒れそうなほどにショックを受けたのはそこにいたほうの面々、とくに半蔵だった。
「すぐにお医者さまをお呼びしなくては……！　それと……お、お風ふ呂ろを沸わかします。身を清めたいでしょうから……あ、でも事件であれば、いろいろとその、検査して証しよ拠うこを検出してからのほうが……でしたら、先に学園の検察監かん査さ部ぶに！　で、でもやはり、公おおやけにはしたくないということであれば、内密に……」
　さっきからひとりで、顔を真っ赤にしたり、かと思えば沈ちん痛つうに目を伏せたり。そんな半蔵の反応に、ダルタニアンのほうが面食らって、
「風呂を使わせてくれるというのはありがたいが、いますぐでなくともかまわぬ。それに怪け我がはかすり傷だし、事件など我は起こしておらん」
　言うと、半蔵は悲しそうに首を振る。
「そう、ですね。女のコにとってはやはり、なかったことにしたほうが将来のためですものね。ここは野犬に噛かまれた、とでも思って……そんなことがなぐさめにならないのはわかっています。しかし、いまは……時が解決してくれると……」
「うむ。たしかに野犬の群れに襲われた。が、あれは……」
　式神であり、そこからがダルタニアンの伝えたいことだった。が、半蔵は顔色を変えて、
「な、なんですって。野犬の、群れ……ひ、ひどい。そんなことが……」
　いまにも涙なみだをこぼさんばかり。
　ここにいたってとうとう千姫が、
「ちょっと、なんだか話が通じてないわよ。だいたいあなた、なんでそんなボロボロ……ぇ、まさか」
　言いながら、不意に気づいた。半蔵の言うことに思い当たった。
　千姫は急に真しん摯しな表情になると、ニーソックスのまま三和土へ降り、ダルタニアンの手を取る。
「な、なんだ」
「気を落とさないで。いつもは敵だけど、いまも仲がいいわけじゃないけれど、同じ女として卑ひ劣れつな犯罪は許せないわ！　泣なき寝ね入いりなんかしちゃダメ。千が味方よ。いっしょに声を上げましょう！」
　強く手を握にぎりながら真顔で言う。
　それまで見ていた例の三人までもが、
「なんと……いたわしい」
「女性の敵！　許せないのである」
「野の良ら犬いぬがいっぱいいるのか？　盛親がこの鑓で退治してやるのだ！　居場所を教えるのだぁ！」
　……ピンと来たのは三人ではなく、どうやらふたりのようだった。
　そしてとうとうダルタニアンまでもが、思い当たる。
「な！　まさか、貴公たち……！」
　一瞬にして、頬ほおが真っ赤に染まる。白いミルクのような肌が、全身桜色に色づいてしまっていた。
「無理に話さなくともいいんですよ。言いたくなければ」
「逃げてちゃダメなんだから。事実と向き合って、乗のり越こえるの！　千も協力するわ！」
「できることがあったら、なんでも言ってほしい」
「うむ。うむ！」
「みんなで野良犬退治なのか？　盛親ひとりで十分なのだー！」
　四人プラスひとりが迫る。おそらく全員が、ダルタニアンを思いやってのことだからよけいにやっかいだ。
「うぬぬ……だからそれは、違う！　貴公らが思っているようなことでは……」
　とうとうダルタニアンが、赤い顔で叫さけぶ。
「我は……誰だれにもなにもされておらぬ!!」
　だがちょうどそのときだ。
「ニア！　声がするから来てみたら、やっぱりニアじゃないか！」
　奥おくから出てきたのは宗朗だ。
「宗朗！　ちょうどよかった、この者たちに……」
　が、ダルタニアンを間近に見ると宗朗の顔色が変わる。
「ま、まさか、ニア……」
　ダルタニアンはワナワナと震えて、
「だから！　違うと言っているぅうう!!」
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「……なんじゃ、式に襲われたというわけか」
　いつのまにか幸村も混じっていた。
　メイドカフェがはねたあとの、夕方というより夜に近い。いまはカフェのホールになっている道場の稽古場で、それぞれが席についている。遅い夕食の最中だった。
「式そのものは、造作ない。どれほどいようと、ただの操り物。我が遅れを取るものではない」
　ダルタニアンはけっきょく勧すすめられたとおりに入浴を済ませ、いまはほっこりと上気したピンクの肌に道場の浴衣ゆかたを着ていた。
　袖そでと裾すそが少々寸足らずなのは、身長のせいもあるが、たっぷり盛り上がった胸むなもとが三次元的に布を消費してしまっているから、かもしれない。
「ほんとうに、すいませんでした。あの、わたし……」
　同じ席で、申し訳なさそうに身をすくめるのは半蔵だ。こっちがこんどはすっかり赤くなっている。
「そうよ。よく考えたら、こんなメチャクチャ強い女、勝てる男なんているわけないんだから」
　千姫の身もフタもない言葉。
「お、御姫さま！」
　別のテーブルでは、十兵衛の声。
「ニアさん、どうかしたのぉ？」
「しっ！　子どもが口を出すことではありませんわ」
　兼かね続つぐがたしなめる。十兵衛はそれでも兼続に聞きたがり、兼続が顔に渋じゆ面うめんを作りながら耳打ちすると、
「クレープ？　ふぅーん。クレープって、おいしいのに、ね？」
「ぶっ！　そのクレープではありませんわ！　というか、どのクレープでもなく！　ええい、ややこしくなりますわ、十兵衛は黙ってらして！」
「はぁーい」
　ひとしきり、兼続とのかけあいが終わったころ。
「ぼくも、すまなかった。ニアの姿が……つい、その」
　宗朗も苦くし笑ようしながら謝る。ダルタニアンはわずかに頬を染めながら、しかし憮ぶ然ぜんとして、
「もうよい！　わかったであろう。我が、そのようなことになるわけがない。我は……誰ひとりとして、この肌を許すつもりはないのだからな」
　言ってしまってから、よけいに頬を染めるダルタニアン。
　その空気が伝でん染せんして、
「誰ひとり……？　へえー、じゃあ、お兄さまとはなんでもないんだ」
　千姫がからかいつつも探さぐりを入れると、
「誰が、あのような……！　んん！　いや、我がジェネラルに、我は臣従する身。しかし心まで明あけ渡わたしたつもりはない。あのような……だ、だいたいあの男は、女に興味があるのか！　妹ならば知っておろう！」
　逆に千姫に聞き返すダルタニアン。
「もうそのくらいにせよ。それよりも大事なことじゃ」
　いいかげん脱だつ線せんした話の方向を、幸村が正す。
「宮本武蔵と佐々木小次郎、と申したのじゃな」
　その名前が出ると、部屋の中が緊きん張ちように静まりかえった。ダルタニアンが表情を引ひき締しめる。
「大坂城脱出のおりに見た姿に、ほぼ同じであった。武蔵は大小を腰こしの両側に差し、小次郎の刀は身みの丈たけよりも長いほどだ」
「そのあたりは、予想と同じね」
　千姫が言う。
「うむ。だがもっとも異なるのは、両者の顔だ。顔に付けた器具、と言ってよいか。武蔵は両耳を覆おおい、小次郎にいたっては両目を隠すように覆っていた。ただの耳覆い、目め隠かくしでないことは、我のクレイモアの一部が破は砕さいした際、小次郎のゴーグルを破壊したことでわかった。中に機械部品のようなものが詰つまっていたのでな」
「じゃあ、その目隠し……ゴーグルとヘッドフォンみたいなものは、なんのために付けているんだ？　いや、自分から付けているのか、付けられている？」
　宗朗の問いに、ダルタニアンが答える。
「正確なことはわからぬ。が、ひとつ言えるのは……ゴーグルが壊こわれたあとの小次郎の目には、光がなかった。逆に言えば、あの機械で視力を増幅しているように見えた。同じことを武蔵に当てはめるなら……」
「聴覚を、増幅ということでしょうか」
　言ったのは半蔵だった。回りの剣姫マスターサムライたちもうなずく。
「でも、その器具が壊れたら、逆に本来の感覚は制限されるのじゃなくて？　それとも……」
「そうじゃな。視覚などの感覚を失うか、機能を停止する代わりに、器具、機械が別の形で増幅している、ということじゃろう。通常、視覚は光を感じることで得られる。が、逆に言えば闇やみ夜よでは見えぬ。そのゴーグルによって、闇夜でも見えるようになるとしたら、それは並の目よりもずっと役に立つというものじゃ」
「なら武蔵も……」
「耳なら、小さな音を聞きつけたり、聞こえにくい状じよう況きようでも聞きたい音だけを増幅して聞き取ったり」
　幸村、宗朗、千姫が口を開き、仮説を検証していく。ダルタニアンの戦せん闘とう経験が、敵のデータとなって共有されていくのだ。
「でも、どうしてですの？　それほどのサムライならば、なにも器具でそんな能力を高めなくとも……」
　兼続の疑問は正しい。そしてそれがもっとも重要な部分。
「はっきりとは答えなかったが、我の言うことを否定もしなかった。すなわち……」
「天草によるもの、じゃな」
　幸村が引き取る。ダルタニアンもうなずいた。
「おそらくは」
　幸村が目を閉じた。考えを整理しているように見える。
「尊たか保もり……由ゆ比いし正よう雪せつはどうだったの？　そんなふうには見えなかったけれど」
「はい。とくになにかの器具を身体に付けているようには見えませんでした。感覚部分で特化しているというふうにも……」
　千姫と半蔵の言葉に、幸村が目を開く。
「そこじゃ。淀君あらため天草四郎、松まつだ平いら尊保改め由比正雪、これらと、宮本武蔵、佐々木小次郎との違いがある。さらに、御ご前ぜん試合の名めい簿ぼにあった、宝蔵院胤舜、荒あら木き又また右衛え門もんを加えてもよい」
「なあに、その謎なぞかけ。さっさと言いなさいよ。ええと……天草と由比は……」
「どちらも江え戸ど初期の人物……幕府に叛はん乱らんして闘い、敗れた者、敗れて……命を落とした……」
　半蔵と千姫が顔を見合わせる。全員が、固かた唾ずを呑んだ。
「よい観点じゃ。さらにいえば淀君も……まあ、これは反徳川を利用するために騙かたっていたわけじゃが、徳川に恨うらみを持つ人物。恨みを呑んで敗死し、その無念、存念は黄泉の国へ上ることもできずにこの世に留とどまっておる」
「そんな……怪かい談だんじゃございませんの」
「怪談ふうに言えば、そうなるのお。じゃが構造は同じこと。対して武蔵や小次郎にはそれがない。胤舜、又右衛門も同じじゃ」
「と、いうことは……」
「いわば天草と由比は同じ動機を持つ、いわば同志、主従というべきもの。が、武蔵や小次郎たちは」
「助すけっ人と、客きや員くいん、外と様ざま……といったもの、でしょうか」
　ここへ来て、全員が腑ふに落ちるものがあった。
「なるほど。その違いがあったのか。でも……」
　宗朗が言い、幸村が続ける。
「それと、感覚を制限することとは直接は繋つながらぬ。ゆえにこれはあくまで仮定じゃが……武蔵たちは天草の召しよう還かん術によって甦ったサムライと思ってよかろう。その召還の過程か条件かはわからぬが、それぞれの感覚器官をいったん奪うばう、制限するような処置が施ほどこされていたか……もしくは召還が不完全でそのようにしか召還できなかった、か。いずれにせよ……」
「天草の仕し業わざということ、ね」
「ゴーグル、ヘッドフォンはやはり、感覚を補い、増ぞう幅ふくするためのものだったか」
　ダルタニアンも同意する。そしてしばらくの沈ちん黙もくののち、口を開いた。
「謎の一いつ端たんは、つまびらかになったようだ。感謝する。が、我のいちばん言いたいことはこの後なのだ。つまり……武蔵、それに小次郎は、強い。その強さは、我の……あの姿を見たならば、わかるであろう」
　そこまで言って、唇を噛む。
　そのあとはとつとつと、感情を交えずに戦いの経けい緯いを語るダルタニアン。
「ニア……」
　プライドの高いダルタニアンが、自分の負けを曝さらしてまで情報を持ってきてくれたのだ。そのことに道場の宗朗も、剣姫マスターサムライたちも感じ入る。
「それにしても、ダルタニアンを負かすなんて……想像以上ね」
　ぽつり、と千姫がつぶやく。
　柳生義ぎ仙せん亡なきいま、徳川慶彦の剣姫マスターサムライとして、ダルタニアンは最強の剣姫マスターサムライといってもいい。それが、たった一いち撃げき。わずかに刃はを一度ふれ合わせただけで、完敗に近い負けを喫きつしていたのだ。
　直接刀を交えたことはなくとも、柳生道場の全員はダルタニアンの強さを認めている。つい空気が沈しずみ込む中、
「その武蔵さんて、すごーく強いんだね！」
　急に声を上げたのは、
「十兵衛」
　全員の視線が、十兵衛に注がれる。
　ダルタニアンを倒した唯ゆい一いつのサムライ。それが、変身した後の、剣姫マスターサムライ・十兵衛だったからだ。
「あなたが口を出すところではありませんわ。あなたの中の十兵衛さんに聞いて……」
「強いサムライさん、十兵衛、楽しみなの！　早く戦いたいな！」
　兼続がたしなめるところ、十兵衛が笑って言った。
「十兵衛……さん」
　又兵衛が、見つめる。つぶやいた。
「……へ!?　十兵衛、なんか言った？　ダルタニアンさんのクレープ、食べに行くの？」
　一いつ瞬しゆんの間ののち、全員がほーっ、と息を吐き出す。いつもの十兵衛だった。それは間違いない。ならば、いまさっきのは？
　そんな疑問が全員の頭に浮かんだところ、うつむいていた幸村が、顔を上げた。
「……ときに、じゃな！　わらわから、みなに提案があるのじゃ！」
「なあに？　対天草一派のことなら、協力するわよ」
　そこは犬けん猿えんの仲を超こえて助け合うのが当然、との千姫に、
「あ、いや、そのことではなくて、じゃな……。じつは、このメイドカフェのことなのじゃが……」
　それまでの自信に満ちた態度がウソのように、ギクシャクした物言いの幸村。
「メイドカフェが、どうしたんですか？」
「う、うむ。じつは、最近売り上げが落ちておってな。このままでは経営が危あやういのじゃ。そこで……新たなサービスを考えたのじゃが」
「新たな」
「サービスぅ？」
　とたん、胡う散さん臭くさいものを見るような千姫の視線が突つき刺ささる。
「あ、いや……」
「なんですの？　早くおっしゃいなさいですわ！」
「そうだよゆっきー。なあに？　なあに？」
　口は出さないが、宗朗、ダルタニアンも注視している。幸村がやや唇を尖とがらせながら、言う、そのサービス、とは、
「う、うむ。それは、じゃな……」
「……ぇぇぇええええ!?」
　またも、悲鳴混じりの声が交こう錯さくする、ここ、柳生道場であった。
肆◆フレッシュクリームパニック!!
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「これ、は……」
　長身をモジモジさせながら、ほのかに頬を染めているのは又また兵べ衛えだった。その隣となりでは千せん姫ひめと半はん蔵ぞうが、
「なによ！　どうしてこうなの!?」
「御姫さま、せめてエプロンを！　パレオの代わりになりますから」
　そう言うその姿。もちろん、
『水着デーじゃ！』
　幸ゆき村むらの発案だった。
　売り上げの落ちた柳やぎ生ゆう道場メイドカフェを立て直すため、幸村が情報を集めて練った秘策。
『なんだかんだ言って、男子は乙おと女めの肌はだに弱いものじゃ。しかるにメイドコスチュームはかわいいが露ろし出ゆつ面積に欠けるでの。聞けば大おお江え戸どの秋あき葉は原ばらで流は行やっておる本場のメイドカフェでも、日ひ替がわりでさまざまなサービスを行っておるという。中でも大人気が、水着デーなのじゃ！　これを取り入れれば、我がメイドカフェも繁はんじ盛よう間ま違ちがいなしじゃ！』
　そう主張する幸村と、千姫たち（というよりおもに千姫）の間には激しい意見が闘わされたのだが、けっきょく、収入を得なくては明日の食費にも事欠く、という状況ゆえ、
『やってやるわよ！　やればいいんでしょう！　その代わり……』
　結果。
「御姫さまのビキニ、鮮やかな赤が、白いお肌に映はえて、とってもステキです。でも……このように大だい胆たんに肌を曝したお姿を、他の生徒たちに見られると思うと、半蔵、なんだか、胸の奥が焼けるように、痛くて、正直、苦しゅうございます……！」
　そう言う半蔵は、地味な色を自分で選ぼうとしていたところを、千姫に押しつけられた水色ボーダー柄がらのビキニ。
「なによ、減るもんじゃないし、見られるくらいなんともないわよ。それより、見るべき者がちゃんと見ないと、ダメなんだから、ね！」
　千姫の、スレンダーながら出るところは必要以上に出ている、くびれ最強！　な人体のフォルムに対して、半蔵のどこか親しみを感じる体型もまた、見る者によっては好ましい。といっても、それは千姫と較くらべるからで、ふつうにリアルでプールサイドにいたら、それはまぶしすぎるプロポーションではある。
　そしてひとり、水着ではあきらかにないその姿。
　股こ間かんは下帯で胸はサラシ、その上にメイドエプロンというのは又兵衛だ。
「やっぱり……これでいい……」
　最初こそ黒ビキニを勧められるままに着て見たものの、
「キュンキュンする……」
　ようは股間に違い和わ感かんが……ということらしい。
「褌ふんどしのほうがよっぽど食い込んでると思うんだけど」
　千姫の言葉も、本人は気にならないようだ。
「じゃーん！　お待たせだよー！」
　更こう衣い室しつから飛び出してくるのは、白い紐ひもビキニの十じゆ兵うべ衛え。いつもは赤やピンクなどビビッドな色を選びがちなところ、それをあえて、
「ふだんからその胸とかお尻とかが主張しまくりなのですわ。シンプルで清純な白を選ぶのが、ここはベストなのですわ」
　そうさせたのは、自身はレインボーカラーのビキニの兼かね続つぐだった。
　兼続も年相応というよりは、かなりの健けん闘とうぶりなのだが、隣となりにいるのが、奇き蹟せきともいえる発育、スタイルの十兵衛だけに分が悪い。
「まあ、仕方ありませんわね」
　頬をうっすら染めながら、渋面を作る。そして、
「これで、よいのか」
　奥から現れたのは、
「ダルタニアン、さん！」
　それはもう、いままでの等級とかレベルとはまた別次元。ドレスと同じ、濃こいなす紺こんのビキニに身を包んだダルタニアン。
「これしかサイズがなかったのでな。少々、きついようだが……」
　押し込めた、というべきか。
　アルファベットでいえば、トップＧとかＨなどに達していると思われるバストが、きゅうくつそうにブラのカップから押し合あい、顔を覗のぞかせている。
　ボトム側はこれもまた、小さめサイズのため妙みようにローレグになってしまい、ヒップの山が入りきらずに上も下もはみ出してしまっている。
「なにあれ、反則じゃない」
「ニアさん、すごーい」
　千姫が戦意喪そう失しつし、十兵衛までが驚おどろきを隠かくさない。
「我は、受けた借りは返す主義だ。今回、この道場では多くのねぎらいを受けた。そのことに感謝し、このような形でよければ役に立ちたいと思うが」
「そんな。天あま草くさ一派の情報を教えてくれただけで十分ですのに」
「いや、それでは我の気が済まぬのだ。それに……」
　チラチラと厨ちゆ房うぼうのドアを気にするダルタニアン。
「ははぁ、やっぱりそっちが目当てなんだ。もうすぐ出てくるんじゃない？」
　これみよがしに千姫が言うと、
「ば、バカを言うな！　我はジェネラルの『剣姫マスターサムライ』で……む、宗むね朗あきらは関係ない！　今回はただ借りを返したいだけ、それだけなのだからな！」
「あら。宗朗のことなんて、ひと言も言ってないんだけど？」
「な！　……我を、たばかるとは、ひ、卑ひき怯ような！」
　頬に点ともった朱しゆが、たちまち顔全部に燃え広がるダルタニアン。ビキニの胸もとまで上気したように赤く染まっている。
　さらに加えて、
「た、確かに、お役に立ちたいとは言ったものの、まさか……！」
「このような姿で、人前に立つなど……し、しかし千姫さまのご指示なれば、いたしかたないのである」
「な、なんか恥はずかしいよぉ。でも、がんばるのだぁ！」
　急きゆ遽うきよ、組み入れられた勝かつ永なが、全たけ登のり、盛もり親ちかの三人だ。それぞれ、黄色水玉、ピンク水玉、ライムグリーン水玉のビキニを着せられている。
「なんだか信号みたいですわね」
　兼続がいうが、どうして、スリムな勝永、少年体型の全登、思い切り子ども体型の盛親なのに、それぞれ、
「胸はけっこう……ある」
　意外性、というサプライズが効いているのだった。そして又兵衛がそのことを気にするのは、
「幸村さま……」
　この水着デー発案の本人、幸村を気き遣づかってのことだった。
「ゆっきー！　みんな着き替かえ、終わったよー！」
　十兵衛が呼んでも返事がない。業ごうを煮にやした千姫が、
「ほら、早く出てきなさいったら！」
　更衣室から引っ張り出した。
「は、離はなさんか！　わらわは、こんな……あ！」
「ぁ……」
　そこに同じく、厨房から出てきた宗朗。ぶつかるように鉢はち合あわせする。
　その幸村の姿。
　白ビキニ、だった。まぎれもない、シンプルな白ビキニ。だがどこか、なにか違う。
　千姫いわく、
「水着って、必ずカップが入ってるのよね。でもカップがあると、胸との間に隙すき間まができちゃうのよ、幸村の場合」
「カップのない水着を探すのに苦労しました」
　半蔵がどうやら探してきたらしいその水着は……ようは布一枚（インナーはあるものの）でできた、限りなく二次元的なブラだった。
　カップがない分、三次元的な空間はなく、幸村のＡＡＡカップの胸にぴったりフィットしている。している、のだが、
「幸村、その水着……」
　思わず宗朗が注視する。その先はやはり、胸……。
「む、宗朗……み、見るなぁ！　愚おろか者ものぉおお！」
　カン！　いつの間にか手にした大鉄扇が、閉じたまま宗朗の脳天へ落下する。
「げふ……！」
　いつになく力の加減を忘れた剣姫マスターサムライの大鉄扇の一撃は、宗朗をその場で昏こん倒とうさせるのに十分だった。
「宗朗……？　これ、宗朗……!?」
「ちょっと、ヤだ！　宗朗！」
「お兄ちゃん!?」
　宗朗が目覚めるのは、この後たっぷり半時間後となる。


「だからわらわはイヤだと言ったのじゃ！」
「あら、よく似合ってたのに。まあ、それでもいいわよ。ワンピースのそれなら、いつも着慣れてるものね」
　千姫が言うのは、着き替かえた幸村の姿。
　白ビキニ改め、紺スク水である。そのうえ、ていねいに胸には木も綿めんのあて布で、「さなだ」のネーム入り。
「なんだかバカにされておるようで腹が立つわ」
　プイッ、と幸村が怒おこって顔を背そむければ、
「フフ、それでいいのよ。落ち込んだりするより、怒ってるほうがずっと幸村らしいんだから」
　千姫が小さく笑う。
「なんじゃ、からかうでない。わらわはそもそも……」
「頭脳労働向き、って言いたいんでしょうけれど、こんどは許さないわよ。この水着デーの発案者として、責任とってホールに出なさいよね」
「わ、わかっておるわ、そのくらい」
　幸村が頬を膨ふくらませて黙だまるのを見て、千姫はまた笑う。だがそれは、嘲ちよう笑しようではなく、暖かい笑いだった。まるで妹を見るような。
「まあいいわ。ほら、見てご覧なさいよ。外！」
　窓を少し開けて、外を覗いた千姫が言う。幸村を招く。
「なんじゃ……ん!?」
　そこには、店が開くのを待つ学生たちの長い列が。最初の開店待ちの列よりも長く、道場を二重にも取り囲んでいる。
　柳生道場カフェ水着デー、告知効果、てきめんだった。
「おお！　これは……わらわの策が、大成功じゃぞ！」
　思わず幸村の顔もほころぶ。
「まだよ。来てくれたお客さまをしっかり満足させて返さないと。そこまでが仕事よ。満足して気持ちよく店を出れば、必ずリピーターになってくれるわ」
　千姫が言うと、こんどは幸村が笑った。
「なんじゃ、おぬし、商売っ気もあるようじゃの」
「そうかも。というより、やり始めたらムキになるほうだから。負けたまま終わり、なんてのがイヤなんだもの。メイドカフェだって、真しん剣けん勝負、でしょ？」
「うむ。そうじゃ。ではまいるとするか」
「ええ、忙いそがしくなるわよ！」


２


　実際、開店するとそれはすさまじい忙しさになった。
「お帰りなさいませ、ご主人さまぁ！」
「こちらへどうぞ、ご主人さま！」
「ご注文はお決まりでしょうか、ご主人さま」
「お待たせしました……ご主人、さま……」
「行ってらっしゃいませ、ご主人さま！」
　店内の喧けん噪そうに負けじと、元気のいいメイドウェイトレスたちの明るい声が響ひびく。
　しかもそのコスチューム！
　色とりどりのビキニに、わずかに腰を覆うだけのエプロンがパレオのようだ。頭のヘッドドレスが、メイドらしく映える。
　臨時見習いの豊とよ臣とみ三人衆にダルタニアンまで加え、ホールのメイドウェイトレスは総勢十名。そのすべてが、過大な戦せん闘とう力りよくを持つサムライ、またはそれをさらに上回る剣姫マスターサムライたちだということを、客たちは知るよしもない。
「メイドさん、こっち、お願いしま～す！」
「うああ！　レベル高たけぇえええ！」
「あの胸とかあの胸とかあの胸……！」
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「エプロンないといいのになぁ。あ、でも、お尻は……うぐぐ！」
「千姫さまの水着、水着！　あ、でも向こうの……又兵衛さんも……十兵衛ちゃんも！　ぅああ、目移り、目移り……！」
「明日も来るしかねえー！　てか、回数券、ないんですか？」
　盛り上がりまくる男子学生。その中にまじってチラチラと、
「千姫さま……（ぽっ）」
「そのうえセクシー……ぁああ！」
「あの赤い眼めの外国人さん……美しすぎますぅぅぅ」
　女子組も、ときめきまくっている。
　そんな中、
「……うぅぅ、千の手前あのように言ったが、やはりこれは……」
　ホールに出てはいるものの、さっきから柱の陰かげに隠れているのは、もちろん幸村だ。忙しく行き交うメイドたちを横目で見ながら、どうしても躊ちゆ躇うちよしてしまう。
　その理由はやはり、
「どうして兼続めもあのように……Ｂ、いや、Ｃくらいあるのではないか。新入りのあの小さいのでさえ、Ｂ？は、いっておろう。そのうえ……あれはなんじゃ。Ｅ、Ｆ……じ、Ｇ？　あ、ありえぬ！　それはなんじゃ！　人として……あ、あのように揺ゆれる物体を胸に、これみよがしに……く、ぅ」
　いつもの服装ならば、ここで袖を噛むというしぐさもハマるところだが、あいにく紺スク水ではそれもできない。
　赤く染まった顔と、胸を隠すようにトレーを抱だきしめて立ちつくす幸村、なのだったが……、
「あの、メイドさん、ですよね？　あの、コーヒーお代わり、もらえませんか」
　頭のヘッドドレスを確かめるように見て、客の男子学生が話しかけてくる。ビクッ、と震ふるえる幸村だが、
「こ、コーヒーか、そのくらいならわらわにも……し、少々お待っておれ……お待ちください、ませ、ご主人、さま……」
　あわてて厨房前のコーヒーポットをつかむと、とって返す幸村。さっきの男子学生のテーブルへ戻もどると、空のカップにコーヒーを注いでいく。
　コーヒーの香かおりが立ち上り、なんだかわずかに気持ちが明るくなるようだ。
「忙しくしていたほうが気が紛まぎれる、かもしれぬな……」
　つい小さくつぶやいてしまう。会えし釈やくして離れようとすると、
「ありがとう」
　テーブルの学生が言った。わずかに笑ってもいる。
「あ……うむ。ありがとう、ございます」
　幸村ももう一度、会釈した。自然に微びし笑ようがこみ上げてくる。そのせいなのか、男子生徒がさらに続けて、
「すごい繁盛ですね。一時間待ちましたよ」
「そう、ですか。ご迷めい惑わくをおかけして……」
「でも、よかった。コーヒーも美お味いしいし、メイドさんたちもきれいなコばかりで」
　メイドたちのことに話が及ぶと、幸村の顔がサッ、と硬かたくなる。
「ふむ。まあ、そうであろうな。乳が大きければ男は満足なのであろう。おぬしもせっかく来たのじゃ。わらわなどではなく、もっと乳のデカいメイドに給きゆ仕うじしてもらうとよかろう」
　急に口調の変わった幸村に、男子生徒は驚いたように目を向ける。が、すぐに視線を落として、
「い、いや、ぼくは……その、大きいのは、苦手、で……むしろ小さいほうがいいというか……」
　言いにくそうに笑う。顔も赤い。
「な、なんじゃ、おぬし、そういう趣しゆ味みか。ロリ……い、いかん、ゾワッとした」
　こんどは幸村の顔が引きつる。が、男子生徒はあわてて、
「ち、違う。そうではなくて……、その、男はみんな大きな胸が好きだっていうわけじゃないって、それを言いたかっただけで……ホントです。ホントに！」
　ペコペコと頭まで下げる姿に、幸村はついプッ、と噴ふき出だしてしまう。
「あ、いや、すまぬ。わらわはメイドであった。客のおぬしがあやまることはない。それに……人の好みはさまざま、じゃからな」
「は、はい」
　なんだか説せつ諭ゆされてしまい、逆に恐きよう縮しゆくする男子生徒。
「だがよいことを聞いた。ゆっくりしていくがよい」
　テーブルを離れる幸村は、心持ちか胸を張っているようだった。
　別のテーブルでは、
「注文は？　決まったなら、おまえから言いなさい」
　千姫の、相変わらずの女王接客。
「貴公ら、さっきからどこを見ている。メイドの水着姿ばかり見るなど無礼であろう。あちこち眺ながめず、コーヒーを飲むことに集中しろ」
　ダルタニアンの、もはや接客とも言えないセリフ。テーブルの前で仁に王おう立ち。
　だがなぜか、千姫ともにこれが大人気。
　かと思えば、
「パンケーキセットをご注文のお客様、そ、それでは、当カフェ謹きん製せいのおまじないをさせていただきます」
　頬を染めて会釈するのは、半蔵だった。
　もともとメイド忍にん者じや。主たる千姫に仕えるのは身に染しみついている。こんなところでもそれが活いかされているようだ。
　半蔵は、眼鏡の向こうの目をいったん軽く閉じると、スゥと息を吸い込み、
「パン、パン、パン、パン、パンケーキ♪　魔ま法ほうの呪じゆ文もんで、おいしくなぁれ！　フワフワ、ぽんぽん、かわいい呪文、マジカル、リリカル、キュンキュン、キュン♪」
　聞いているほうが消え入りたくなるような、そんな口上。フィンガーアクションも怪あやしげな「魔法」に、しかし半蔵はしだいに熱が入ってくるようで、
「ホイップ、ステップ、ストロベリー♪　フリル、カチューシャ、ペチコート！」
「……なんじゃ、あやつ、ノリノリではないか」
　近くで見ていた幸村が唖あ然ぜんとするほどだ。
　ひとしきり「呪文」を終えた半蔵は、やはり呆ぼう然ぜんとしているテーブルの男子生徒たちにペコッと会釈すると、
「それでは、ホイップクリーム、デコレーションです♪」
　クリームホイッパーで、器用にクリームをその場で盛りつけていく。最後に、ホイッパーをかまえると、
「バッキューン！　です！」
　まだ口がねにわずかに残っていた生クリームを、拳けん銃じゆうの銃口を拭うように指ですくいとると、ウインクとともにペロッ、となめる、半蔵。
「ゔぁぁ……」
　頭をかかえる幸村。
「あなたが考案したのじゃありませんの！　こういうのが流行ってる、って言って、みんなに練習までさせましたわよ！」
　横からツッコむのは、兼続だ。
「う、うむ。確かにそうじゃが、リアルに見せられると、凹へこむのお……」
　もっとも、千姫やダルタニアンなどの女王キャラには不採用のようだったが。
「……キラキラ、モキュモキュ……ズキューン……♪」
　そんな中、なぜか、させられている又兵衛。そして、大人気。
　もちろん、新入りの三人衆も、
「お、おまじない、なのである……！」
　ハートマークを両手で作って、そこから出る想像上のビームをパンケーキに照射する全登。
「ば、バッキューン……！」
　いちばん無理がありそうな勝永。
「行くのだ！　ホイップ、ファイヤー、なのだ！」
　こっちは楽しくて大喜びの盛親。
　店内を改めて見回した幸村は、
「なんだかんだで、みんなよくやってくれておる。客の入りも、反応も上々じゃ。わらわの策がまた当たった……いや、違うの。みなの息のあった協力とがんばりのおかげじゃな」
「当然ですわ。みんな、あの道場を守ろうと一いつ致ち団結してがんばっていますのよ」
　いつもなら反発で返す兼続の言葉にも、幸村は素す直なおにうなずける。
「おぬしの言うとおりじゃな。どれ、わらわももうひとがんばり、してくるとしようか……ん？」
　ひと目でそれとわかるほど目立つ大男が、のっそりとホールに入ってきたのだ。
　二メートル近い身長に、茶ちや筅せん髷まげに結ゆい上あげた髪かみが天てん井じように付きそうな、その顔に幸村は見覚えがあった。
「あれ、は……」
　まだ幸村が柳生道場に住むようになって間もないころ。
　買い物に出た十兵衛と、街でケンカになった（一方的に向こうから因いん縁ねんを付けてきた）チンピラ学生たちのボス。
「三さん太だ夫ゆう……たしか、大だい徳とく寺じ三太夫ではないか。いかん！」
　止めようと幸村が急ぐ。が、三太夫はそれとは知らない勝永によって、もう店内に案内されてしまっていた。いつぞやの手下、二名もいっしょだ。
「最悪じゃ！」
　幸村の予想は的中し、手下二名がわめき始める。
「おうおうおう！　誰に断って商売なんざしてやがんだぁ!?」
「ここいら一帯をシメる、大徳寺三太夫さまの許可をとってんのかぁあ、んぁあ？」
　ねめつけるように辺りを見回すと、客の生徒たちは縮み上がって目を逸そらす。テーブルに視線を落とす。
　たちまちのうちに、静まりかえる店内。
　満足そうに三太夫がアゴに手を当てて……という刹せつ那な、
「なんの真ま似ねだ。ここはメイドカフェ。みんなが楽しく喫きつ茶さする店。場ば違ちがいな汚お物ぶつの来る場所ではない」
「なんかいるだけで室温上がりそう。うっとおしい。生きてる生ゴミは処分しちゃうけど、それでいいのよね？」
　たちまちのうちに突きつけられるのは、クレイモアと薙なぎ刀なた、ではない。フォークとスプーンだった。だがその持ち主がダルタニアンと千姫というだけで、ただのシルバーは刀にも勝まさる得物となる。
「うむ。うまいぞ！」
　思わず大鉄扇を取り出そうとした幸村は、思いとどまってなりゆきを見つめた。
　だいたいにおいて、以前の、ひとりで街を歩いている十兵衛に難なん癖くせをつけるならともかく、ここはメイドカフェという名の柳生道場。
　道場のすべての剣けん姫きたちに加えて、見習いとはいえサムライの新入り三人衆、さらにはダルタニアンまでを擁ようしているのだから、状況が違いすぎる。
　虎とらの穴、ならぬ龍りゆうの穴へ飛び込んできた一いつ般ぱん人じんが場違いに凄すごんでいるようなもの。
「な、な、なにをう！　う、ううう……」
　その空気、闘気は、チンピラとはいえ武芸者の端はしくれならば伝わるのか、さっきまでの勢いはたちまちしおれて、土下座せんばかりの三太夫ら三人組だった。
「わかったらさっさと出て行……」
「お兄ちゃんたち、なににするの？」
　が、不思議なことが起こった。さっ、と進み出た十兵衛が微ほほ笑えんで、三人を席へと案内したのだ。見ていた幸村は、
「なにをやっておるのじゃ！　せっかく……ん……？」
「よいんですの？　せっかく放ほうり出せるタイミングでしたのに」
　兼続が言うが、幸村はあることに気づいた。
「うむ。じゃがこれは……まあ見ておれ」
　どうやら千姫やダルタニアンも、幸村と同じように感じたらしい。
「ふぅん。なら、まかせるけど」
「自ら選んだ仕し儀ぎ、最後まで責任を持つのだな」
　それだけ言うと、離れていく。十兵衛は小さくうなずき、笑って、また三人組へ向き直った。
「で、なににするの、お兄ちゃんたち？」
　不思議なものを見た、と固まる三人だったが、三太夫が、フッと笑って切り出した。
「なるほど。たしかにこいつは、役者が違ちげぇようだ。が、じつは俺おれがここへ来たのも、別に店を荒あらしにきたわけじゃねえ」
　ギロッ、と隣の手下を見る三太夫。
「ついいつものクセで。へへ、兄貴、すいやせん！」
　どうやらクセでケンカをふっかけるらしい。
「ほんとうは、いつぞや戦ったお嬢じようちゃんを懐なつかしく思い出してな。ここの店にお嬢ちゃんがいると聞いて、うれしくなって……」
「ぅん！　ありがとお！　十兵衛も、すごーくうれしいよ！　……で、お兄ちゃんたち、誰、だっけ？」
　ニコッ！　笑う十兵衛。唖然とするのは、こんどは三太夫たちだ。
「あ、あのなあ。じゃあ、なにか、さっき取りなしてくれたのは、俺たちに、含ふくみがあったわけじゃあねえのか」
「ふく……めん？　ないよお。だって、いっぱいお客さんに入ってもらって、お店を繁盛させたいんだもん。十兵衛も、がんばるの！」
　かつて戦った相手をどうどうと忘れる十兵衛。忘れているのだから、以前の戦いとの繋がりはまったくない。
　これには三太夫も、
「……俺、パンケーキセット。飲み物はホットコーヒー」
「お、俺も同じ」
「俺も」
「はーい！　パンケーキセット三つ！　ありがとお、お兄ちゃんたち！」
　まんまと売り上げに貢こう献けんすることとなった。
　が、
「おまちどおさまでした！　じゃあね、十兵衛からぁ、パンケーキがおいしくなるおまじないの呪文だよぉ！　これ、やりたかったの！」
　なんのことはない。じつは例の、パンケーキの呪文をやってみたかった、ということだった。それも、トリプルで、だ。
　驚き、呆あきれる三人の前で、十兵衛の呪文が始まる。
「ピンプル、パンプル、ポップンパム！」
「ん、んん？　向こうでさっきやってたのと違うよう、な……」
　意外と細かいところに気がつく三太夫の顔が曇くもる。その不安を裏付けるように、十兵衛の呪文はますますヒートアップしていく。
「パン、パン、パン、パン、パンケーキさん♪　魔法の呪文で、どっぴんしゃん！　おいしくおいしくおいしくなぁれ！　カラフル、シャッフル！　エクセレント！　世界の果てまでおいしさ爆ばく発はつ！」
「世界の、果てまで……」
「おいしさ爆発、って」
　ふたりの手下も目を点にして見つめる。
「フワフワ、ぽんぽん、かわいい呪文、マジカル、リリカル、キュンキュン、キュン♪　シンドバッドもアリババも、開けゴマならオープンセサミでキャッチマイハート！」
　どうやら佳かき境ように入ってきたらしい十兵衛の呪文と振ふり付つけ。しかし、肝かん心じんのパンケーキはどこへ行ったのか、というふうでもある。
「ホイップ、ステップ、ストロベリー♪　フリル、カチューシャ、ペチコート！　バニラ、フルーツ、キャミソール！　みんなで恋こいの、エクスプロージョン!!」
　どうやら決まったらしい。
　ホイッパーを銃じゆうのようにかまえると、十兵衛はおもむろに、
「ＢＡＮＧ！　ＢＡＮＧ！　バッキュー……あ、れぇ？」
　だが肝心の、クリームが出ない。ホイッパーをギュッ、と押おし込む十兵衛。が、なぜかビクともしない。
「なんだ、どうしたんだ？」
「長すぎる呪文のせいで、パンケーキが冷めてきましたぜ」
　やはりいろいろと細かい三太夫と手下，ｓズ。十兵衛は、
「ごめんなさぁい。ちょっと待ってね、ここ、詰まってるのかナ……んーっ！」
　ホイッパーのノズルを覗き込みながら、トリガーを思い切り握る、と、
　バフッ!!

　ちょっとした破は裂れつ音おんとともに爆発するホイップクリーム。
　それはノズルを覗き込んでいた十兵衛の顔を一部直ちよ撃くげきしながら、白い雲のように天井高く舞まい上がる。
　上がったものは必ず落ちる。それはとりもなおさず、
「きゃぁああ！」
「うわー！」
「イヤぁあああっ！」
　白いクリームの雪となって、カフェのホール中に降ふり注いだのだった。
　メイドウェイトレスたちも、客の生徒たちも男女にかかわらず、顔、髪、身体まであちこちクリームまみれ。
「な、なんだ、これは……！」
「ちょ、っと！　どうなってるのぉ！」
　ふだんは千分の一秒ものタイミングすら逃のがさず、剣けん技ぎを決める剣姫マスターサムライたちも、降り注ぐクリームには敵かなわない。
「あぁ、眼鏡にクリームが……」
「あのバカちん！　なにをやっていますの、十兵衛！」
「わらわの顔に……お、愚か者ぉおお！」
　とどめは、ホールの騒さわぎを聞きつけた宗朗が厨房から顔を出したところへ、
「なんだ？　……ぐわっ!!」
　十兵衛が握っていたクリームホイッパーが、丸ごと飛んできて顔面を直撃。幸村の大鉄扇が脳天に落ちたのに続いて、今日二度目のダウンを喫する宗朗だった。
「きゃあ！　お兄ちゃん！」
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　こうなると、もうホールは阿あ鼻びき叫よう喚かんのクリーム地じ獄ごく。カフェの営業を続けることなどとうていできない。
「へ、閉店じゃ！　ひとまず、閉店！」
　幸村のひとことによって、事態の収しゆう拾しゆうが図はかられた。
「どうしやす、三太夫の旦だん那な」
　そしてチンピラ三人組。至近距きよ離りにいたせいで、たっぷりとクリームを浴びてしまっている。いまも三太夫の額からタラッ、とクリームが。
「こうなったら、これをネタにとことんアヤつけて……んがぁ！」
　言いつのる手下２号に、三太夫はその口を塞ふさぐように手のひらを押しつけた。もっといえば、掌しよ底うていであった。たちまち吹ふっ飛とぶ手下２号。
「なに？　またやるつもり？」
　派手な音と、のっそりと立ち上がる三太夫に、色めき立つメイド＝サムライたち。
　中でも千姫が進み出ようとする。その顔にも水着の胸にも、点々とクリームが……なのだが。
「待て。もう面めん倒どうを起こす気はねえ。それより……」
　十兵衛のほうを見て、
「あんた、すげえな。なんてーか……負けたよ」
「ほぇ？」
　クリームをたっぷりつけた顔で三太夫を見上げる十兵衛。その十兵衛の髪についたクリームを、三太夫は指ですくいとると、
「不思議な人だな、あんた。まえの、すげえ強かったあんたにも負けたけどよ、こんどは剣を交えずともやられちまった。なんてーか、やる気が全然、なくなっちまった。こんなのは、初めてだぜ」
　それだけ言うと、指のクリームを長い舌でなめ取る。
「ごちそうさん」
　ニッ、と笑い、背を向ける三太夫。
「あ！　兄貴、待ってくださいよ、兄貴ぃ！」
　手下，ｓもあわてて後を追う。その後ろ姿に、
「ありがとうお兄ちゃんがた！　また来てねぇ～！」
　ぴょんぴょん、跳はねながら手を振る十兵衛。
　やりとりをずっと見ていた幸村は、腕うで組ぐみしながらうなった。
「剣を交えずとも、退散させてしまうとはの」
　横にいた兼続が言う。
「これだけの騒ぎで店はクリームだらけですわ。あの不良学生たちも、呆れて帰ったのですわ。そもそも、千姫さまやダルタニアンさんに、フォークとスプーンで簡単にやりこめられていましたもの。いまさら帰らせたって……」
「それは違ちがうのじゃ」
「え？」
「千やダルタニアンは確かにあの者どもを抑おさえた。圧あつ倒とう的てきじゃったから、ヤツらとて敵わぬことくらいわかったじゃろう。が、嫌いやがらせなどはどのようにでもできるもの。今日はすごすごと引き上げても、別のことを仕し掛かけて来ぬともかぎらぬ」
「そのときはまた追おい払はらえばいいのですわ。わたくしたちサムライがこれだけいる道場に、手出しなんてできませんわ」
「確かに、道場ならばそうじゃ。じゃがカフェは商売じゃぞ。悪評が立てば、それだけで客足は遠のく。勝負に勝った、負けたとは別の次元じゃ」
　兼続が、「あ」という顔になる。幸村がうなずいた。
「それを十兵衛は、笑わせて帰らせた。もうあの者は嫌がらせには来るまい。それどころか、なにかあったときには、十兵衛の味方にもなってくれよう」
「それこそ不要ですわ。サムライでもないあんな者、戦力になるわけがありませんわ」
「なにも戦ってもらわなくともよいのじゃ。街の、裏側の情報などはなかなか電脳網もうにも上がっては来ぬ。裏の事情に詳くわしい者を使うことができれば、天草一派との戦いも有利になるとは思わぬか」
　こんどこそ兼続の顔が、驚きに変わる。
「まさか、そこまで図はかって、ですの？」
「いや、まさかのお。しかしあれは、そういうことを軽々とやってのける。わらわにはない才能、と言わざるを得んのぉ」
　幸村が笑う向こうで、十兵衛がみんなに謝あやまっていた。
「ごめんなさいなの。十兵衛のせいで……お店、せっかくうまくいってたのに……」
　膝ひざに付くほど頭を下げる。その背中を、ポンと叩たたくのは、
「いいじゃない。やり方はわかったんだから、またやればいいのよ」
「千姫、さん」
「そうですよ。今日は料金をタダにして、それで許してもらいましたけれど」
「あれだけの評判だ。客はまた来るであろう」
　半蔵とダルタニアンも言う。
「水着は恥ずかしいけど、メイドドレスだったら、また着てみたい、かも」
「やってみるとけっこう楽しいのだ！　盛親はメイドの才能があるのだ、きっと！」
「これも来るべき天草との戦いのため、なのである。全登もメイドカフェという戦場で戦うのである」
「みんな……ありがとう。ごめんなさい。でも、えへへ、千姫さんの顔」
「なあに？」
「いーっぱい、まだクリーム、ついてるよ！」
　十兵衛が笑う。千姫だけでなく、まだ全員が顔や身体に白いクリームをつけたままなのだ。
「そういうおまえがいちばんクリームだらけだっていうの！」
　千姫は言うが、プッ、と噴き出す。つられて半蔵や三人衆、ダルタニアンまでが笑った。幸村も笑って兼続にうなずき、言う。
「さあ、みなで片づけじゃ！」
「そうですわね、部屋中に飛び散ったクリームをきれいに洗い流したいですわ！」
「終わったらシャワー浴びなきゃ。ううん、お風ふ呂ろね、みんなで！」
「お風呂、入ろう！　お風呂ぉ～！」
　十兵衛が手を振り上げると、全員が同じように応こたえる。トレーをモップに持もち替かえての大おお掃そう除じが始まった。
　掃そう除じの途とち中ゆう、壁かべについたクリームをダスターで拭ふいていた又兵衛。髪にまだついていたクリームが、不意に頬ほおに落ちる。つーっ、と流れ落ちるクリームを、ペロッと舌でなめとる又兵衛。
「……甘あまい」


３


「……ふぅー」
　誰だれともなく漏もらしたため息が、湯気の中に消えていく。
　ちゃぽん、ぽちゃん……ザバッ！　なみなみと湛たたえられた湯船の湯があふれて波打ち、跳ね、縁ふちからこぼれる。
　それもそのはず、柳生道場の浴場にはいま、
「いいお湯。まだ明るいうちから入るお風呂って最高ね」
「はい。御お姫ひいさま」
「ちょ！　ここは泳ぐところではありませんわ！　おやめなさいったら！」
「あはは、ぐっちゃんもおいでよ、ほらぁー」
「……」
　千姫、半蔵、兼続、十兵衛、又兵衛、そして、
「……な、なぜみないっしょなのじゃ。風呂に入るとは申したが、なにも全員いっしょでなくとも……」
　湯船の隅すみで小さくなっているのが幸村だ。
　それに加えて、
「わたしたちもお風呂にお呼ばれしていいのだろうか」
「大きなお風呂、最高なのだ！　こんど浮うかぶアヒルちゃんを持ってくるのだぁ！」
「洗い場も広くて、これなら毎日入りたいのである」
　新入りの三人衆。先にカランを使って、髪や身体を洗っていた。
　柳生道場は、もともと武ぶお應うが学くえ園んじ塾ゆくの剣けんじ術ゆつ道場でも筆頭格に位置していた。門下生も多く、常時数十名が稽けい古こしていたほどだから、稽古のあとに入る風ふ呂ろ場ばは大きく、一度に十人ほどが入っても余よ裕ゆうの造り。
「じゃまをする」
　カラッ、と入り口の戸を開けて新たに入ってきたのは、
「わあー！　ニアさんだ！　ニアさーん、こっちこっち！」
　ダルタニアンだった。十兵衛がまねく。
「ま、また増えておる！　しかもこんどはあの紅毛剣姫マスターサムライではないか。あの胸は……」
　チラッ、とダルタニアンを窺うかがう幸村。たちまち驚きと絶望とが入り交じった表情で……バシャ！　湯船に突つっ伏ぷしてしまう。
「ゆ、幸村さま？」
　あわてて又兵衛が引っ張り起こすほど。
「では失礼させてもらう」
　ちゃぷ……湯面が揺れて、ダルタニアンの分だけお湯のかさが増える。白い肌が近づいてくるのを、幸村は背中を向けて視界から追い出した。
「な、なんでこっちへ来るのじゃ。よりによっていちばんの……」
　チラ、わずかに振り返かえる。と、そこには、湯面からたっぷりと顔を覗かせた白い膨らみが、ふたつ。
「ぬ！」
　あわててもう一度顔を背ける幸村。わなわなと、湯の中で拳こぶしを握りしめる。
「み、水着のときもこれみよがしじゃったが、押さえつけるものがないとああも奔ほん放ぽうに……又兵衛で慣れておったはずじゃのに、これは……」
「……？」
　主の不ふ審しんな動きを目にして、その理由がよくわからない又兵衛。
　そんななりゆきは知るよしもない千姫が、ダルタニアンを見てひとこと。
「その帽ぼう子し、お風呂でも取らないの？」
　言われるのも道理。いつもの羽根飾かざりの帽子を、風呂の中までかぶってきている。
「大事ない。これは形は同じだが、水に濡ぬれても平気なタイプだ」
「いや、水に濡れても平気、って……」
　思わず退く一同。
「なぜ、帽子を脱ぬがないのですか？」
「髪洗うとき、どうするのぉ？」
　半蔵が言い、十兵衛も。
　ダルタニアンは大まじめに語る。
「これは我わが祖先が武ぶ勲くんを立てしとき、フランス王より拝領した帽子。そのレプリカだ。つねにかぶるのが我が家いえの家訓。また武人として身を立てると誓ちかったそのときから、我はこの帽子を脱がぬと決めた。逆に言えば、この帽子を取るとき、それはたったふたつしかない」
「ふたつ？」
「ひとつは再びフランス王に拝はい謁えつするとき。が、それはいまやかなわぬことのようだ」
　もちろん、フランス革命でブルボン王朝が廃はい絶ぜつされ、貴族の制度などもなくなり、フランスは共和制に移行しているからだ。
「もうひとつは？」
「それは……我が信しん頼らいに足る『将』＝ジェネラルの前に跪ひざまずくとき、だ。そのとき我は、真に生まれたままの姿をさらすことを厭いとわぬ」
　帽子をかぶったままならば、その下のすべてが剥むき出しでも「生まれたままの姿」ではない、という。
「……？」
　全員が考え込む、ちょっと変わった価値観かもしれない。
「お兄さまの前では、羽根帽子をまだ脱がない、ということね」
　千姫が言うが、ダルタニアンは一いち瞥べつしただけで答えなかった。
「ね、髪を洗うときはどうするの？　寝ねるときは？」
　まだあきらめずに十兵衛が聞く。と、ダルタニアンはわずかに、なにかを噛かみつぶしたような顔をしたのち、
「脱ぐに決まっておろう！　そのような意味ではない。気持ちの問題だ」
　なら、風呂場まで帽子を被かぶってこなくてもいいのでは？　という思いは、各人がグッと心の中に押し込んだ。
「幸村さま、ご気分が優すぐれないのですか」
　ダルタニアンの話が少々長引いている間、幸村は別の危機に見み舞まわれていた。
　長く湯に浸つかりすぎて、のぼせてきたのだ。
「そ、そうじゃな。湯あたりしたかもしれぬ。先に出て……」
　が、立ち上がろうとして、あわてて肩かたまでまた湯に浸かる幸村。
「ま、待つのじゃ。いまここでわらわだけが湯から上がれば……もとい、湯の中で立って向こうへ行くだけでも、こやつら、乳女どもの間を歩かねばならぬではないか」
　いくら小こ柄がらの幸村といえ、湯船の中で立って歩けば、お腹なかより上は湯面の上に出てしまう。
「十兵衛や又兵衛くらいならまだしも、このように乳女が多くては……洗い場の新人たちもどうして……あああ、わらわの居場所が……なぜ千や半蔵までがわざわざいっしょに入っておるのじゃ！」
　ふだんなら、千姫と半蔵はふたりだけで入浴する。こんなふうにみんなといっしょ、というのは初めてだった。
　幸村がまだ湯船の中でいじいじしていると、
「わぁ、ニアさんっておっきぃー！」
　突とつ然ぜん、ザバッと湯が波立ち、飛沫しぶきが飛び散った。
「な、なん……！」
　幸村の背後で、十兵衛がダルタニアンに抱きついていた。これにはダルタニアンも驚き、閉口する。
「何をする！　こ、こら、そのようにさわるな！　揉もむなと……ぁ……！」
「すごぉく、柔やわらかいの！　それに十兵衛や、べーたさんよりおっきいかも。すごい……」
　自分でさわっておきながら、ちょっとしたショックを受ける十兵衛。
「いい加減に……離さぬか！」
　ようやく十兵衛の手を振り払ったダルタニアンが、思わず自分の胸を手で押さえる。
「だいじょうぶ。女のコどうしはノーカンだって、千姫さんも言ってたよ！」
「ノー、カン？」
「ノーカウントね。千もしょっちゅうやられてるから、もう慣れちゃったわよ」
　やや向こうで千姫が言った。
「千姫さんの胸もおっきくて気持ちいいんだぁ。十兵衛、大好き！」
「あなたは、デカい胸なら誰でもいいんですの？　自分の胸がそれだけなんだから、他人のをさわるまでもないでしょうに」
　兼続が釘くぎを刺さす。十兵衛が首を振った。
「ううん。十兵衛、自分のなんてさわらないよぉ。だって、自分のおっぱいさわっても楽しくないんだもん」
　そう言うと、自らのバストをすくい上げるように寄せて見せる。その上で、
「ぐっちゃんも、さわっちゃうよ！」
「けっこうですわ！　楽しいとか楽しくないとか、なんですの？」
　大きさでは明らかに不利な兼続が両手で隠そうとするところ、一いつし瞬ゆん早く十兵衛が飛び込んで抱きついた。それも正面から。
「きゃぁあ！　ぁあー！」
　声を上げる兼続にかまわず、抱きしめる十兵衛。
　ムニュ……！　勢い余って胸と胸とが真正面からぶつかり、形を歪ゆがませてはみ出し、交じり合う。
　思わず、
「ひゃあぁあ！」
　妙みような悲鳴さえ上げてしまう兼続。が、それは湯船に押し倒たおされそうになったからだけではない。
「ふぅ～、ん……」
　いつのまにか目を閉じた十兵衛が、顔が湯に浸かるのもかまわず、兼続の胸に頬ずりしていたからだ。
「なにをいたしますの！　離して！　離してですわ！　これ、そのような……ひぁ！」
　ようやく兼続が十兵衛から逃れ、もとい十兵衛が我に返ってふたりが離れる。兼続は半ば涙なみだ目で、
「ひどいですわ！　わたくしの胸はおもちゃじゃございませんのよ。いくら女どうしだからといって……」
「そうよ。ちょっとやり過ぎよ、十兵衛」
　千姫も釘を刺す。
　十兵衛は自分の頭に手を当てながら、
「ごめんなさい。ごめんね、ぐっちゃん。十兵衛やり過ぎちゃったの。しかられてあたりまえだよね」
　しょんぼりする十兵衛に、
「別に、このくらいのことでなんとも思っていませんわ。少しわたくしも言いすぎましたかも」
「ほんとお？」
「だがそもそも、なぜそんなに胸をさわりたがる」
　とは、さっき「被ひ害がい」にあったダルタニアンだ。十兵衛はちょっと笑って、
「うん。あのね、おっきなおっぱいにさわると、なんだかママのことを思い出すような気がするの」
「ママ……お母さん、ですか？」
「でも、十兵衛って」
　半蔵が言い、千姫が言いかけて口を閉じる。
　突然、なにひとつ肌につけない裸ら身しんにふたふりの刀だけを抱いて現れた十兵衛は、母はもちろん、父、兄弟、友人にいたるまで、なにもわからない、持たない存在だ。
　目を開けたときに最初に見た宗朗を、「お兄ちゃん」と呼んで慕したっても、本当の兄である確証はどこにもない。
「十兵衛、ママのこと知らない。わからないから、おっぱいって、ママのおっぱいって、こんなかなあ、って。千姫さんやニアさんや、おっぱいってすごくあったかくて、やわらかくて、やさしい匂においがするの。十兵衛、赤ちゃんのとき、こんなふうにママのおっぱい、さわってたのかも、って。十兵衛、ママのおっぱい、吸ってたのかな。お乳、飲んでたのかなあ……」
　十兵衛の話を聞いていた千姫も、半蔵も、ダルタニアンも、思わず目を潤うるませていた。兼続など、
「……わ、わたくし、言いすぎましたわ」
　すっかりもらい泣きしている。
「あ、ごめん！　ごめんなさい。また十兵衛、変なこと言っちゃった。忘れて。あはは、なんともないの」
　が、その隣となりでダルタニアンが、目を伏ふせたまま頬を染める。
「飲みたい、のか……」
「え」
「乳を……母乳を、だ。もちろん、我は……ここの誰もが、母乳など出るわけはないが……その、乳を吸いたいという貴公の願い……吸うだけ、なら……」
　すっかり顔中を真っ赤にしたダルタニアンだが、それは湯あたりのせいではない。
「ニア、さん？」
　十兵衛がなにか言おうとする向こうで、ザッ！　湯船が大きく波打った。見ると、
「べーた、さん……」
　湯をかき分けて又兵衛が進み、十兵衛の目の前まで来ると、ザブッ……！　屈かがみ込む。その位置関係は、ちょうど又兵衛のバストが十兵衛の顔に突つきつけられるかっこう。
「……」
　顔どころか全身を朱しゆに染めながらうつむく又兵衛は、しかし一歩も退かない決意、とも見えて……、
「何をやっておるのじゃ、愚おろか者ものども！　乳の話はようわかった。もうよいわ！」
　ザバッ！　幸村が隅すみのほうから立ち上がると、全員の間を分けてザブザブと進んでいく。その姿もまた、オデコからお尻しりまで真っ赤。こちらは、明らかに湯あたりの結果だった。
　湯船に浸かっているのがついに限界に達したのと、いまこのタイミングならば逆に目立たず、風呂から上がることができる、という判断。だが、
「なんですの、オデコチビ軍師どのは、いましたの？」
　ひたすら目立たないようにしていたせいで、兼続の目からはほぼ逃れていたようだ。
「最初からおったわ！　じゃが、わらわは少し風に当たりたいゆえ……」
　話ならあとにせよ、と言うのをさえぎって、兼続が切り出す。
「あなたに聞きたいことがあったのですわ。みんな集まっていることですし、ちょうどいいですわ」
「なんじゃ、いったいなんの話で……」
「『剣けん妃ひ』とはなんですの？」
　前まえ振ふりもなにもなく、兼続の言葉がドスッ、と核かく心しんを突く。湯船の全員が、兼続と幸村に注目した。
「『剣妃』だと」
「『剣姫』の言いい間ま違ちがいじゃないわよね。それって、なんなの？」
「けんひ？」
「『剣妃』＝サムライブライド、なのですね」
　幸村の答えを待って、ますます全員の目が注目する中、とうとう耐たえきれなくなった幸村が、
「と、とにかく、あとじゃ！　風呂から上がったら、落ち着いて話すとする。それまで、待つのじゃ！」
　それだけ言うと、逃にげるように脱だつ衣いじ場ようへ急ぐ幸村。ピシャ、と浴室の戸が閉ざされて、磨すりガラスの向こう、幸村が倒れるように伸のびるのが見える。
「幸村さま」
　すぐに向かおうとする又兵衛に、
「のぼせただけよ。それより、気になるわね『剣妃サムライブライド』なんて」
　千姫が言う。半蔵も同意する。
「はい。天草一派の動きもそうですし、まだまだやらなければならないことがいっぱいみたいです」
「そうよ。やっぱり遊んでいられない、わね！」
　勢いよく千姫が立ち上がる。その目が新たな好こう奇きに輝かがやき始めていた。
「ぁ、おっぱい……」
　見上げる十兵衛の目、にも。
「……話、長いなあ。風呂を焚たいてるのはこっちなんだけど……」
　いっぽうの浴場の外。窯かまに薪まきをくべつつぼやく、宗朗だった。
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「……というわけじゃ。わらわが現在言えるのはここまで。さらに研究せねば決定的なことは言えぬが……」
　道場の食堂にあたるお勝かつ手て。十畳じようほどの板の間に、道場のすべてのサムライ、剣姫マスターサムライが集まり、いまは腰こしを下ろしている。
　ダルタニアンを加えると総勢十人。やはり少々狭せまい。
　風呂上がりの身を浴衣ゆかたに包つつんでいても、自身の得物までは手放さない。大鎚づち、長鑓やり、薙刀に大おお釜がま。部屋が狭くなるわけである。
「おまえのそのトンカチがじゃまなのよ」
「トンカチじゃございませんわ！　上うえ杉すぎ流軍学……」
「あー、もういい。そっちの鑓も、向こうへやっておきなさいよ」
　こんなやりとりもあったようなのだが、幸村の話が始まると、全員がその内容に聞き入っていた。
　話は以前、兼続が立ち聞きしたものと同じ。
「それでは『剣姫マスターサムライ』よりもさらに強力な、選ばれたただひとりの『剣妃サムライブライド』がある、というわけなのですね」
　半蔵が確かく認にんする。幸村はうなずいて、
「この日の本の歴史には古来より『剣姫マスターサムライ』の存在があったと言われておる。多くは史実に名を残さず、陰のような存在であったが、わずかに、誰よりも輝かしく活かつ躍やくし、名を刻み込んだ女子、女性がおった。その何人かは、名を聞けば多くの者がうなずく、そんな存在じゃ。神じん功ぐう皇后、卑ひ弥み呼こ、推すい古こ天皇、巴とも御えご前ぜん、北ほう条じよ政うま子さこ……太古の昔に遡さかのぼればさらに……。むろん、すべてがそうという確証はない。が、ときの為い政せい者しやをパートナーとし、為政者以上の力を発揮した女性たちじゃと言われておる」
　仮説を確かめるように言った。
「為政者が『将』で、そのパートナーが『剣妃サムライブライド』ということか」
「『剣姫マスターサムライ』は別に多くいたとして、ただひとり選ばれた『剣姫マスターサムライ』が『剣妃サムライブライド』となったわけですわね」
　ダルタニアン、兼続も言う。ダルタニアンはもちろん、浴衣に例の羽根帽子、といういでたちだ。
「あ、でも卑弥呼は、自分が女王だったわけじゃない」
　千姫の疑問に、
「弟とふたりで国を治め、表に出ていたのが卑弥呼じゃとか、そもそも大臣たちの集団指導制で、卑弥呼は表向きの看板じゃ、という説もある。いずれにせよ、よくあるイメージどおりの女王だったという確証はない、というわけじゃ」
「ふぅーん」
　なんとなく納得する一同。が、肝心の問題がここからなのは、わかっている。
「は～い！　十兵衛、『剣妃サムライブライド』になりた～い！」
　手を上げる十兵衛。
「妹は『剣妃サムライブライド』になっちゃダメでしょ。『妃ひ』には！」
　なぜか容よう赦しやない千姫のツッコミ。
「ええ～、妹じゃダメなの、ゆっきー？」
「妹といってもおぬしの場合は確定ではないからのぉ。それに卑弥呼のように、弟との関係ということもあり得るが、いや、どちらも仮定でしかないとなると……うう、そのへんはわらわにもなんとも言えぬ！」
　なかば投げ出すように言う幸村。しかしここだけは譲ゆずれない、と千姫が身を乗り出す。
「じゃあ聞くけど、『剣妃サムライブライド』が実在するとして、『剣姫マスターサムライ』が『剣妃サムライブライド』になるその方法はなに？　『将』がサムライと契けい約やくすると『剣姫マスターサムライ』になるように、さらに『将』と『剣姫マスターサムライ』が契ちぎることで『剣妃サムライブライド』が生まれるのでしょう？　『将』がただひとり選ぶ『剣姫マスターサムライ』、つまり最初に『将』と契った『剣姫マスターサムライ』が『剣妃サムライブライド』になるのよね？　その方法を教えなさいよ！」
「お、御姫さま、落ち着いてください」
　思わず半蔵が止めるほど。
「バカ！　これが落ち着いていられるわけ？　ひとりよ！　ただひとりなんだから。先にここの誰かが宗朗と契ったら、千は『剣妃サムライブライド』になれないじゃない！」
　正直な、このうえなく正直な言い方ではある。
「我らはまだ、宗朗殿どのと契約してはいないのだから、『剣妃サムライブライド』になる資格はないのだな」
　とは勝永だ。
「うむ。我ら三人は、まず宗朗殿に契っていただかないといけないのである」
「でもあの宗朗と、どうやって契るのだ？　血判くらいなら、盛親すぐに……」
「おまえたちは黙だまってなさいってば！　これ以上ライバルが増えるなんて、絶対認めないんだから！」
　新人の三人衆はまだ『剣姫マスターサムライ』ですらないのだから除外。ダルタニアンは慶よし彦ひこの剣姫マスターサムライだからこれも除外。むろん、ダルタニアンは慶彦の『剣妃サムライブライド』にはいつでもなりうる。
「ありえぬ」
　が、ダルタニアン本人はひと言で否定。
　となると、宗朗の剣姫マスターサムライは、千姫、幸村、十兵衛、半蔵、又兵衛、兼続の六人。
「半蔵、おまえはダメよ。おまえは……千のもとに、ずっといなさい」
　千姫が言うと、半蔵はむしろ、
「はい……はい、御姫さま！」
　よろこんでいる。涙を流さんばかりだ。
「又兵衛も、そんな気はないわよね。おチビちゃんが命じないかぎり」
「……」
　無言だが、コクコクとうなずく又兵衛。
「こら、なにを決めつけておるのじゃ。勝手なことをするでないわ！」
「勝手じゃないわよ。決めつけてもいないでしょう。事実を確認しているの。……となるとトンカチは……」
　チラッと兼続を見て、
「ま、ないわね」
「どういうことですの！　トンカチって誰ですの!?　直なお江えや山まし城ろの守かみ兼続ですわ！　か・ね・つ・ぐ！」
「やっぱりおまえたちよね。おチビちゃんに十兵衛に、千……」
　そこまで言って、急に安心したのか、笑う千姫。
「なんじゃ、気持ちの悪い！」
「だって、なんだかんだ言って千がいちばん有利なのは揺ゆるがないって思ったら気が抜ぬけちゃって。なにも焦あせる必要なんてなかったのよね。ダルタニアンがいないのは、本当、助かっちゃった」
「安心するのはまだ早かろうが。逆に言えばじゃ、おぬしの命ならば、半蔵は『剣妃サムライブライド』となることをためらわんじゃろう」
　幸村に核心を突かれて、半蔵は「あ」という顔になる。それは羞しゆ恥うちを伴ともなって、又兵衛にも伝でん染せんしていく。
「それは！　そうかもしれないけど、そんな命令、千がするわけ……だいたいおチビちゃんだって……」
「……それよりも、そろそろ核心を聞かせてもらおうか。『剣妃サムライブライド』となる契りとは、なんだ？」
　なぜか憮ぶ然ぜんとしたダルタニアンがうながした。
「そうですわ。可能性があるとかないとか、大きなお世話ですわ。それより具体的な方法を聞かせろですわ。まあ、あのエロエロ大魔ま王おう宗朗のことですから、ある程度察しは付いていますけれど」
　兼続が言うと、全員が頬に朱を走らせた。なんとなく視線を外す。
　そんな中、わかっていなかったのは、新入りの三人衆と、
「ん？　なに？　どうするの、ゆっきー？」
　十兵衛だった。だがこれはある程度予想できたこと。
「んん！　それはじゃな。『将』によって『士』＝サムライとの契約方法が異なることはもはやあきらかじゃ。中でも宗朗の……キスとは、つまり粘ねん膜まく接せつ触しよくによって起こる口内細さい菌きんの移動を介かいしてＤＮＡが……ええいつまりじゃ！　より密接な接せつ触しよく、大量のＤＮＡ交こう換かんが起こりうる環かん境きようとしての、体内の深い部分の粘ねん膜まくで、体液が……」
　言えば言うほどドツボにはまっていく幸村。その顔はもはや、朱を通とおり越こして真しん紅くに近い。発火しそうなほど熱を放射していた。
「幸村さま、それ以上……」
　又兵衛が気き遣づかってさえぎろうとする中、ダルタニアンがやはり頬を染めながらも言い放つ。
「回りくどい言い方をするからそうなる。はっきり言えばよい。ようは宗朗と……」
「お兄ちゃんと、うーんと仲良くなれば、いいんだよね!?」
　十兵衛のひとことが、一同をハッ、とさせる。
「仲良く……ね」
「ふん。たしかに、な」
「十兵衛、おぬし」
　全員が注目する中、
「十兵衛もっとお兄ちゃんに甘えてもいいの？　だってお兄ちゃん、あれからずっとお稽古に忙しいし、そうでないときは考え事してるし、カフェのお仕事が始まってから、少し笑ったりするようになったけど」
　天草一派との戦いは、よくて辛しん勝しようというところ。小康状態のいまも、武む蔵さし、小こ次じ郎ろうのふたりが現れるなど、危機は確実に迫せまっている。道場運営の危機もだが。
「そうじゃな。宗朗にはいろいろと心労をかけておる。わらわが状じよう況きよ分うぶ析んせきをもっと的確に行えればよいのじゃが」
「でも、だからじゃない？　『剣姫マスターサムライ』をはるかに超こえる『剣妃サムライブライド』がいれば、天草一派に対してもずっと有利になるんだから」
「このこと、もう宗朗くんは知っているのですか？」
　半蔵が尋たずね、幸村がうなずいた。
「言っておかねばフェアではないからの。みなにもいずれ話すつもりじゃった」
「そんなこと言って、抜け駆がけするつもりだったんじゃないの。怪あやしいんだから。でもまあ、情報には感謝するわ。これで対等の競争相手っていうことだものね。千は望むところよ！」
　ギュ、と拳を握にぎりしめる千姫。
「十兵衛もお兄ちゃんにうーんと甘えちゃうよ！　だっていまでも仲良しだけど、もっともっと、仲良しにならないと、いけないんだもん、ね!?」
　奇きみ妙ような盛り上がりを見せるお勝手の隅で、新人三人衆は、
「宗朗どのとの契約とは「キス」のことだったのか……」
「『剣妃サムライブライド』となると、それ以上のこと……なのである」
「無理なのだ！　盛親はキスだって無理なのだぁ！」
　顔を見合わせる。
「これは、とんだところへ来てしまったのかもしれないのである」
　そしてダルタニアン。
「『剣妃サムライブライド』か。我がジェネラルと我の……」
　そこまで言いかけて首を振る。唇くちびるを噛む。
　そんな中、幸村はひとり、
「サムライは『剣姫マスターサムライ』となり『剣妃サムライブライド』にもなりうる。そのたびに秘ひめた力はさらに強大となってゆくとしたら……それでよいのか。そんな強すぎる力を持つことは『将』や『剣妃サムライブライド』にとっても、しあわせなことなのじゃろうか。その先に、もっと……」
　希望のなかにも、わずかに顔を曇らせる。
　そのころ。浴室。
「みんななんの話してるんだろうなあ。お腹、空いたな」
　デッキブラシで洗い場の床ゆかを黙もく々もくと掃除する宗朗の姿があった。
伍◆お風呂場はある意味決戦！
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「御お姫ひいさま、早まりませんように……！」
　引き上げてきた自室で、千せん姫ひめに忠言するのは半はん蔵ぞうだ。
「なに言ってるの。これはチャンスよ！　だいたいちゃんとキスしてくれない宗むね朗あきらが悪いんじゃない。千にいつまで惨みじめな想おもいをさせるつもりなのよ。だけど……『剣妃サムライブライド』になればいっきに大逆転よ！　もうおチビちゃんや、剣姫マスターサムライの十じゆ兵うべ衛えにだって負けない。そうなったら、ほんとうの意味で千の勝ちなんだから！」
　上座に腰を下ろした千姫が、乱暴に脚あしを投げ出す。その脚に、当然のように半蔵が触ふれ、マッサージを始める。
「しかしこのようなことは勝ち負けでは……」
「わかってるわよ。別に勝ったからって、なにかをどうこうするつもりじゃないわ。だけど、負けるのはイヤ！　絶対にイヤよ。それに……」
　ちょっと言葉を切る。足つぼを的確に指圧しながら、半蔵が見上げた。
「宗朗の、力になりたい」
「御姫、さま……」
　千姫が視線を外す。遠くを見るような目で、
「宗朗は、強くなってる。ううん、立ち合えば、それは千のほうが強いわよ。千には『剣姫マスターサムライ』の力があるもの。でもそれは、宗朗からもらった力。宗朗の力が、源があるから、流れ込んでくる力なの」
　そこまで言うと、目を閉じる。
「だからなの。宗朗の力になりたい。宗朗を助けたいの。バカで鈍どん感かんで変に意固地で、そのくせ自分よりも相手のことばかり考えて、敵まで助けようとして、ホント、バカなんだから！　……でも、そんな宗朗だから助けてあげたい。千がいなきゃダメなんだって、そう思うし、思わせたいの。千が宗朗の楯たてになって……」
「それでは、御姫さまが」
「だからよ。楯になったって、弾はじき返す力がほしい。それで宗朗を守って見せる。宗朗の『剣姫マスターサムライ』なんだから、当然よね。それ以上の力を手に入れたい。ううん、手に入れなきゃ、ダメなんだから！」
「御姫さまは、それほどまでに宗朗くんのことを」
　悲しげな顔を見せまいとする半蔵と、その半蔵の顔に手を伸ばす千姫。あごの下に差し入れた手で、顔を持ち上げる。
「なに言ってるの。当然おまえもいっしょよ」
「御姫……」
「こんないいおもちゃ、千が手放すわけ、ないんだから、ね」
　そう言うと千姫は、半蔵の唇をその指でなぞる。
「ぁ」
　半蔵の目が潤み、頬が紅潮する。瞳ひとみをゆっくり閉じる。と、
「ほら、なにさぼってるの！　マッサージ、続きでしょ！」
　再び千姫が、素す脚あしをグッと突きつける。浴衣の裾すそが割れて、まぶしく白い腿ももまでが露あらわになった。
「ぁ、は……はい」
　一瞬、我に返ると、愛いとしそうに千姫の脚をマッサージし始める半蔵。
「脚が済んだら、背中と腰もするのよ」
「はい！」
　自然に浮かんでくる笑えみを無理に押し殺ころしながら、千姫の肌はだに指圧を加えていく。そんな半蔵を見下ろしながら、千姫。
「どうしてやろうかしら。見てなさい、宗朗」


「な、なんだか悪お寒かんが……風か邪ぜかな。早く、寝よう……」
　ようやく風ふ呂ろ掃そう除じが終わった宗朗。桶おけで汲くんだ水を浴びながら、ブルッ、大きく身体を震ふるわせた。


「夜ばい、ですか」
　ぽつり、と言う又また兵べ衛えに、幸ゆき村むらは憮然として答える。
「夜ばいではないわ！　ことは焦しよ眉うびの急きゆう。天あま草くさへの有効な対たい抗こう手段として、方法は模も索さくせねばならぬ。となれば、いますぐ誰が、ということでなくとも、『剣妃サムライブライド』の存在やその契約方法について、机きじ上ようの理論や研究だけでない、一歩進んだ実地の検証が必要なのじゃ！」
　長い幸村のセリフだったが、ようは、
「夜ばい、ですよね」
　と又兵衛。
「だから違うと申すに！　よいか、わらわは『剣妃サムライブライド』が存在する可能性をちゃんとみなに申した。これでフェアじゃ。条件はイーブンじゃぞ。となれば、あの千や、甘える気まんまんの十兵衛がどう動くか。火を見るよりも明らかじゃ。明日では遅おそい。今夜、いま、動くしかないのじゃ」
「……」
　じー、と見つめる又兵衛の目。
「ええい、わかっておる！　おぬしに夜ばいをしろと言っておるわけではないわ。ただ少しだけ協力せい、というだけのこと。耳を貸すのじゃ。よいか……」
　幸村が又兵衛に耳うちするのを、
「ウキュ？」
　佐さ助すけが寝ぼけ眼まなこでながめていた。


「では御姫さま、まずはこの半蔵が宗朗くんを呼んでまいります」
「そ、そうね。なら、千はここで待っていればいいのよね」
　こちらも打ち合わせを済ませた千姫と半蔵。
　千姫が言うと、半蔵が腰を上げる。襖ふすままで歩くと、振り返ってうなずく半蔵。千姫も目で返す。
　ふた間続きの部屋には、夜具が敷しかれている。
　すでに夜。いつもは奥おくに千姫、手前の部屋に半蔵が寝る決まりだ。そんなだから、半蔵が敷いた夜具は習慣なのだが、どうにも意識してしまう。
　半蔵がもう一度礼をして襖を閉じ、廊ろう下かの向こうへ去ったあと、千姫は部屋を見回して落ち着きなくつぶやいた。
「やっぱり布ふ団とんが敷いてあるって、変じゃないかしら。それは、もう夜だから仕方ないけれど、千は落ち着いて宗朗と話をしたいだけで……天草一派対策とか、『剣妃サムライブライド』のこととか。そのうえで……もしかしたら宗朗が眠ねむくなっちゃうかもしれないし、そのときはそのままここで寝れば……眠ればいいのよね。そうなったら、半蔵が向こうの布団で寝るわけだし、千は宗朗に布団を貸しちゃってるんだから……布団はふたつ。人は三人。誰かふたりが、ひとつの布団に入るしかない……なんだ、簡単な計算よ！」
　この場合、同じ建物内の歩いて一分ほどの宗朗の部屋へ帰る、という選せん択たく肢しはなぜか考こう慮りよされない。組み合わせも、千姫と半蔵がいっしょの布団に寝るのは最初から排はい除じよされているのだった。
「自然なことよ。自然な。ええ……ぜんぜんおかしくなんて、ないんだから」
　そう言いながら千姫は、しきりにさっきから浮かんでくる汗あせを手ぬぐいで拭った。
「なんでこんなに暑いのかしら。もう、せっかくお風呂に入ったのに……」
　浴衣の襟えり元もとをくつろげて、手で仰あおぐ。
「まだ、なのかしら、なんだか胸が……」
　いつのまにか、心臓の鼓こ動どうが自分の耳で聞こえるほどに高鳴っている。暴れている。
「ぁー、もう！　来るなら早く、して！　……宗朗」


　トントン、とノックの音が響ひびく。使用人用の部屋は板戸だった。ノックするのは又兵衛。このようなときも、片手には五丈じよ鑓うやりをしっかと握っている。
「……宗朗、どの」
　呼びかけても返事がない。もう一度ノックしたが、同じだった。
「開けますよ」
　引手に手をかける。わずかに開いた。
「宗……」
　中をうかがうが、気配がない。又兵衛はさらに板戸を開く。
　四よじ畳よう半はんの部屋には、文ふみ机づくえと箪たん笥すなど、最小限の家具しかない。空いた畳の上に夜具が敷かれていた。
　又兵衛は部屋へ入る。掛け布団を持ち上げ、敷しき布ふに手を当てた。
「まだ温かい……」
　一度はこの布団に誰かが寝た。しかし抜け出したのだろう。その誰か、は、宗朗と考えるのが自然だ。
　考えていると、廊下から足音が聞こえてきた。普ふ通つうの者なら聞こえない歩き方だが、又兵衛にはわかる。
　だが廊下は一本道で、この部屋はその突き当あたり。いまから廊下を戻もどれば、鉢はち合あわせしてしまう。
「……」
　又兵衛は一瞬考えた末に、部屋の中から板戸を閉める。その上で……。


「宗朗くん。宗朗くん……？」
　板戸をノックするのは、
「わたしです。あの、開けますよ」
　半蔵だった。静かに半分ほど板戸を開く。部屋の中央、掛かけ布ぶ団とんの盛り上がった寝しん具ぐが見えた。
「寝ているんですか？　御姫さま……千姫さまがお呼びなのですけれど」
　半蔵は部屋に入ると、宗朗の布団のまえにしゃがみこむ。ためらった末に、掛け布団に手をかけ、
「もし？　起きていただけません……」
　か？　と言い終わるまえに、半蔵はその異変に気づいた。
「……！」
　同時に、飛び退のいていた。間かん髪はつを入れず、半蔵がたったいまいた場所に、ズン！　突き立たてられる鑓。その鑓の持ち主と言えば、
「又兵衛さん！」
　半蔵もまた、飛び退いた場所でクナイを抜いている。リラックスした湯上がりの浴ゆか衣たす姿がたと見えても、最小限の武器は携けい行こうするのがくノ一だ。
　いっぽうの又兵衛のほうも浴衣姿を低くかまえ、両手で鑓を握っていた。
「あ……」
　半蔵を見て固まる又兵衛。半蔵もまた、
「どこにいたんですか！　その鑓、どうして……!?」
　一歩間違えば、一いつし瞬ゆん遅おそければ、半蔵の身が串くし刺ざしにされているところである。
　じつは又兵衛は、鑓を手に天井に張り付いていたのだ。人が寝ていると見えた布団の膨ふくらみは、押し入いれにあった毛布を押し込んだもの。
　ではなぜ半蔵を襲おそったのかというと、
「……ごめん、なさい。つい……」
　間違えた。クセで、などの理由がこの場合当てはまる。
「つい、じゃありません！　避さけなければわたし、ケガでは済まないところだったじゃないですか！」
　半蔵が思わず憤いきどおるのも無理はない。が、又兵衛は少しだけ笑って首を振る。
「それは、だいじょうぶ。峰みね打うちだから」
　そう言って、鑓を引ひき抜く。が、畳にはざっくりと、深くえぐられたような傷が残っていた。
「ぁ、れ……」
　又兵衛は鑓の穂ほ先さきを顔の前にかざして見る。見ながらどんどん汗が出てくる。半蔵もまた、鋭するどい鑓の穂先を見ているだけでドッと汗が出た。
「あの……鑓で峰打ちって、無理、ですよね」
「そうかも、しれない」
　またもふたり、汗が出た。
　やがてどちらともなく切り出だす。
「ここへ、どうして？」
　先に半蔵が答える。
「わたしは宗朗くんを探しに。御姫さまが宗朗くんをお呼びなので」
　続いて又兵衛。
「幸村さまが、宗朗どののようすを見てこいと。それで……」
　なんのことはない。用件はほぼ同じ。
　ここに至って、ぷっ、と噴ふき出すふたり。しかしすぐに真顔に戻って、
「では、宗朗くん（どの）はどこに？」
　やはり同じように、声が重なった。


２


　事態はそれから三十分ほどまえ。
「……おやすみなさい」
　誰にともなくそう言うと、寝ね間ま着きに着き替かえた宗朗は部屋の灯あかりを消した。あくびしながら、布団の中へと滑すべり込む。
「……ん？」
　早くも閉じていた目が、開く。脚が、腰が、何かに当たったのだ。明らかに、布団の中に何かがいる。
（なんだ……まさ、か……）
　天草の手の者？
　そーっと、布団の中の手を伸ばす。グニョ……。あたたかく、やわらかいものに触れる。つかんでいる。
「な……！　これ、って……」
　やわらかいのに、若々しい弾だん力りよくがある。ツルツルなのに、しっとりとみずみずしくもある。
「誰だ……！」
　掛け布団を勢いよくはね除のけながら、自らも飛び退くように身を起こす宗朗。同時に天井の照明を点つけている。
　壁かべ際ぎわの刀立てに手を伸ばす、というところ、
「……ぅぅ～ん、お兄ちゃん……？」
　布団の中の物……その正体が、口を開く。まぶしそうに目をこする。それは、
「十兵衛……？」
「お兄ちゃぁん、遅いよう。十兵衛、ほんとに寝ちゃったよぉ」
　口に手を当ててあくびをひとつ。が、宗朗の目は別の場所に吸い寄せられる。
「な、なんだ、どうしたの、そのかっこう！」
「ん？　これ？」
　布団の上で半身を起こす十兵衛。その姿。
　身に何もまとっていない。
　……わけでもない。ただし、それは衣服ではなく、リボン。鮮あざやかな真紅が白い肌に冴さえる。身体のあちこち、要所を覆おおっているようで覆っていないような、ほとんど剥き出し。きわめてきわどい。
「どうしてそんなかっこうしてるんだ！　なんで……」
　あわてて布団をかけようとする宗朗。そのまえに、十兵衛が飛び込んできた。
「のぁ！」
　押おし倒される宗朗。その上に、ぴったりと抱だきついている十兵衛。ただし裸はだかリボン。
　十兵衛が顔を上げる。
「だって。プレゼントのときはリボンをかけるんだよ。今日は十兵衛がプレゼントだから、それでリボンなの！」
「いや、だからなんでプレゼント……」
「お兄ちゃんはいやしいから」
「えええ!?　いやしい、って、ぼくが？　なんで、どうして!?」
（そんなふうに思われてたのか!?　ぼくは……）
　が、十兵衛はこともなげに、
「半蔵さんが言ってたの」
「委員長が？」
「うん。お兄ちゃんはぁ、最近ちょっとお疲つかれなの。だからどうしたらいいのかな、って十兵衛が聞いたら、いやしいのが必要なんだって」
「……それ、癒いやし、だよね？　いやしい、じゃなくて！」
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「そう？　それで、どういういやしいのがいいの？　って聞いたら、半蔵さんが……」
『癒し、ですか？　そうですね、素す肌はだにリボンだけをして御姫さまの前に……い、いえ！　その……殿との方がたはそのような女子の姿を好まれる、とか』
　急に頬を染めてオロオロしたあげく、不思議と言い切る半蔵だったらしい。
「……ぜったい経験入ってるよね、委員長。千姫さま相手だろうけど」
「ほかにもね、裸エプロンとか、裸ワイシャツとか、裸マフラー、裸ソックス、裸ネクタイとかぁ……」
「もういい！　もういいから！　裸シリーズはもういいです！」
　こうなると、経験則にしてもバリエーションがありすぎなのだが。半蔵の言葉を真に受けるどころか本当にやってしまうのが十兵衛。
「ワイシャツやネクタイがなかったし、リボンがいちばんかわいいって思って！」
「せめてワイシャツで！」
「でね。お兄ちゃん、にょたいもり、ってなに？　そういう森があるの？」
「ありません！　そんな森も林もないから！」
（また委員長がよけいなことを！　……まさかそこまでは、やってない、よな……）
　半蔵の願望が入っているようでもある。
「え、そうなの？　男なん体たい山さんとか女によ体たい山があるから、女体森もあるのかなあ、って」
「山はあるけど、森はないです！　というより、なんでそこだけ難しい知識があるんだ？　はぁー……」
　大きくため息が出た。が、それどころではない。
　いま問題なのは、女体盛りではなく、もちろん女体森でもなく、目の前の裸リボンだ。
　ほとんど抱きついているから逆に見えないとしても、感じる。
（あったかくて、やわらかくて、さわさわ擦すれる感じが……）
　驚おどろいて飛とび退いた宗朗の寝間着もまた、大きくはだけてしまっている。
　そこに密着した、ほとんど素肌だけの十兵衛。
　リボンはあっても、これもまたほとんど緩ゆるんだりズレたりしてしまっている。とくに、凸とつ部分はすっかり解けていた。
「とにかく、どいてくれ。起きて……もう、いやしいのは十分受け取ったから。もらったよ。うん、だから……」
　宗朗は身を起こそうとするが、十兵衛がぴったりとくっついたまま離はなれない。強ごう引いんに突き放はなすこともできずにいると、
「……お兄ちゃん、好き……だぁい好き……」
　十兵衛がつぶやく。
「十、兵衛……」
　宗朗の胸に押しつけられているせいで、十兵衛の顔を見ることはできない。その頭を眺ながめ下ろしながら、いつのまにか宗朗は髪かみをなでていた。
　ふんわりと香かおってくるのは、かすかに甘あまい肌の匂い。
　入浴を済ませた後、布団に潜もぐっていたせいか、肌が熱くて、匂いが甘く、強くなっている。
　感じる重みも心ここ地ちよい。少し軽すぎるけれど、そこに確かな肉や骨や、血があって、つまりはしっかりと肉体がある心地よさ。
　幻まぼろしじゃない。本当にそこにいるというのは、どうしてこれほど心地よいのだろう。心強く、確かなものが宗朗の心までも強くする。
（ぁ、そうか。癒しって……）
　こういうことなのだろう。
　多くの言葉はいらない。多くのなぐさめも。理り屈くつや予測がいくら勝っていても、この安心感にはかなわない。
　そこに人がいる。受け入れられている。どこまでも受け入れてくれる相手がいて、だから自分がいる。自分が生かされている。
「わかったよ、十兵衛。ありがとう。簡単なことだったんだ」
　すぅ、と息を吸う。それだけで宗朗の心も身体も、満たされていくのがわかる。意識や細さい胞ぼうのすみずみまで、力が染しみ入ってくる。
　それは「剣けん姫き」とか「将」の能力ではなくて、もっと原初の、人間なら誰でも持っている力。回復力、活力……気力。
　自分を厳しく鍛きたえることもいい。必死で考えるのも。工く夫ふうし、創造することも。だがいちばんの活力は、誰かと繋つながっていること。その繋がりを意識、認にん識しきすること、再確認すること。
　あたたかさと匂いと、手のひらに感じる感かん触しよくで、身に染み入ってくるもの。
「ぼくは、考えすぎてたのかもしれない。悲観的になりすぎて、天草がどれだけ強くて、その力が強大で、それに対抗してなんとか勝つ方法だけを探していたけど、それは『将』としてあまりに弱気だったかもしれない」
（ぼくには、十兵衛がいる。千姫さまも、幸村も、委員長に又兵衛さん、兼かね続つぐもいる。ニアだって、いまは協力してくれているじゃないか）
　そこになんの不足があるだろう。
　力を過信して慢まん心しんしろ、というのではない。つねに努力し、模索しなくてはならない。
　しかし焦ることはない。
　宗朗を信じて、ともに戦たたかってくれる剣姫マスターサムライたちがいる。彼かの女じよたちを宗朗も信じること、その力はきっと、もっとずっと、大きくなる。
　ここまでで限界じゃない。ちっともそんな気がしない。まだまだうんと「伸びしろ」があって、それは計り知れないほどだ。
　信じることと通じ合うことで、それが実現する。何倍にもなる。
　幸村の言う『剣妃サムライブライド』もそのひとつだ。
　だがひとつじゃない。それだけが頼たのみでも、切り札でもない。それしか方策がない、力がないわけでも。
「わかったよ十兵衛。ぼくにはみんながいる。そんなことわかってるって、いつも思ってるのに、ときどき見えなくなるんだね。あたりまえだから、そこにあるから、いつも見てるから、逆に見えなくなって……」
（道場の危機にメイドカフェで、なんて、バカげてると思ったけど、でもみんなが力を合わせるから、先が見えてくるんだ。楽しんで、失敗したって、もっとすごいことを考え出して、きっと乗り切れるって、見えてくる）
　宗朗は十兵衛の髪をなでながら、
「そんなことも忘れてたなんて、ぼくは……。でも十兵衛が……ん、十兵衛？　じゅう……？」
「ふみゃあ……お兄、ちゃん……しゅきぃ……」
「へええ!?　寝ね言ぉ……お？？？」


「ごめんなさいお兄ちゃん。十兵衛、また寝ちゃったの」
　ようやく目が覚さめた十兵衛に、宗朗がまずしたのは、
「服を着てきなさい」
　ということだった。
「えー、いやしいのは？」
「もう十分、いやしいのはもらったから」
「もらった？　じゃあ、お兄ちゃんはいやしくなったの？」
「う、うん。癒されたよ。すごく、ね。そのうえ、すごく元気が出た」
「ほんとう！　わぁい！」
「と！　待て！　それは服を着てから！」
　また抱きついてきそうな十兵衛を制する。十兵衛は、
「ね、お兄ちゃん。元気が出たんだったら、お稽古しようよ！」
「お稽古……剣術の稽古かい？」
　意外な申し出に、ちょっと戸と惑まどう宗朗。
（そうか。メイドカフェのことやらで、しばらく十兵衛と一対一で練習することも休んでいたんだな）
　夜だし、寝ようとしていたところだったが、いまは気力もみなぎっている。むしろ寝るまえに少し発散しておいたほうがいいくらい。
「よし、やろうか！」
「うん！」
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　そんなふうに、宗朗と十兵衛がときならぬ剣術の稽古を始めたのは、稽けい古こ場ばがメイドカフェになっているいま、道場から少し離れた空き地だった。
　そのせいで気づく者がほかにいなかったとも言えるのだが、ここはまた戻って宗朗の部屋。
「わたしたちふたりでここにいても、しかたないですね」
「……」
　畳に敷かれた夜具の傍かたわら。半蔵と又兵衛が膝ひざをつき合わせて正座している。
　宗朗が戻ってくるまで、と、とりあえず腰を下ろしたが、それから十分が過ぎ、二十分が経たとうとしているのにいっこうに帰ってくる気配がない。
　それまで気楽におしゃべり、というふたりでもなかった（とくに又兵衛）ので、部屋の空気はどんどん硬かたくなっていった。
　宗朗が戻ってきても同時に両方の望みには応こたえられないのだが、自分から退けば相手が（正確には相手の主人である千姫か幸村が）有利になるだけなので、お互たがいに退けない。
　しかしそんな状態を続けていてもしかたがないのも双そう方ほう承知。ここは自然に、
「ひとまず、戻りましょうか」
　半蔵が提案すると、
「はい」
　又兵衛も同意して、お互いに立ち上がる。


　そしてこちらは千姫の居室。
「……遅い！　遅いじゃない。なにやってるのよ！」
　千姫のイライラがピークに達していた。
　たった八畳の部屋の中、輪を描えがくように何十周も歩き回る。ようやく腰を下ろしたと思えば、畳の縁ふちを毟むしる、自分の爪つめを噛む。
　その間も絶え間なく不満が口から漏もれ続けている。
「どうせまた宗朗があれこれ言い訳をして動けないのよね。どうしてあんなに優ゆう柔じゆ不うふ断だんなのかしら。考えるまえに行動なさいってば！　千ならとっくに動いてるわ。そのうえで、千の顔を見ながら考えればいいじゃない。どうしてまず千のところへ来ようって思わないの！」
　そこまで考えて、急に思い至る。顔色が変わる。
「は！　まさか、半蔵となにかあったわけではなくてよね？　まさか、半蔵に限ってそんなことを……で、でも、おチビちゃんも言っていたけれど、何が起こるかなんて……ないない！　ないわよ！　あの半蔵が……でも、半蔵と宗朗はもともとクラスメイトで、学級委員長で風紀委員長でもある半蔵と宗朗の接点はけっこうあったはず」
　ギュゥゥ、と拳こぶしを握りしめる。顔を真っ赤にしながら、立ち上がる。
「ないわよ！　ない！　それは、なし！　あったら、○す！　……はぁ、はぁ、そうよ。だいたい半蔵が宗朗と契って、『剣妃サムライブライド』になって、なんの得があるわけ？　千を出し抜いたら許さないって……でも、もしかしたらそうして強くなって、千に仕返し……」
　もはや考えが一いちじ巡ゆん二巡して、なにをどう考えても不ふ穏おんで奇妙な方向へ行くばかり。そのうえ、興奮して歩き回ったりしたため、さっきから何度も汗を拭ぬぐっている。
「もぉおお！　せっかくお風ふ呂ろに入って身体をきれいにしたのに、台無しじゃない！　ダメダメダメダメ！　いま宗朗が来ても、こんなのじゃ会えない！」
　しかたない。と、部屋の襖を開ける。
「お風呂のお湯は落としてしまっているのよね。どうせこの暑さなんだから、手早く水を浴びるだけでも……」
　急ぎ足で浴場へ向かう。


　こちらは幸村の住む離れ。
「遅い！　遅いわ！　なにをしておるのじゃ！」
　セリフは千姫とほぼ同じ、幸村であった。
「又兵衛の報しらせいかんによっては、わらわが直接出向いてやろうというに。どうなっておるのじゃ。そもそも又兵衛はどこに行ったのじゃ。宗朗はおったのか。なにか話しでもしておるのか……まさか」
　こちらも、思考の行き着く先はだいたい同じ。
「いや、又兵衛は宗朗になど……男になど興味は……し、しかしあやつとて宗朗と正式に契っておる身。最近は匂においの好みにも変化が……」
　ひとつ不安が芽め吹ぶくと、そこからどんどん妄もう想そうが広がってしまうのも千姫とまったく同じ。ジワジワと噴き出す汗が、はからずもそれを物語っている。
「ありえぬわ！　ありえぬありえぬ、ありえんのじゃ！　又兵衛がわらわを裏切るなど、一瞬でも疑ったわらわが愚かじゃった。うむ。ならばなぜ戻って来ぬ。宗朗の部屋でなにをしておるのじゃ。これは純じゆ粋んすいな興味じゃ。こうしてはおれぬ。おれぬ、が……」
　さっきから机上式電脳などをいじっているが、まったく頭に入ってはいない。鼠ねずみ式画面指示装置を投げ出すと、ゴロゴロゴロゴロ、部屋の床を転がる。
「悩なやんでばかりでは物事は進まぬ。思考よりも行動が状じよう況きようを制する場合もあるのじゃ！　いまがまさに……！」
　立ち上がる。
「暑い！　さっきから暑くてたまらぬ。風呂に入ったというに、これでは……」
　羽織を脱ぬぎ捨すてる幸村。
「まずは水でも浴びて身を鎮めねば……。宗朗の部屋を伺うのはそのあとじゃ」
　襖を勢いよく開ける。部屋を出る。渡わたり廊下を歩いていく幸村の足音が、響いて遠くなっていった。
「ウキュ……？」


「……もう、いいだろう。よく、がんばったね！」
　短時間だが集中した稽けい古このおかげで、宗朗も十兵衛も、すっかり息を切らしていた。
「お兄ちゃん、ありがとう！　十兵衛、強くなったかな」
「ああ。稽古するだけ強くなってる。もうぼくが教えることもなくなってきたよ」
　実際、十兵衛は教えるとすぐに吸収してしまう。そしてそれを難なく繰くり返かえすこともできる。
　一度教えた型は、新しい技わざを教えても崩くずれないから、宗朗も安心して教えることができた。
　もとより剣術は、型自体はシンプルだ。スピードと正確さに加え、実戦での応用が効いてこそそれが活いかされる。
（スピードと正確さは申し分なし、か。あの「十兵衛さん」が中にいるんだものな。どうしたって素すじ性ようが悪いわけがないよ）
　もちろん、剣姫マスターサムライ・十兵衛の強さとは較くらべるべくもないものの、一いつ般ぱん人じんに交じって道場試合をするだけならば、十兵衛は決勝レベルまでもう達していると言っていい。
「もう遅い。帰ろう、十兵衛」
「はーい！」
　十兵衛は木刀を背中に背せ負おうと、宗朗の腕うでに抱きつく。
「汗かいちゃった。お兄ちゃんも？」
「ああ。寝る前に、流さないとな」
「お風呂入るの？　十兵衛もいっしょに入るぅ！」
　さらっ、と不穏なことを言う十兵衛に、
「んん！　……もうお風呂は洗って、お湯を落としちゃってるからね。でもこの暑さだ。水くらい浴びても平気だろう」
　いちおう釘くぎを刺さしたつもりの宗朗。しかし、
「じゃあ、十兵衛もお水！」
「うん。順番にね」
「えー。いっしょのほうが楽しいのにぃ」
「楽しくなくてもいいの。先に浴びておいで」
「ううん。お兄ちゃんが先でいいよ。十兵衛、ちゃんと待ってるから」
　そんなふうに言いながら歩いていると、ちょうど道場が見えて来るあたりまでさしかかった。
（あれ、浴場の灯あかり、消し忘れたかな）
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　浴場の脱だつ衣いじ場よう。
　千姫はスルッ、と浴衣ゆかたを落とすと、ショーツだけの下着も同じように脱いで浴場内を窺う。
　暗くら闇やみに、いまは開けられている窓から煌こう々こうと月明かりが差し込んでいた。
「サッとひと浴びしたらすぐに戻るんだから、灯りは点けなくてもいいわよね」
　ぺた。まだ濡ぬれた白木の床に素足で踏ふみ出すと、後ろ手で板戸を閉める。
　満月に近い月明かりは思った以上に明るく、すぐに目が慣れたこともあって浴室内は思った以上に見通しが効く。
　ひんやりと涼すずしい風も心地よい。千姫は裸ら身しんを風にまかせて目を閉じる。すでに汗も引いていた。
　濡れた床を歩くと、浴よく槽そうを覗のぞき込んだ。
「やっぱり湯は入ってないのね」
　カランの蛇じや口ぐちから桶に水を汲んだ。片かた膝ひざを付いて、
「ひぁ！」
　ザブッ！　浴びていく。
　最初の一度こそビクンと震える冷たさだったが、すぐに慣れた。二度三度と水を浴びるうち、すっかり内側の火ほ照てりも静まったように思える。
「なんだか気持ちも覚めて来ちゃった。よく眠れそうかも……」
　そろそろ出よう、と思ったときだ。
　パチッ。脱衣場に灯りが点いた。続けて浴室にも。
「……っ！」
　暗闇に慣れていた目が一いつ瞬しゆんくらむ。だから、浴室の戸が開く気配がしたとき、迷わず千姫は空の浴槽内へ身を隠かくしていた。
　武芸者としての動きである。
　目が利きかない分、相手が敵だったときは一瞬の遅おくれを取る。せめて不意の攻こう撃げきから身を守る場所へ逃のがれるしかない。
「誰だれなのよ……」
　相手は完全に浴室に入って来て、戸を閉める音がした。続いて床を歩く音。そして水を汲み……。
「……あれは……おチビちゃん!?」
　そっと浴槽から外をうかがう千姫の目に、やはり裸身を月明かりに染めながら手て桶おけに汲んだ水を浴びる幸村がいた。
「なんでおチビちゃんがここに。それも水なんて浴びてるの……はっ、まさか」
　同じこと。同じ立場。同じ考え。
「おチビちゃんも千と同じに……」
　火照った身を水で静めているのだろうか。そう思うと、急におかしく思えてくる。
　幸村の、凹おう凸とつの少ないツルンとした身体。白い肌。
　ぷっくりしたお尻は、ヒップというよりまさにお尻。その片方の山には、桜の花びらの徴しるしがある。
「剣姫マスターサムライの……徴」
　それはもちろん千姫にもある。千姫の徴は右みぎ脚あしの太ふと腿もも付け根、内側に息づいていた。
　なぜだか内うち股ももの徴が疼うずくような気がする。気のせいだとわかっていても、ついその徴に指を這はわせてしまう。
「ふーっ！」
　息を吐はき出したのは幸村だ。
　水を浴びてもなお、ポッと薄ピンク色に染まった背中が丸くなって、幸村が自分の身体を見下ろしているのがわかる。
「……少しは大きくなっておると思うのじゃが」
　幸村の声が聞こえて来て、千姫は思わず噴き出しそうになった。口で手をあわてて押さえる。
「な、なにやってるのよ。……まだ千に気づいていないわね。なら、ふふふ」
　千姫は浴槽に水を入れるためについている蛇口に近づくと、そっと取っ手を握る。ノズルに手を当てるのは、勢いよく出した水を後ろから浴びせようという魂こん胆たんだった。
「見てなさい」
　狙ねらいを定める向こうで、幸村が言った。
「千のやつが、さっそく『剣妃サムライブライド』に名乗りを上げるであろうな」
　自分の名前が出たことから、千姫の動きが止まる。取っ手を回そうとしていた手を止める。
　幸村の言葉が続く。
「あれと契ちぎるのが、宗朗にとってもいちばんよいことであろう。いまは離れているとはいえ、徳とく川がわの姫。後うしろ盾だてには事欠くまい。いずれ……幕府を内側から改革できれば、無用な混乱や血が流れることもない。民たみ草くさにとってはそのほうが望ましいというもの」
　思いがけない幸村の言葉に、千姫の気持ちが乱れる。
「なによ。ちっちゃな胸のことじゃなかったの？　宗朗の……千の、ことなんかあんたに考えてもらわなくたって……」
　蛇口から手を離し、千姫は浴槽の壁かべを背にうずくまった。その上から、つぶやく声が聞こえる。
「いずれ天草との戦いは終わろう。そのとき、我らサムライは使命をまっとうする。残るは、千や半蔵のような、サムライの使命を失っても、うまく生きていける者。日々の生活を送り、女の幸せを得ることができる者じゃ。そのような者とならば、宗朗も幸せになれるのじゃ」
　しばらく話が途と切ぎれた。
「……わらわは向かぬ。身体もこのようじゃし、宗朗を満足させてはやれぬ。わらわが『剣妃サムライブライド』となっても、それは戦いの道具でしかなかろう。そのような者、真に宗朗が望むじゃろうか。それよりも……うぷぁ!!」
　幸村が驚きの声を上げたのは、背中にいきなり冷たい水を浴びたからだ。立ち上がりつつ、身を避ける。振ふり返りざまかまえを取るのは武芸者の習い。しかし、
「おぬし……千か」
　浴槽から姿を現していたのは、
「そうよ、千よ！」
　千姫だった。幸村がとっさに文句を言おうとして、留とどまる。ハッとした顔になる。
「おぬしよもや、聞いていたのか、いまの、わらわの……」
　千姫がうなずく。
「聞いてたわよ。人のこと、勝手にあれこれ言ってくれるわね」
「行ぎよ儀うぎが悪いぞ、盗ぬすみ聞ぎきなど。だ、だいたいなぜこんなところにおるのじゃ、おぬしが」
　ばつが悪いのとドギマギするのとで幸村が顔を赤らめて後ずさる。つい裸の胸を隠してしまう。
　いっぽうの千姫も浴槽から上がると、幸村にグッと近づく。胸を張って、どこも隠す気がない。
　千姫が見下ろし、幸村が見上げるふたりの間は、肌が触れ合あいそうにまでなる。突つき出した千姫の胸の先が、幸村の目の前に突きつけられるほど。
「な、なんじゃ！　またこれみよがしな……んぅ！」
　突とつ然ぜん、千姫が幸村を抱きしめたのだ。
　その身長差から、幸村の顔はちょうど千姫の胸の谷間にうずまる。たっぷりとした乳ち房ぶさが顔全部を塞ふさいでしまうほどだ。
　幸村は乳房をかきわけるように顔を上げると、
「ぷは、離さんか！　わらわを窒ちつ息そくさせるつもりか。無む駄だにデカイ乳をひけらかしよって。だから乳女は……」
「……なによ。年上の千を少しは敬いなさいよ」
　だが千姫の声は静かで、やさしい。驚いた幸村が見上げると、微ほほ笑えみをたたえた表情がそこにあった。
「年上、じゃと……」
「そうよ。三つも年上の、先せん輩ぱいでしょ？　年上の言うことは聞くものよ」
「なんのことじゃ」
　幸村は言うが、それがさっき聞かれた自分の言葉に対してなのはうすうすわかっている。
「子どもがよけいなこと考えないの」
　千姫の腕が幸村の頭を抱く。髪をなでる。
「おぬしも、子どもであろうが」
「そうね。だったらいいじゃない。対等なんだから、どっちが遠えん慮りよするとか身を退くとか、それが将来のためだなんて、考えないこと」
「そのこと、か。じゃが……むぅ！」
　言おうとする幸村を、再び千姫が抱きしめる。幸村はまたも千姫のバストに顔を埋うもれさせてしまう。
「どうなったら幸せだとか、成功だとか、そんなこと誰にもわかるわけないじゃない。宗朗がどう思っているのかだって。だから、おもしろいし、やる気が出るのよ。あらかじめこうしたほうがいい、なんてわかっていたら、そのとおりにしかできないなら、そんな人生、こっちから願い下げだもの」
　千姫の腕がわずかにゆるみ、幸村は再び乳責めから解放される。
「ぷは……！　それはそうじゃが、わらわはこのような……」
「はぁ？　だから言ったじゃない。あのね、おチビちゃんの歳としから三年って、どれだけ女のコが成長、発育すると思うの？　千だって、おチビちゃんの歳にはこんなじゃなかったわよ」
「ま、まことか？　わらわのためにウソを言ってなぐさめているのではあるまいな」
　思わぬ千姫の言葉に、幸村の目が輝かがやく。
「なんでおチビちゃんのためにウソなんて千が言うのよ。三年まえっていったら、ブラもふだんつけてなかったくらいよ」
「ブラも……わらわとてそのくらいつけておるぞ。ということは……三年でこのようになるとは……いったいなにを食しておったのじゃ！」
「食事だって、とくに変わらないわ。だから言ったじゃない。成長期になれば、ホルモンバランスの変化で、女のコはそういうふうになっていくものなの。人によって多少遅い早いはあるでしょうけどね」
「う、うむ。頭ではわかっていても、このように実例を見せられるとやはり、実感が違ちがうのぉ」
　こんどは逆に、目の前のたわわな乳房をまじまじと見つめる幸村。
　千姫は笑って、
「でしょう？　いまからの何年かがおチビちゃんにとってすごく重要なのよ。だから、あまり夜よ更ふかししないこと。研究がいそがしいのはわかるけれど、毎晩朝方まで起きてるなんて論外よ。いっぱい眠らなきゃ、背だって伸のびないの。それに好き嫌きらいせず、なんでも食べること。乳製品だけ摂とっていたってダメなんだから。カルシウムやミネラルも摂りなさい」
「そ、そうじゃの。睡すい眠みんはやはり重要じゃと思っておった」
「でしょ？　十兵衛なんて、ネコみたいに眠ってるわよ。教室でもほとんど寝てるし」
「うむ。あやつはまた制服の胸のところがきつくなったのなんのと言っておったわ。まったく、余計なところばかり発育しおって」
　幸村がいまいましげに吐き出した。が、千姫は笑っている。幸村も笑った。
「……そうじゃな。わらわも可能性は大いにあるのじゃからな。不ふ摂せつ生せいに気をつけて、食事もバランスよく……」
　そこまで言って幸村が、改めて千姫を見上げた。
「不思議じゃな。なぜそのようにわらわを気遣う。わらわが身を退けば、『剣妃サムライブライド』にいちばん近いのはおぬしじゃろうに」
　千姫は余よ裕ゆうで首を振る。
「それだから、子どもは考えが浅いっていうのよ。さっきも言ったじゃない。予想できることをしてもつまらないって。レースは競争相手がいるから楽しいんじゃない。ライバルがいるから成長できるのよ。おチビちゃんは千のライバルなんだから、勝手にリタイアしてほしくないのよね。わかってる？」
「千、おぬし……」
「まあ、結果はどうせ千の圧勝でしょうけれど。それまでは楽しませなさい、っていうこと」
「言うのお。その傲ごう慢まんが命取りじゃぞ。わらわとて数年後には……」
　そこまで言って、ふたりは顔を見合わせる。見合った顔の上と下で、プッ、と噴き出した。
　いつのまにか浴場中に響く笑い声になっていた。
「よく笑ったわ。なんだかよく眠れそうじゃ」
「千もそうよ。すっきりしちゃった。さっきまでのモヤモヤがウソみたい」
「ならばもう……」
　そこまでふたりが言ったときだ。幸村が急に言葉を切る。同時に聞き耳を立てる。千姫も表情を変えていた。
「誰か、来る……？」


「十兵衛のやつ、先に入っていいって言ったのに」
　そう言いながら脱衣場で服を脱ぐのは宗朗だ。稽古でかいた汗を流すのに、十兵衛を先に、と思ったのが順番を譲ゆずられてしまった。
『お兄ちゃんが先に入っていいよ。十兵衛、待ってる！』
　いっしょに入るのを諦あきらめさせただけよかったのかもしれない。
「水を浴びるだけだし、早く上がって十兵衛を呼びに行ってやろう」
　汗をかいたままでは、不快だろうと思う。
　灯りの点いたままの浴場へ、足を踏み入れる。誰もいない。カランまで歩くと、しゃがみ込んで桶おけに水を注いだ。
「電気、消し忘れてたのかな。気をつけないと」
　いっぱいになった水みず桶おけを持ち上げる。ザブ！　肩かたからかける。水を浴びていく。
「ふーぅ！」
　水の冷たさに、小さく声が出た。が、一度浴びれば二度目以降は心地よさに変わる。宗朗は次々と水桶を満たすと、何度も身体に浴びせかけた。
　頭からも浴びていく。顔までびしょ濡れになる。髪からしたたる水が、宗朗の鼻先や頬ほおをなめて流れ落ちる。
　宗朗は両手で髪をかき上げると、ブルッ、と首を振って水を切った。
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「な、なぜ、宗朗が」
「ここにいるのよ……」
　いっぽうの幸村と千姫。急に浴場に入ってきた宗朗に、とるものもとりあえず空の浴槽内へ避ひ難なんしていた。
「われらと同じく、水を浴びに来ただけのようじゃ」
「なら、すぐに出て行くわよ、ね」
　浴槽からわずかに頭を出して、宗朗を眺める。
　宗朗はふたりに背を向けているから、顔は見えない。その背中と腰こしとが、無防備な裸のままふたりの眼前にあった。
　水を弾はじく筋肉質な肌。何度も水桶を持ち上げ、掲かかげるたびに、肩や背中、二の腕の筋肉が盛り上がる。
「む、宗朗のやつ、けっこう……」
「いい身体、してるのよね……」
　思わず釘くぎ付づけになるふたり。見つめながらどんどん頬が赤くなってくる、熱くなるのが自分でもわかる。
「ぁ……」
「うっ」
　小さくうめいたのがふたり同時だった。やはり同時に、自分の身体をまさぐる。
　幸村はお尻を。千姫は内股。這わせた指先が届いたのは、自らの桜の痣あざ。剣姫マスターサムライの徴だった。
「なぜじゃ、この徴が」
「疼いて、るの？」
　お互いの徴を見ると、桜の花びらがあきらかに色いろ鮮あざやかに息づいていた。そこから熱を持ったように、身体が熱く、切なくなる。
「この感じは……」
「どう、なってるのよぉ」
[image: 画像]
　いつのまにか息までが苦しくなる。というより胸が苦しくなって、呼吸が乱れているのだ。
　心臓の鼓こ動どうはいつもの倍以上に跳はね上あがり、留めることもできない。
　そんな身体で、またもふたりの目は宗朗に吸い寄せられていく。
「宗朗……」
　つぶやく声も、不思議なくらい一いつ致ちして……、
「お兄ちゃん！　やっぱり来ちゃった！」
　ガラッ！　勢いよく浴室の板戸が開いて、そこにいたのはもちろん、
「のわぁぁ！　十兵衛！　あとで呼びに行くって……！」
「うん。でもやっぱりがまんできなくてぇ……来ちゃったの！」
　そう言うと、ほとんど飛ぶように宗朗の胸へ飛び込んでいく、十兵衛。
「や、やめ……うがぁ！」
　もつれるように倒たおれ込むふたり。下になった宗朗に、十兵衛がしきりに肌をこすりつける。
「お兄ちゃんお兄ちゃん……お兄ちゃぁ～ん！」
「ま、待て！　早まるな十兵衛、まだぼくたちは……」
　と同時に浴槽から声が、
「ちょっと！　なにしてるのよ！」
「そうじゃ、この愚おろか者ものが！」
　思わず振り向むく宗朗。そこには当然、
「わ！　ゆっきー!?　千姫さんもいるよぉ！」
　十兵衛が笑って手を振る。宗朗は呆ぼう然ぜん。
「ふたりともどうしてそんなところに。って、ぅああ!?」
「どうして、じゃないわよ！　黙だまって見ていれば、どうなってるのよ」
「兄きよ妹うだいで、破は廉れん恥ちな！　まったくなげかわしいわい」
　腕うで組ぐみして憤ふん慨がいするふたり。いつのまにか浴槽から上がって、宗朗につかみかからんばかり、なのだが……。
「あ！　いや、あの……破廉恥って、それは……」
　こちらも立ち上がった宗朗。その姿を目まの当あたりにして、
「やっ……！　なによ、その……」
「そ、そのようなものをわらわに見せるなど、なんという恥はじ知しらずじゃ！」
　真っ赤になって口を塞ぐ、あるいは目を覆う、千姫と幸村。が、視線はそれでもある部分をチラチラとさまよう。
　もはや宗朗も、顔を真っ赤に染めて言うしかない。
「だから、千姫さまも幸村も、自分のかっこうを、なんとかしてくださいよぉお！」
　宗朗の叫さけびに、急に我に返る千姫と幸村。
「ぇ……」
「わらわの姿じゃと……ぁ」
　そして正しく認識した。
　もとより水を浴びるために風ふ呂ろ場ばへ来たわけで、その姿は一糸まとわぬ生まれたままのかっこう、しかない。
「ぁ、ぁ……」
「待ってください、いま手ぬぐいをみんなの分……」
　が、宗朗がそう言うのももはや時遅く……、
「きゃぁぁああああああ!!」
　耳をつんざく悲鳴がふたり分、浴場内に木こ霊だまする。みごとにエコーのかかったソプラノは、宗朗に耳鳴りを生じさせるに十分足るものだった。
「み、見ないで！　バカ宗朗！」
「こっちを見るでない、お、愚か者ぉ！」
　あわてて両手で隠す、うずくまるふたりに対して、
「いや、見るつもりなんて……そっちから来たんじゃないか」
　宗朗のそんな「正論」はとうてい通じない。どころかさらに、
「わぁあ！　千姫さまとゆっきーも裸だよぉ！　お兄ちゃんも十兵衛も！　みんなでお風呂、お風呂ぉ！　お湯がないけど、みんなでお風呂だもん。それともみんなで遊ぶの？　十兵衛、いいよぉ？」
　ここへ来て背後から十兵衛までが。ある意味当然の流れ。
「遊びません！　遊んでないから！　これは偶ぐう然ぜんで、お風呂なのも偶然で、で、なんで千姫さまと幸村がここに裸でっていうのは……ああ、ううおお、わかんない！」
　ここまで事態が紛ふん糾きゆうしてしまっては、もはや収しゆう拾しゆうの術なし！
　かくなる上は、
（とりあえずぼくだけでもここから……）
　消えるほかない。
「あとでいくらでもあやまります！　だから、ここは……！」
　風呂場を後にしようとする宗朗。
　しかし千姫たちに背を向けるということは、十兵衛に向き直るということ。そしてタイミングよく、いや、運悪く、そこへ飛び込んでくる十兵衛。
「お兄ちゃあん！」
「うわ!?」
　つい数分まえのデジャヴュが宗朗の脳のう裏りをよぎった。が、数分まえと違うこと。
　チュ。
　唇くちびるが、ふれ合う。
　かろうじて倒れずに十兵衛を受け止める。が、両手は十兵衛の身体を抱いて無防備（？）になった唇に、唇が押しつけられる。
　ズギュゥゥゥゥ！
　それは宗朗の脳内だけで聞こえた音かもしれない。スパイラルを描くように高こう揚ようする感覚。一瞬、光で真っ白に包まれる視界。
　そして白い闇やみが晴れたその前に……。
「今日は妙みような場所で会う」
　鋭い眼まな差ざしが射るように宗朗を見る。その人、
「十兵衛、さん……」


　姿も同じ、顔も同じ。なのに表情と物もの腰ごしが異なるだけでこれほどに違うものか、と思わせる。
　こころなしか背が伸びた気さえするし、胸までがひとまわり大きくなったようにも見える。
　そこにいるのは妹・十兵衛と同じ身体を持ちながらまったく別の人格、力を持った、剣姫マスターサムライ・十兵衛だった。
「どうやら戦いの最中というわけでもなさそうだ。それにこの姿。おぬしも、そこの徳川の姫も、豊臣の軍師も丸まる裸はだか、というわけか。どういうことか、説明してもらおう」
　十兵衛の言うことも道理だ。が、この状況。どう言葉を尽つくしても、
（説明、できない……です）
　なにしろ宗朗がわかっていないのだから、説明できるわけがない。
　だが、そうするうちにここで、
「待て！　剣姫マスターサムライ・十兵衛じゃな！　こんな場所、こんなかっこうではなはだ不本意ではあるが、おぬしに聞きたいことがある。答えよ！」
　果か敢かんに、この機を逃すまい、と幸村が尋たずねる。けんめいに両手で胸などを押さえて、隠してはいた。
「そうよ。千だって聞きたいことが……！」
　問われてふたりへ視線を向ける十兵衛。
「かまわぬが……それより、よいのか」
「……？」
　十兵衛が言い、視線を落とす。千姫と幸村もつられて下へ目を動かす。と、そこには、
「え」
　あった。
　宗朗自身も千姫と幸村の手前、隠すべきカ所は手で覆っていたのだが、隠しきれないほどにはみだしていた。
　だが、いちばん困こん惑わくしたのは宗朗自身かもしれない。
「え！　ええ!?　なんで！　いつのま、に……」
「無理もない。若く美しい姫のあられもない姿や、……まあもうひとりは若いと言うよりもただの子どもだが……」
「どういうことじゃ！　子どもとは無礼じゃぞ！」
　途とち中ゆうで幸村が口を挟はさむものの、十兵衛は意に介かいさず、
「そういうものを目の当たりにしていれば、健全な男子ならばそのようなもののひとつやふたつ……」
「ひとつで十分です！　というより、ひとつしかないですし」
　宗朗も言うが、そのときにはもう遅かった。
「む～ね～あ～きら～！」
「こ、のぉお……！」
　千姫と幸村。真っ赤に怒おこって、でもなぜか涙なみだ目でもある、そんなふたりが迫せまる。
「わ！　待って！　これにはきっとわけが！　いや、そのわけをぼくも知りたいんだけど……い、いま、もとどおりに！　……なかなか、ならないけど……ちょ、っと、わああああ!?」
　宗朗の言葉もむなしく、
「バカぁぁぁぁあああ!!」
「愚か者ぉぉおおおお！」
　ふたつの手桶が、宗朗目がけて飛んだと思うと、
「がっ！」
　きわめて正確に命中していた。
「……まあ、こんなものだろう」
　そしてそれを見守る十兵衛も、
「……ぁれ？　お兄ちゃん？　なんで寝ちゃってるの？　せっかく千姫さんもゆっきーも、みんなで遊ぼうって……お兄ちゃん？　お兄ちゃあん！」
　あっと言う間にもとに戻っていた。
　そして……。
「幸村さま」
　浴場の騒さわぎを聞きつけて来た又兵衛、それに半蔵も。
　すぐに駆かけつけようとして、浴場内の様相に足を止める。
「御お姫ひいさま、いまお召めし物ものを……！」
　言いかけた半蔵は、又兵衛の姿を見て思わず漏らす。
「なぜ、又兵衛さんも脱ぐ必要が……？」
「……なんと、なく」
　赤い顔をうつむけてつぶやく又兵衛、だった。


　その晩、地球の裏側で……。
　長らく低迷していた紐ニユー育ヨークの金融市場がいっきに数百弗ドルもの高騰を見た。列強諸国の協調介入、そして亜ア米メ利リ加カが発表した新たな金融政策の効果が早くも現れた形だった。
　これを待っていた幸村は、機を逃さず次々と取り引きを成立させ、これまでの損失の大半を取り戻すことに成功したのだった。
陸◆慶彦の計略
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「……これでいいんじゃねえか」
　薄うす暗ぐらい部屋の中、ふたりの影かげがあった。
　ひとりは武む蔵さし、もうひとりは小こ次じ郎ろうである。
　武蔵は小次郎の壊こわれた目め隠かくしを取り外し、新しいものを装着してやる。その間、小次郎は板の間に正座したまま、動かなかった。
「おおきに。これで……もとどおり、「見える」ようになったようや」
　目隠し、と表現しても、それは事実上、小次郎の目の代わりをする一種の機械だった。
　もっとも適切な言葉でいえば、それはレーダーが捉とらえた物体の距きよ離りを測り、三次元的に置おき換かえて見せるもの。
　そのため、すべての視界は色しき彩さいを失い、また質感もほとんどなかった。どれもが同じように映る。
　固い物も柔やわらかい物も、無機物も、人間も……。
　その代わり、暗闇でも関係なく物を「見る」ことができる。視界も広く、ほぼ全周を一度に視し認にんすることができた。距離もそうで、百メートル先の辞書の文字を正確に読むこともできる。
　距離感はつかめるから、剣けんを振るって戦うことはできる。しかし物体の質感が予想できないため、つねに小次郎は全力で剣を使う必要があった。
　きょくたんな話、紙でできていると思った物が石であった場合でもかまわぬよう、つねに石を斬きる力を出す。それがやはり紙であっても、同じだった。
「なら、よかったな」
　武蔵が言い、小次郎もようやく立ち上がった。
「あんたはんはどないですの」
　こんどは小次郎が武蔵に尋ねる。
　武蔵のほうは、耳覆いをつねにつけている。これもまた、本来ない武蔵の聴ちよう力りよくを補い、超ちよう人にん間げん的てきな知覚にまで高める器具だ。
「俺おれのほうは問題ねえ。一キロ先の針の音でも聞きき逃さねえよ」
　ただし音をそのまま自然に伝えることはできず、大きな音も小さな音も、ある一定の振しん動どうとして伝わるのみだった。
「そうどすか。ほな、うちが……」
　小次郎が手を差し出す。
「まだ、いい。敵がいるわけじゃねえ」
　武蔵はどこか乱暴に言うと、顔をわずかにそむけた。
　小次郎は、小さくクスッ、と笑う。
「そんなら、ええんやけど」
　武蔵に自然な音を伝えるために、小次郎が手を繋ぐ。手のひらから振動が伝わって、武蔵によりリアルな音の強弱、近い、遠いがわかりやすくなる。
「うちらは、いっしょにおいやしたほうがええ。そないになってるさかいに」
　小次郎の言葉に、武蔵はしかし、ぷい、と横を向く。
「俺は少々うっとおしいがな」
　戦うためだけなら、レーダーの目と超ちよう聴ちよう力りよくの耳だけでいい。
「でもそれやけほな、味もしゃしゃりもないでっしゃろ？　勝つやけほな」
　実際には、剣を抜ぬいてしまえばふたりは別々に行動する。動く。が、それまでは手を繋ぎ、武蔵もときには視覚情報を小次郎に口で伝える。
「勝つ？　そんなもん、いつだって勝つぜ、俺はな。たとえおまえと繋がってなくとも、この機械がなくともな」
「まあ、いけずやわぁ」
　小次郎がすねたような媚び態たいを作り、武蔵はますます突き放はなした態度で、
「やめろ！　……だいたいこのまえの戦いを見ていたろう。あの西洋武者にもひとつとして遅れを取っちゃいねえ」
「すんまへんなあ。うちの目のこれが壊れたばっかりに」
　あやまる小次郎だが、多分にあてつけが籠こもっている。
「なあに。そのほうが俺はよかったくらいだ。あのまま勝ったんじゃあ、面おも白しろみがねーからな。あれだけの負けだ。あいつも次は手を打ってくる。楽しみだぜ」
「あんさんは、ほんまに戦うんが好きなんやねえ」
「あたりまえだ。戦いがなくて、なにが楽しい。ましていまの俺たちは……」
「戦うしかおへん。いいや、戦うためだけの存在……サムライ。天あま草くささまに呼び寄せられたんは、そのため」
　そこで言葉が途切れる。
　武蔵はあらぬほうを向いたままに言う。
「ああ。だが俺は嫌きらいじゃねえぜ。いや、気に入ってるか。いまくらい純粋に、戦いだけに生きていられることはなかった。俺の全部を、戦いに捧ささげられる。それを楽しまずにいられるか？　未熟なサムライにとどめを刺して、それが楽しいか？　せめて俺の身体があったまるまでは、保たせてくれねえとな」
「またそないに言いはって。まあ、うちも、嫌いやおへんよってに、武蔵のそないなところ」
　小次郎が立ち上がる。目の覆いを付けているから視線はわからないが、武蔵を見ているのは確かだった。そのまま窓の外を眺める武蔵に近づくと、後ろからその首に腕を回す。身を寄せる。
「ただ、いつまで遊んでおられるか……」
　背中にぴったりとついた小次郎の唇は、武蔵に耳打ちするようなかっこうになる。耳覆いに、ではあったが、
「こうやって触ふれていると、よく聞こえる。おまえの声が、おまえの声にちゃんと聞こえるんだ」
　武蔵がつぶやく。
「そう。ええもんでしょう。やはりうちらはふたりでひとつ」
「あの学園のサムライどもを討うち果はたしたあかつきには、我らの目も耳も、天草さまはお返しくださるというぜ」
「そうやなあ。返してほしい気もしはるし、いまのままでいい、そないな気もしはりますなあ」
　武蔵の首に回した小次郎の手がその顔をなでる。肩を抱だく。うなじに唇を近づけて……、
「……」
　ゴト、音がして、ふたりが振り向く。武蔵の視線の先、部屋の入り口に別の少女が立っていた。
「胤いん舜しゆんやおへんか」
　小次郎が言うその少女。
　小こ柄がらで薄うすい色の瞳ひとみの少女が、たたずんでいる。ひと言も発さずに。だが無言なのがその鼻から口を覆ったマスクのためなのは、見る者にはわかった。
　宝ほう蔵ぞう院いん胤舜。背せ丈たけよりも長い鑓やりを手にしている。
　武蔵や小次郎を見るともなく、ただ部屋の隅すみにたたずんでいた。
「いいじゃねえか。俺やおまえは耳や目を、胤舜は声をなくしてる。まあ、そうでなくともあいつがあまりしゃべりたがるたちでないこたぁ察しが付くがな」
「無ぶ粋すいどすなぁ。言いたいことがあったら……といっても言えんのやね。どれ」
　小次郎は武蔵から離れると、胤舜に歩み寄る。その手を握った。
　胤舜は目を合わせない。だが手のひらから大まかな意志が伝わる。
　それはモールス信号と手話を合わせたような、彼かの女じよたちだけに理解できる符ふ号ごうだった。手のひらの微びみ妙ような握り具合や指の曲げ方、それに温度で情報を伝えるのだ。
「なんだって？」
　その符号が苦手な武蔵が聞く。小次郎はややしたのち、答えた。
「あの西洋武者の成分をもう取り込んだ、ちゅうことどすなぁ。ふふふ、おもろいことほなありますえ」
　だが武蔵は、「ちっ」と舌打ちし、
「よけいなこったぜ。俺の二天一流は誰の手出しも無用だ。胤舜、おまえの操あやつる式にしたって、俺にはじゃまくせえだけだぜ」
　胤舜の別の能力。音声とは異なる音波を発することで、動物を自在に操ることができた。これも胤舜の口を覆うマスク状の器具の機能だった。その際、呪符によって式神化させることもできる。
「まあええやおまへんの。なにも武蔵、あんたが負けるなんて誰も思てへんわ。ただ……強いもんが苦しまはるのを見るんは、うちの大好物どす。とくに強くてうつくしもんが悶もだえ苦しむんはね」
　小次郎がそう言うと、楽しそうに笑う。武蔵は再び視線を逸そらし、胤舜はあいかわらずなにも語らない。
「なんでもいいぜ。とにかく骨のあるヤツと戦えるんならな。もとより俺たちは、戦うために召しよ還うかんされたんだ。そして戦いが終われば……」
「また、無に還かえる……のやろうか、ねぇ」
　そうつぶやく小次郎。
「だとしてもかまわねえ。だからこそ、強いヤツと戦いてえ。これまでにないほどの強いサムライ……柳やぎ生ゆう十じゆ兵うべ衛えっていうのにな！」


２


「楽にしてくれていいよ」
　徳とく川がわ慶よし彦ひこがいる。
　武ぶお應うが学くえ園んじ塾ゆく生徒会棟とう。城で言えば本丸に当たる、学園の中心部だ。そのさらに中心とも言える生徒会長の私室に、宗むね朗あきらはいた。
「急なお召しで、いかなるご用かと」
　宗朗は緊きん張ちようを解かない。
　この私室に入るのは初めてだった。部屋は和風だが、調度は洋風だ。その奇きみ妙ような取り合わせが慶彦に似合っている。
　部屋にはふたりだけだが、ドアを隔へだてた控ひかえ室しつには旗本生徒会の隊士たちが待機しているはず。そのうえ隠し戸やからくり仕立ての仕し掛かけがあるとも聞いている。
「なんだ、ようやくふたりきりで会えたのに硬いのは抜きだよ。どう？　ジャグジーでも入って、リラックスするっていうのはさ」
「……遠慮しておきます」
「つれないねえ。子どものころはいっしょにお風呂に入って、同じ布ふ団とんで寝てたってのにさ」
　慶彦に言われ、宗朗は瞬しゆ間んかん、子どものころの情景を思い出す。
「お戯たわむれを」
　なんとか返すが、ムズムズと頬が染まってくる。
「くすぐりっこもよくしたっけねえ。宗朗は敏びん感かんだから、いつもぼくの勝ちでさぁ」
「で、ですからそういう昔のことは……！」
　とうとう赤い顔で声を荒あららげる始末。
「お、いいねえ。調子が出てきたじゃないか。相撲すもうじゃ、けっこう勝たせてやったろう？　ぼくは嫌いというか、相撲に興味がなくてねえ」
「ではなく、お呼びになった理由をと」
　あくまで姿勢を崩さない宗朗に、慶彦はソファーに腰を下ろすとルーズに脚あしを組んだ。
「理由、というなら、それは天草のこと。そうだろう？」
　逆に問うような調子で言う。
「それならば、合が点てんがいきます。もとより、ぼくも慶彦さまにお聞きしたいと思っていました」
　宗朗もようやく本題に入ることができてホッとする。
　慶彦と宗朗とは、微妙な関係だ。
　幼いころの、若君とお側そば衆のひとりという間あい柄だがら。
　武士の、身分の高い者はこのように、幼いころから家臣筋の同年代の少年たちを側に集め、何事もいっしょに過ごして信しん頼らいを深める。お側衆は友人であり、若君を守る親衛隊であり、将来の家臣団の中ちゆ核うかくとなる。
　慶彦は将来、第二十六代の徳川将軍となることがほぼ確実であるし、そのお側衆に選ばれること自体、大変な名めい誉よと、未来を約束されることだった。
　慶彦と宗朗の仲はおおむね良好だった。二歳年下の宗朗を、慶彦は過かじ剰ようなほどにかわいがった。それは他のお側衆の少年たちが羨うらやむほどに。それは慶彦いわく、
『いちばんかまっておもしろいのが宗朗だったからねえ』
　なのだが。
　慶彦七歳、宗朗五歳からの、約五年間の蜜みつ月げつと言える。
　加えてこの時期、千せん姫ひめもまた宗朗に興きよ味うみ津しん々しんだった。というより、千姫と宗朗の関係、ヒエラルキーはこのとき決まったと言っていい。女王と下げ僕ぼく、いじめっ子といじめられっ子、主人とそのおもちゃ、というふうに……。
　しかしそんな時間もあるとき突然終わりを告げる。
　宗朗の父、当時の柳生宗そう家け当主にして、将軍家剣けん術じゆつ指南役、柳生宗むね義よしがとつじょ失しつ踪そうしたためだ。
　宗義は幕府総目付でもあり、突然の職務放ほう棄きはそれだけでも罪が重い上に、機密の漏ろう洩せつすら危き惧ぐされる事態に、柳生家は取りつぶしの危機に陥おちいる。
　最終的には、処分保留という執しつ行こう猶ゆう予よ的な裁定が下ったものの、そこに、すでに十二歳になっていた慶彦の口くち添ぞえがあったことは想像に難かたくない。
　ただし、宗朗はお側衆の責を解かれた。
　その後の六年間、慶彦と宗朗は同じ学園で学びながら、正式に会うことも言葉を交かわすこともなく過ごすことになる。
　それが再び交わるようになるのは、武應学園に起こった一連の豊とよ臣とみ派抗こう争そう、そこから見えてきた豊臣方サムライたちとの戦い、そして天草一派へと繋つながる謎なぞ、と深く関連している。
　が、そのすべてで慶彦と宗朗は敵どうしであって、一方的な呼びかけを除けばこうして互いに顔をつきあわせて話すような機会はなかった。
（だから、聞いてみたい。天草のことも、そもそものサムライや『将』のことも……）
　気負う宗朗に、慶彦はことさらスローペースを崩さない。
「なにか、飲むかい？　南仏のワインが今年は上出来でね」
「飲みません。それよりもお聞きしたいことが」
　宗朗が言うと、慶彦はわずかに笑う。
「だよねえ。ハハ、予想どおりの反応でうれしいよ。そうそう。宗朗はそういうヤツさ」
「はぐらかさずにお願いします。天草とその一派、どうなっているのか。これはぼくと柳生道場のみんなだけの戦いじゃない。この学園も超こえて、幕府と日の本の根本にかかわる問題かと存じます」
「うん」
「天草とは、なんなのですか。その目的は。サムライとは異なるのですか。そもそもサムライや『将』はなぜいるのですか。そのうえ『剣妃サムライブライド』まで……」
「ほお。『剣妃サムライブライド』にもたどり着いたんだね。あのチビっ子軍師さまのしわざかな。さすが、豊臣随ずい一いちのサムライではあるね」
「では、『剣妃サムライブライド』もまた存在すると」
「ああ。というより、『剣姫マスターサムライ』は『剣妃サムライブライド』を生み出すためにあるんだ。サムライもまた、『剣姫マスターサムライ』の前段階であるようにね。ただし、すべてのサムライが『剣姫マスターサムライ』になれるわけでもない。契けい約やくすればみんな『剣姫マスターサムライ』になれるわけじゃなく、なれるのは『将』によって選ばれた者だけだ」
「そう、なのですか。でもぼくの……」
　十兵衛、幸ゆき村むら、又また兵べ衛え……。宗朗がキスによって契約したサムライたちは、すべて剣姫マスターサムライとなっている。その形態が特とく殊しゆな十兵衛を除き、身体に浮うかび上がった「剣姫マスターサムライ」の徴がその証あかしでもある。
「極きわめて例外的な、確率の高さだろうね。でもそのことはいま重要じゃない」
「はい。我々に牙きばを剥むいてくる天草四し郎ろうとその一派……」
「よく、わかっていないんだ」
「はい……ええ？」
　あっさりと言う慶彦。驚く宗朗に、
「だって、そうだろう？　サムライの事実にしたって本来、幕府の最高機密に属することなんだよねえ」
「で、でも、慶彦さまはいずれ将軍に……」
「いずれ将軍になるとしても、いまは違うだろう？　そうだねえ、将軍なら、もっといろいろ確かなことがわかるんだろうねえ」
　慶彦が笑う。宗朗はしかし、
「い、いや、違う。慶彦さまはなにかご存じのはず。でなければ、豊臣三人衆のあの襲しゆう撃げきを予想して御ご前ぜん試合を催もよおし……その御前試合にしても、豊臣方のサムライたちを呼び寄せ、一気に叩たたくという策だったはず」
　食い下がる。
「それはだから、この学園の生徒会に敵対する者たちを取とり締しまるっていうことだろう？　反徳川の叛はん乱らん分子をほおっておくわけにはいかないからねぇ。それはこの学園の外の巷ちまたでも同じことだよ」
「ですが……では、慶彦さまは幕府の腐ふ敗はいを、困こん窮きゆうする民の生活をどうお考えなのですか。いっこうに改革は進まず、役人は肥え太って……」
　言うほど宗朗は、
（違う、こんなことじゃない。ぼくが言いたいのは……）
　黙って聞いている慶彦を前に、その思おも惑わくにはまってしまっている焦あせりを感じていた。
「うん。宗朗の言いたいことはわかったよ。それはぼくも感じていたことさ。ただし、改革にはぼくが将軍職につかなければならない。いまの将軍……父上がいる以上、ぼくは将軍にはなれないわけだし、ねえ」
「そうですが……ぇ」
　一瞬、宗朗の脳裏に、不ふ穏おんな影が横切った。
（慶彦さまは、いったいなにを……なんのことを……）
　宗朗の疑問が聞こえたように、慶彦が笑った。
「なに、難しいことじゃないよね。宗朗の言うとおり、幕府の改革は焦しよ眉うびの急きゆうさ。これ以上民草を苦しめるのは為い政せい者しやの愚ぐを曝さらすものでしかない」
「は、ぃ」
「しかるに現将軍義よし康やす公は、いまだ四十代半ば。身体、精神ともに健康であらせられる。この国の男性の平均寿じゆ命みようが七十五歳として……あと三十年は将軍職に留まっておられる可能性があるよねえ。しかも、もっと長生きすることだって、十分に考えられるしね」
　さっきまで「父上」と言っていたのが、「義康公」になっていた。
　慶彦の言うことに間ま違ちがいはない。一いつ般ぱん論ろんとしてはごくふつうの事実を並べているに過ぎない。
　だが慶彦が口にすると、それもこの場で宗朗に告げるのは、それ自体明らかに一線を越こえている。
「恐おそれながら、将軍閣下のご健康を勘かん案あんなさるのは、不敬にて……」
（いや、違う。ぼくはなにを……）
　言えば言うほど違い和わ感かんを感じる。それを見み越こしたように、慶彦の表情がますます冴さえていく。
「おや。変だねえ。幕府の改革を訴うつたえていたのは宗朗じゃないか。それにはトップたる徳川将軍が変わらなくちゃいけないよねえ」
　いつのまにか慶彦が立ち上がっていた。宗朗の肩を抱く。
「まあ、いつ、どんなふうに変わるのかっていうのは、ぼくにもよくわからないけどねえ。でも、そうだ。ぼくが義康公を「説得」するとして、それでお気持ちを変えて、幕政改革に望んでくれたらいいよねえ」
「「説得」……」
「そう、「説得」さ。そのときには、もちろん宗朗はぼくの力になってくれるんだろう？　なにしろ幕府を改革し、浄じよ化うかし、政を改める、最大のチャンスさ。ぼくなら、民にかける租そ税ぜいを引き下げて、経済を活性化させられるかもね。幕府の中の贅ぜい沢たく、無駄、大おお奥おくなんてものがいまだあること自体、ひどい時代遅れじゃないか。大奥に毎年かかる膨ぼう大だいな費用の額を知ってるかい？　膨大な治安維い持じのための予算も、社会がよくなれば必要なくなる。それに、ぼくらには多くのサムライや『剣姫マスターサムライ』がいるんだから。その力をうまく使わないとねえ」
　宗朗の顔を覗き込む慶彦。その目が、まっすぐに宗朗の目を射る。視線が、眼力が、飛び込んでくる。
「そうだろう？　宗朗。なにか違うかな」
「い、いえ。お言葉、ごもっともかと」
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（ダメだ。違う！　違う、これ、は……！）
　慶彦の目が、意志が、流れ込んでくる。宗朗の意識にからみつく。からめとる。いつのまにか、がっちりとつかまれている。
「賛成してくれるよね。宗朗はぼくの考えに賛同して、その力を使ってくれるんだよねえ。宗朗の剣姫マスターサムライたちも、きっとこのことをよろこんでくれるさ。この日の本を、大だい日につ本ぽんをよりよく変えることなんだからねえ」
「それ、は……」
　ようやくわかった。
　瞳どう術じゆつ。
　慶彦の力なのだ。それは義ぎ仙せんの魔ま眼がんにも似ている。が、魔眼と異なり、その場の人の意志を変える、操るのではない。
　その者の意識に浸しん透とうし、まるごと変えてしまうのだ。瞳術が成功したあと、されたほうは自分が変わってしまったことさえ気がつかないだろう。
　それが慶彦の「将」の力。彼かれが言う「将軍」の力だった。
　慶彦の「剣姫マスターサムライ」はそのようにして彼と契約し、逃れることのできない意識の囚とらわれ人びととなる。
　ダルタニアンや義仙は、だから慶彦の命令には逆らうことができない、できなかった。だが宗朗にだけは不思議に心を開いている。これは慶彦の能力とその効果からいっても、驚くべきことだった。
　もっとも、慶彦の強制力が消えているわけではないから、もし慶彦が宗朗殺害などを命令すれば、それは実行されるはずであり、そうならなかったのは単にそうした命令がなかったためでしかない。
　ならば、「将」である宗朗に対しても慶彦の瞳術は有効なのか。
　慶彦の言う「将軍」の力が本当ならば、宗朗の意識に大きな強制力を付ふ与よすることができるはず。そうなれば、積極的かどうかは別としても、宗朗は慶彦の命令に決して逆らうことはできない。
　完全に、慶彦の「臣」となる。そのとき、宗朗の「剣姫マスターサムライ」たちもまた、慶彦の臣下とならざるを得ない。
　自らは動かず、宗朗にいわば「剣姫マスターサムライ」集めをさせ、そののちすべてを掌しよう中ちゆうとする。
　もっとも効果的かつ狡こう猾かつな方法があるとしたら、まさにこれだろう。
「ぅぅ……ぁ……」
「なかなかがんばるねぇ。まぁ、なにごとも最初はきつく、硬かたいものさ。そのうち、じょじょによくなってくる。受け入れてしまえば、服従するよろこびに目覚めるようになるさ。ぼくに一生仕えるんだ。悪くないだろう？　いずれ幕府の要職にも就つける。ぼくといられることに感謝するんだよ。心からね。さぁ、忠誠を誓ちかうんだ」
　すでに慶彦の瞳術は宗朗の意識を完全につかんでいる。包み込んでいる。残されているのはごくわずか。たったひと言の、Ｙｅｓだけだった。
「ぼ……くは……まだ……」
「まだ、なんだい？　天草と戦いたいんだろう。幕府を変えて、民の暮らしを楽にしたいんだろう？　なら、ぼくに協力することさ。ぼくのものになれ。宗朗、きみはぼくのことが好きなんだろう？　ぼくの側にいたいと思っている。ぼくに嫌われたくない、ともね。いじらしいじゃないか。ぼくもその想おもいに応こたえてやろう。宗朗、ぼくのものになれ。ずっとおまえのことを、好きでいてやるよ。ずっと……」
　甘かん美びな言葉が旋せん律りつのように頭の中に響ひびく。
　宗朗は言葉の方向へ引き寄せられていくのを感じた。心が、無条件に受け入れたがっている。
　屈くつ服ぷくしてしまえば楽になれる。なにもそこは地じ獄ごくではなく、輝く将来さえ約束されたすばらしい居場所であるはずだ。
（そうだよ。いっそ、受け入れて……）
　受け入れてしまえばいい。そのほうが宗朗にも、宗朗の「剣姫マスターサムライ」たちにとっても安心だ。心強い。
　なにもさまざまな不足をかかえて、けんめいに戦たたかわなくたっていい。
　現に、資金が枯こ渇かつして、あんな副業までやっているではないか。
　生徒会が……幕府が後うしろ盾だてになれば、もうそんな苦労はしなくていい。戦いに専念することだってできる。じゅうぶんな資金、資材、余裕、バックアップ。
　いっしょに、戦えばいいではないか。
　そのうえ慶彦は幕府の改革を進めるという。慶彦が将軍になれば、それができる。民がこんどこそしあわせになれる。そんな社会が来る。
（慶彦さまが将軍になれば……将軍に……なる……）
　それはいつ？　何十年後……何年後……いや、何カ月後、何週間……!?

『義康公は後何年、将軍に留まっておられるんだろうねえ。ぼくなら義康公を「説得」して、幕府を改革してみせるよ』
　説得して……説得……「説得」……！
　不意に、風景が暗転する。
　それまで暖かく、光に満ちて、やわらかく心ここ地ちよい場所が、暗く冷たく、刺すような風と不快な臭においに満ちてくる。
（これは……ダメだ。そうだ。ぼくは……）
　慶彦の瞳術を受け入れること、それは慶彦の思い通りに動く「臣」となることだ。そして宗朗の「剣姫マスターサムライ」たちも。
　そんな、意のままの手兵を用いて慶彦がやろうとしていること。宗朗とその「剣姫マスターサムライ」たちがさせられること。
（徳川将軍を……）
　弑しいす！
　弑し奉たてまつり、慶彦が将軍となる。そして改革が……。改革？　将軍を殺してまで手に入れた玉座で、改革を？　民のための政治を？　そんなことが……。
（するはずがない。できるわけが……ない！）
　宗朗が、目を見開いた。とたん、あたりの風景が消し飛ぶ。いっきに白い闇。無の世界。が、それが宗朗の、本来の意識の世界。
「む……まだ、抵てい抗こうするのかい。なぜだ。なぜ……ぼくといっしょにいたくないのか。ぼくに愛されたくないのか。宗朗！　ぼくとひとつに……うう、ぁ!?」
　目も眩くらむ閃せん光こうとともに、慶彦の意識の触しよ手くしゆが弾はじき飛とばされる。
　宗朗の深層心理にまで届かせるため、慶彦自身もその意識の敏感な部分を剥き出だしにしていた。
　激しい拒きよ絶ぜつが慶彦の意識をも苛さいなむ。
「ぐっ……！」
　思わず慶彦が離れる。たたらを踏むように後退する。同時に宗朗の意識の深層から、すべてのプレッシャーが消えていた。
「ぁ……」
　宗朗もまた、力が抜けたように膝ひざから崩れる。倒れそうになるのを、なんとか膝立ちに留とどめた。
「ぅ、ぅ……宗朗、おまえ……」
　生なま乾がわきの傷口をえぐられたような痛みに、慶彦が表情を歪ゆがめる。胸を押おさえているのは心臓にまで影えい響きようがあるからなのか。まだ動けない。
「はぁ、はぁ、はぁ……」
　宗朗はようやく立ち上がる。激しい呼吸に気が乱れる。なんとか姿勢を正した。
「慶彦さま……ぼくは、あなたの『臣』にはならない。あなたの思い通りのものにはならない。ぼくの『剣姫マスターサムライ』たちも、そうさせない」
　少しずつ呼吸が整ってくる。武芸者に不可欠な、気が身体の中に横おう溢いつしてくるのがわかる。
　それでも、いま襲おそわれたら防ぐ自信はとぼしかった。慶彦ほどの手て練だれに抜き付けられたら、受け止められるかどうかもわからない。
　が、慶彦はそうはしなかった。こちらもようやく回復してきた表情で、
「こういうとき、なんて言うのがいいか、考えちゃうよね。おまえをいますぐ誅ちゆうすることはできるけれど、なぜだかぼくにはその理由がないんだ」
　わずかに、口くちの端はで笑った。
「申し訳ありません。でも、この決断を後こう悔かいしないようにすることが、いちばんの慶彦さまへの恩返しだと、思っています」
「よく言う。それに、ずいぶん言うようになったものだ」
　慶彦はそのあとも何か言いかけて、しかし唇を結ぶ。
「申し訳、ありません。失礼させていただきます」
　もう一度謝あやまると、宗朗は会釈して背を向ける。その背中に、慶彦が言った。
「天草のことだ。あれは、サムライではない。『剣けん姫き』でも、『将』でもない」
「サムライ、ではない……」
　宗朗が振り返かえる。
「だからといってたやすいわけではない。むしろサムライだ、『剣姫マスターサムライ』だと、こちらの物差しに当てはめていたほうが気が楽かもしれなかったんだがね」
「それでは、天草は……」
「ひとつだけだ。言おう。サムライも『剣姫マスターサムライ』も、天草と、その天草なるものに対するために作られたものなのさ」
「天草に……！　しかしそれではサムライとは……剣姫マスターサムライ、剣けん妃ひは……」
　だがそれ以上慶彦は答えず、また宗朗もそこに横たわる巨きよ大だいな謎に踏み込むことはまだできないとさとった。
　宗朗が去った室内に、慶彦だけが残される。
「あいつ……もうぼくの知っている宗朗ではないのかもしれないな」
　その顔に浮かぶ、笑え顔がおにもならない笑顔が、ひどく寂さびしく見えた。


３


　生徒会棟からの帰り道、沸わき起おこる疑問と不安に苛まれながら、宗朗は大手門をくぐる。背後には、小山にも等しい城じよう郭かく造りの学園の威い容ようがそびえていた。
　別名、武應学園城とも言われる構造群。
　首都大おお江え戸どに一いつ朝ちよ事うことあらば、徳川将軍がこの場に退いて拠きよ点てんとする、と言われるほどはある。噂うわさによれば、その地下には大量の武器弾だん薬やくが蓄ちく積せきされ、脱だつし出ゆつ用の大規模な地下通路が整備されているという。
（徳川将軍が立てこもるほどの堅けん固ごな要よう塞さい。武器弾薬も豊富で、それを扱あつかうのは……数万人の学生……！）
　それも、武應学園の学生、生徒はすべてが武家の子女。武器を扱うことはもちろん、その意識、覚かく悟ごの面においても、もっとも兵士、戦士に適している。もとから武士なのだから。
　となれば、慶彦が号令することで、この学園がそっくり慶彦の軍団となることもありうる。数万人規模の戦せん闘とう部隊が誕生するのだ。
「慶彦さまはそこまでお考えだというのか……」
　本気で大江戸に弓引く……実父の徳川将軍を討つつもりで……。
　そして、天草との戦いも。
『サムライも「剣姫マスターサムライ」も、天草と、その天草なるものに対するために作られた……』
　天草とは何者なのか。他のサムライ少女たちと同じく、この現代に甦よみがえったかつての侍さむらいの魂たましいではないのか。
　そしてサムライ自体が、天草に対するために生み出された、とは。
　宗朗は考え、そしてある時点で考えるのを止める。
「道場に帰ったら、みんなに相談してみる。幸村なら、慶彦さまの言葉の意味がぼくよりもっとわかるんじゃないか。何か知っているかもしれない」
　道場へ。そう思うと気持ちが少し軽くなる。帰る足が急ぎ足になる。
（そうだ。ぼくにはみんながいる。恐おそれることはない、ってそうわかったじゃないか。みんなで悩なやんで、みんなで苦しんで……みんなでよろこんで……それができる仲間で、最高の……）
　次々と脳裏に、剣姫マスターサムライたちの顔が浮かんだ。
　十兵衛、幸村、千姫……又兵衛、半はん蔵ぞう、兼かね続つぐ、それに、ダルタニアンの姿までが。そしてそこに、義仙がいないことをたまらなく寂しく思う。
「いいさ、帰ったら……」
　つぶやいて、小さな辻つじを曲がったときだ。
　広くない道を、ひとりの少女がふさぐように立っている。
「ぇ、と……」
　無理に通れないことはない。が、少女が腰に差した刀の鞘さやがどうにもじゃまをする。どちらかに寄ってくれれば、とも思う。
　同時に宗朗は、
（このコは……サムライだ）
　と直感した。
　声をかけるのを一いつ瞬しゆんためらったのにはわけがある。少女はさっきから横を向いて、手にした携けい帯たい電脳を一心にいじっている。ボタンを操作する指の速さは驚おどろくほどだ。
「あの、ごめん。通りたいんだ」
「……いま忙いそがしいし」
　忙しいのはそっちの都合だし、ちょっと端はしへ寄れば済むことなのだが、話しかけられたこと自体がイラ立つ、というように少女は眉まゆを尖とがらせる。といってもその目は、いまだ携帯の画面しか見ていない。
　均整の取れた身体に、着き崩くずした制服。
　肌はだはわざと焼いたのか、どこか人工的な小麦色だ。白のニーソックスに、同じ白の肘ひじの先まである手てぶ袋くろをしている。髪かみは長く、ひと目で染めたのがわかるオレンジ色に近い金きん髪ぱつだった。
「ごめん、急いでいるから通るよ」
　意を決して宗朗が横をすり抜けようとした。と、少女が不意に向き直る。
　パチン、と携帯を閉じた。やたらキラキラしたデコレーションがされたその携帯を、大刀とは反対の腰に差す。
「うっぜーな、いちいち話しかけんな、タコ！」
　初めて少女が宗朗を見る。かなり濃こいメイクに彩いろどられた目がまっすぐ向かってくる。アイラインや頬に、ひかりものが混じっているのもメイクなのだろう。
「いや、じゃましたならすまない。ぼくはここを通りたいだけなんだ。だから」
「待てっての。おまえ、柳生宗朗だろ？」
　あっさりと、少女が宗朗の名を告げた。これでハッキリする。この少女はサムライに間違いない。問題は敵か、味方なのか……。
「知ってるのか、ぼくを……」
「もなにも、待ってたんだから知ってるに決まってるじゃん。はぁん、なんだ、ぜんぜん弱っちいじゃん。キャハハ！　これならあたしひとりで超よゆー！」
　少女は髪の先に指を巻き付けたり離したり、脚をブラブラさせたりと、一瞬もじっとしていない。
（なんだ、このコ。やはり……）
　宗朗は半歩下がりながら腰の大刀へ意識を注いだ。いつでも抜ける体勢を作る。
「なに？　やろうっての！　ちょーウケる！　あたしにかなうわけないじゃん。ゆーて、最初からこいつを叩っ斬って、それでさっさとしまいにしとけっての。なにが強いサムライと戦いたいだの、骨のあるヤツはいないか、よ。バッカじゃん！」
「待て。どういうことだ。キミはやはり天草の、その一派のサムライなのか。剣姫マスターサムライなのか」
　宗朗が言い、少女が真っ黒なその目をクルクル動かして笑った。
「天草だとか、そーゆーの、どうでもいいっての。だけどさ、おまえをサクッとぶっ殺して、あたしも早めに終わらせたいから。さっさと死んでくれない？　この、荒あら木き又また右衛え門もんさんにさ、めんどくせーから、いますぐ殺されな！」
　大刀を抜き放つ。
　少女、荒木又右衛門のかまえた大刀の切っ先が、宗朗に向かって鋭するどい光を、放った。
あとがき




　すずきあきらです。いつもお読みいただき、ありがとうございます！
『百花繚乱』もついにシリーズ五作目。テレビアニメ化も実現し、これもひとえに読者のみなさまの……。


　という話は読んでもあまりおもしろくないと思うので、今日はフィギュアの話を書きたいと思いまする。
　現在、既き発はつの『百花』フィギュアは五つ＋１。
　柳生十兵衛（制服）、真田幸村、柳生十兵衛（水着）、服部半蔵（通常武器）、服部半蔵（限定武器）です（発売順）。もう一体、千姫があるのですが、このあとがきを書いている時点ではまだ未発売で、手元にないので＋１としました。
　さてこのフィギュアなんですが。
　すんごく出来がいいです！　もうすんごい。すんごいかわいい。すんごく美人。すんごいボリューム感。すんごい躍やく動どう感かん。すんごい……とにかくいいんですヨ！　萌もゆる！
　じつはフィギュア化を最初から考えに入れていたシリーズ、キャラ、ではあったんですが、
「フィギュア？　うれしいけど、でも場所取るし、あんまり期待しないほうがいいんでわ」
　とか思ってた一年半まえの自分、ちょとそこに座すわれや、正座して反省しろ！　という気分です。大げさでなく！
　なんというか、完成品フィギュアの技術がどんどん上がって、その出来やおそるべし、というのは自分もある程度気づいておりました。ホビージャパン関連では、『クイーンズブレイド』シリーズのフィギュアをよく模型誌やサイトなどで見ていたので。
　それがさらに進化して、もうほんと、細かいところの細工まで完全再現ですよ。それもこれ、一点ものじゃなくて、量産品なんですから。もうね、量産型とは言わせねー！　って感じですね。


　つい細かい部分を強調しましたが、全体のフォルムというか、雰囲気もね、すごくいいです。塗ぬりとか、肌はだの透明感とかもね。
　Ｎｉ[image: 外字]先生のキャラデザインは、適度にボリューム感があってそこがまた大好きなんですが、フィギュアでもしっかり再現されています。
　よくあるアニメやマンガのキャラの、かわいいけど棒みたいな手脚とか、細すぎるプロポーションよりずっと、重みを感じます。キャラの身体にちゃんと肉とか骨とかを感じるというか。
　具体的にみんなの好きなところで言うと、お尻！　おっぱいももちろん百点です。でもお尻はもっともっといいんだよー！　ハァハァ……ぜいぜい。
　お尻といっても、ただオケツがプリン！　とあればいいというわけではなく、そこに至る腰回りですとか、腿ですとか、お腹ですとかがあってこそのお尻なわけです。着衣ですから、そこにできるシワだとか食い込みだとか！　シワも素材によって寄り方が異なるわけで、そんなところも最高です。ガン見しちゃいます。
　あと顔！　顔はとにかくかわいい！　十兵衛とかこんなにかわいかったのか、と思いました。ゆっきーもロリななかにもキリッ、とした凛り々りしさが……。眼がん福ぷく、眼福です！　しかもどのアングルから見ても破綻がなくて、かわいいんですから！
　制作・発売元はアルターさんです。アルターさんの方角にはもう足を向けて寝ません！
　かようにとにかくかわいい＆すばらしいので、店頭などにあった場合、ぜひご覧ください、てか、あのクオリティーであの値段はぜんぜん安いので、尼あまとか網あみとか特区でポチッてもぜんぜんＯＫ後こう悔かいしませんゾ！
　しかしいくらかわいいからといって、手にしたフィギュアのパンツを覗のぞいたりすることはないな自分は、と思っていたら……覗のぞきますね！　開封して五秒で！（開封しているうちに見えてますが）　しかもガン見です！
　パンツを見るのはいたしかたないとして、おっぱいにさわったりとかはしないだろう……余裕でさわりますね！　五分で！　おっぱいでもお尻でも、ええもう。
　さわるのはいいとして、チューとかは……ノーコメント！
　かようにフィギュアはいいもんです。さあ、みなさんもどうぞ！　フィギュアワールドへ！


『百花』フィギュアは『クイーンズゲイト』版がメガハウスさんからも発売の予定です。ありがたやありがたや。抱だいて寝ます。
　かような塩あん梅ばいでフィギュアに目覚めた自分ですが、逆にすっかりフィギュアのトリコになってしまい、あれこれ買いあさる日々です。フィギュアって、毎月いっぱい出るんですネ！　置く場所ねー！
　最近では『クイーンズブレイドリベリオン』のロボ子買いました。アクションフィギュア楽しー！　メガハウスさんです。
　Ｎｉ[image: 外字]先生のキャラでは、『続・殺戮のジャンゴ』の黒のフランコ、リリー・サルバターナがありますヨ！（なぜか『夕陽のガンマン』も見ちゃった。リー・ヴァン・クリーフかっこえー！）　こっちはアルターさんです。名前のない女がプレミア高くてまだ買えないです。でも勢いで買っちまいそうです。元値の倍以上だがー……！　『クイーンズゲイト』のアリスもプレミアなんだよなー。もっと早くフィギュアに目覚めておけばよかった。
　そんなんですから、『百花』の世界も小説だけでなくフィギュアまでフォローすれば楽しさは数倍！　立体ってくらいだから３乗倍ですか！
　ぜひ！


いまいちばんほしいのは、フィギュアを収める専用棚です、の、すずきあきら
◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆
〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8
㈱ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
すずきあきら 先生／Ｎｉ[image: 外字] 先生
[image: 画像]
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